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    　人が──消えるのだという。


    　鴫しぎ沢さわ[image: ]たつみがその噂うわさを耳にしたのは、七月上旬のある日のことだった。


    　長らく続いた梅つ雨ゆが噓うそみたいに空はカラリと晴れあがり、待ち侘わびたはずの陽ひ射ざしはむしろ厭いやになるくらい強烈で、連日うだるような暑さが続いていた。


    　午後の教室には化学教師御み薗その生う日ひ鞠まりの麩ふ菓が子しのような声がだるだると流れて、生徒たちの集中力を根こそぎ奪ってゆく。


    　教壇に立ち、涼すずしげな顔で参考書を読みあげる日鞠とは対照的に、机に向かう生徒の大部分はグターっとうなだれていた。黒板に書きつけられた複雑な構造式も、緩ゆるくなった頭には奇妙な呪じゆ文もんのごとく映る。


    　窓を開け放していても風ひとつ吹きこむ気配はなく、とにかく暑くてたまらない。


    「ぅあづー……」


    　たまりかねたのか、[image: ]の斜め後ろの席で結ゆう城きあざみが呻うめきを洩もらした。机のうえの、開いた


    ノートにパタリと顔を伏せる。


    　どうにか日陰に入っている[image: ]でさえ、ジッとしていても汗ばんでくる。窓際の、陽射しをマトモに浴びる席のあざみはたまったものではないだろう。何もかも放りだしたくなる気持ちもわからなくはない。


    　板書をノートに書き写している途中、不意にちょいちょいと硬く尖とがったものが背に触れるのを感じて、[image: ]はチラリと後方に視線を流した。あざみが、机から前方に垂たらした手に握ったシャーペンの先でつついてきたのだ。


    「何……？」


    　教壇の日鞠を警戒しながら、声をひそめてあざみに尋たずねる。


    「何ってーか、この暑いのによっく律りち儀ぎにノートとる気になるわね」


    　感心したような呆あきれたような、複雑な口調だ。


    　ノートのうえで傾いたあざみの顔は、心底ウンザリしたといった表情だった。左手ではたはたと顔を扇あおいでいるが、勿もち論ろんたいした風が起こせるはずもなく、せいぜい気休めといったところだろう。


    「律儀とかの問題じゃないけど……。化学は結構好きだし」


    「うらぎりものー」


    　恨うらみがましげな声を投げてくる。


    「裏切りって何だよっ。結城もちゃんと聞いといた方がいいって。もうすぐ期末試験だし」


    「ふーんだ、どーせ日鞠センセの説明聞いても意味わかんないしっ。リノレン酸だのリノール酸だのオレイン酸だの知らないわよッ！」


    　八つ当たり気味にそんなことをボヤいてふにーと溜ため息いきをつくと、あざみはノートに顎あごを載のせたまま、いかにもやる気なさそうに頭をごやごやと左右に揺らした。後ろでまとめたポニーテールの髪の大きな房ふさが頰ほおに垂たれかかって暑苦しそうだ。


    　彼女のノートには初めの数行こそ気まぐれ程度に板書が写されているものの、途中から急に面倒になったというふうに文字が乱れて虫がのたくったみたいな曲線に変わり、そのままふぃっと途切れていた。行動がわかりやすい。


    　相変わらず根気がないな、と[image: ]たつみは苦笑した。


    「むー、いま莫ば迦かにしたでしょ」


    　[image: ]の表情の変化を読みとったのだろう、あざみは唇を尖とがらせた。


    「そんなことないって」


    　ドキリとして、[image: ]は慌てて頭を振った。こういうことにだけ鋭い子だな、と思う。


    「ふん、あやしーもんだわ」


    　不機嫌そうな顔のまま、あざみはぷくりと頰をふくらませた。


    　あざみは勉強が苦手だ。


    　とりわけ数学や化学といった理系科目は壊かい滅めつ的てきで、意味不明な記号を見るだけで頭が痛くなる。


    　おまけに日ひ鞠まりの授業は、教える気もないように見えるくせに内容だけはやたら難解で、容よう赦しやの欠片かけらもなかった。試験問題も超難関校なみにハイレベルなうえ、点数が足りないと追試で果てしなく追い討ちをかけてくる。なんでも期末試験の結果次第では、補習で夏休みがまるごと潰つぶされてしまうという噂うわささえあった。


    　想像しただけで、あざみは気が重くなった。


    　呪のろわれてしまえばいいと思う。


    　心のなかで悪あく態たいをつきながらあざみは何気なく眼めを擦こすった。


    「眠いの？」


    「う……んん、ナントナク眼が霞かすむってーか、何だろ、頭がボーッとする。まったく毎日勉強ベンキョーでヤんなるわよねー」


    　たいして勉強しているふうでもないのに、うだうだと不平を洩もらす。


    「そんなこと言って、夜よ更ふかししてゲームでもしてたんじゃないのか」


    「あったりき、家でまで勉強する気になれないって。ガンシューティングの腕前なら誰だれにも負けない自信あるわよ。夜な夜なゾンビどもを撃ち殺しまくって鍛えてんだから」


    　あざみは右手の人差し指と拇おや指ゆびで銃じゆうの形をつくり、[image: ]に向けて撃つ仕し種ぐさをしてみせた。


    「あんまり胸張って自慢できることでもないような」


    「何よう、イチイチうるさいわね。……でも遅くまでゲームしてると、かーさんも口やかましく言ってくるしさー。いっそのことジョーハツでもしちゃいたいってもんだわ」


    「蒸発？」


    　あざみが口にしたひと言が、[image: ]たつみの気を惹ひいた。


    「ホラ、最近よくあるじゃん。なんだっけ……人が……消えるとかナントカ」


    「消える……ってどういうこと」


    「消えるってーか行方不明？　かな？　ま、何でもいーじゃん」


    　[image: ]の質問にはかまわず、あざみは喋しやべるのも面倒とばかりに頭を横に寝かせた。


    「ちょっと、それ、も少し詳しく……」


    「うんー……んー…………ん……」


    「結ゆう城き……？」


    　声をひそめて呼びかける[image: ]の声も無視して、あざみは眼めを閉じた。


    　授業をうっちゃってゴロリとしているのは好よい気分だ。


    　眼を閉じているといろんな音が聴こえてくる。


    　カリカリとノートをとる音。苛いら立だたしげにシャーペンを鳴らす音。後ろの席の千ち夜やちゃんが携帯電話をいじっている音。プールの方からかすかにつたわってくるざわめきが、賑にぎやかな水泳の授業を想像させる。こんな時、冷たいプールでパァーッと泳げたらどんなに素敵だろう。日ひ鞠まり先生の声も子こ守もり唄うたに聴こえて、なんだか本当に眠くなって、きた……な………………


    「……っち？　……ぁざみっちー……？　…………」


    　……千夜ちゃんの声がする。


    　後ろからユサユサと背を揺すられた。


    「くすー…………」


    　あざみが起きる様子がないので諦あきらめたらしく、千夜の手が揺さぶるのをやめて離れた。


    　カツンと、前方から硬い靴くつ音おとが近づいてくる。


    　不意に影でも差したのか、閉じた眼の先に何かの気配を感じた。何だろうと思う間もなく、くいと頰ほおを引っぱられる。


    「……むにー」


    　片頰をつり上げられつつも、あざみはまだ起きない。


    「……ひつじがいっぴき…………ひつじがにひき……」


    　頰を引っぱられたままの恰かつ好こうで器用に声を出した。寝ね言ごとで羊を数えているとは、夢のなかで更に眠りに就つこうとでもいうのだろうか。


    　教室のアチコチから忍び笑いが洩もれた。


    「結城さーん？　おやすみモードですかー？　いいご身分ですねー？」


    　朗ほがらかに殺気立った声が耳を襲う。


    　あざみが慌てて瞼まぶたを開き見上げると、スグ眼の前に日鞠が立っていた。普段にも増して華やかな笑顔が、むしろ恐おそろしい。


    「──んにゃっ、ちゃんと聞いてましたよッ!?　熟睡なんてしてナイですから!!」


    　さっきまでのダラケぶりもどこ吹く風、あざみは机に手をついて弾はじけるような勢いで身を跳はね起こした。


    　咄とつ嗟さの弁解も虚むなしく、


    「いえいえ、こんな陽気ですから眠くなるのは仕方ないですよね？　我慢する必要ありませんよ？　そんなに私の授業が聞きたくないなら、永久に聞けないようにしてさしあげますからー」


    　ちまっとした体型には似合わない凄すごみを漂ただよわせて、日ひ鞠まりは教きよう鞭べんをぴしゃりピシャリと掌てのひらにしならせた。


    「ご勘弁──ッ!?」


    



    　そんなふうにして、午後の時間はトロトロと流れていった。


    



    　長い午後の授業の終了を告げる鐘が鳴る。


    　教科書類を鞄かばんに詰め終えると[image: ]たつみはおもむろに立ちあがった。


    　普段、特に何も用事がない時などは、しばしばあざみと途中まで一緒に帰っていたが、今日彼女はやけにいそいそとした様子で「あったし急ぐからっ」とあわただしく先に帰ってしまった。どことなく、ついてきてほしくないといった雰囲気が漂っていたので、[image: ]はおとなしく見送った。


    　仕方なく一人で教室を出たところを、


    「こんにちは、鴫しぎ沢さわ君」


    　戸口で待ち構えていたらしい少女に呼び止められた。


    　長い髪を壁に沿わせ、両腕を組んで彼女は佇たたずんでいた。


    　──葛かつら城ぎ呉くれ羽は。


    　先月フトした偶然から……いや、あれが果たしてたんなる偶然だったのか、それとも何か運命めいたものだったのか、今になって考えるとよくわからないのだが……[image: ]は彼女と出逢あい、不可解な事件に巻きこまれることとなった。


    　呉羽の語るところによれば。


    　彼女の父忌いみ久ひさの心臓──〈五重心臓クライン・ボトル〉の力の影響を受けた人間は、蝕能アタリアと呼ばれるさまざまな能力を発現させるのだという。


    　呉羽は物体を切断・癒ゆ着ちやくさせる能力〈解剖書記オートプシー・ルーム・４〉を。


    　[image: ]は人やモノに触れることでそこから記憶を読みとる〈独白する夢魔アノニマス・モノローグ〉なる蝕能アタリアを、望まずして身につけていた。


    　忌久じしんは先月起きた爆発事故の際に死亡したそうなのだが、忌久の弟悠はる久ひさが〈五重心臓クライン・ボトル〉を奪い去り、何事かを謀たくらんでいるらしい。[image: ]たつみはその事故に巻きこまれた結果（そこにもまた運命的なものを感じざるをえないのだが）、それ以前の記憶を失っていた。


    　一連の事件を通じて、[image: ]は失われた〈五重心臓クライン・ボトル〉の行方を追う呉くれ羽はを手伝うことになったものの、悠はる久ひさの行方は依然杳ようとして知れぬままだった。


    「これからお帰り？」


    　戸口に立った呉羽が話しかける。


    「うん、葛かつら城ぎさんも？」


    「ご一緒してもかまわないかしら？」


    　肩口に流れる髪を左手で払いながら、優雅に尋たずねた。


    「ん、ぼくも用事ないし」


    　断る理由もない。


    　グラウンドでせわしなく動きまわる運動部員たちを横よこ眼めに眺めながら、[image: ]は呉羽と並んで学校を出た。


    　傾きかけた太陽が、それでも容よう赦しやなくジリジリと照りつけてくる。強い陽ひ射ざしに眼を細め、[image: ]は額の汗を拭ぬぐった。


    　隣を歩く呉羽も、暑しよ気きにやられたのかグンナリしている様子だ。いつも悠ゆう然ぜんと構えている彼女にしてはめずらしい。


    「……厭いやな季節ね」


    　光を避けるように左手をかざして晴れわたった空を見上げ、呉羽は忌いま々いましげに口を開いた。暑いのがよほど苦手らしい。


    「ぼくは……そんなに嫌いでもないかな」


    　呉羽に応こたえるというよりは半なかば独り言のような口調で、[image: ]はポツリと呟つぶやいた。


    「ふぅん？　元気の良いこと」


    「葛城さん、人が消える……って知ってる？」


    　授業中のあざみの言葉を思い出して、[image: ]は尋ねてみた。


    「消える？」


    「行方不明、とか言ってたけど」


    「ああ、そのこと。実は今日、その件で話があったのよ。どこか落ち着ける所で話しましょう」


    　そんなふうに話していた矢先、校門を出てスグの所で[image: ]は一軒の店に眼を止めた。


    　古めかしい木製の看板に、


    『毘び沙しや門もん』


    　と、達者な筆文字で大書されている。


    　この店はピザ屋と銘めい打うってはいるものの、メニューを無む節せつ操そうに増やしすぎた結果渾こん沌とんをきわめ、もはや何の店だかよくわからない。無む国こく籍せき料理店といった趣おもむきをたたえていた。おまけに店長は仏教僧らしいという噂うわさもまことしやかに流れていたが、真しん偽ぎは定さだかではなかった。


    　得え体たいの知れない店だが、冷房くらいは効きいているだろう。涼すずむには恰ちよう度どいい。


    　[image: ]たつみはそう考えて、呉くれ羽はを誘ってみることにした。


    「葛かつら城ぎさん、ここに寄っていかない？」


    「このお店？　そうね……食欲はないけれど、お茶くらいなら」


    　この陽ひ射ざしのなか歩き通しよりは店に入って涼む方がマシだと、呉羽もホッとした表情を浮かべた。


    　[image: ]は『毘び沙しや門もん』の重々しい引き戸をガラリと開けた。


    　途端、店内から流れだしてきた冷気とともに、威勢のいい声が二人を迎える。


    「いーらっしゃぇぉあ──────ッ!?」


    　さして広くもない店内に響く、裏返った声。


    　入ってスグの所に、盆ぼんを手にしたあざみが驚いた顔で立っていた。


    「結ゆう城きっ？」


    「なにゃっ……な、ん、で、こんなトコ来んのようっっ!!」


    　狼ろう狽ばいしきった様子で軀からだを震わせ、盆を持つ手を振りまわしながら、責めるような口調で叫ぶ。


    「なんでっていうか。そっちこそ、その恰かつ好こう……」


    　そう言って、[image: ]はあざみのいでたちに視線を走らせた。
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    　華やかな模様の刺し繡しゆうが入った薄い布ぬの地じが、ぴっちりと彼女の軀からだを包んでいる。


    　所いわ謂ゆるチャイナドレスというやつだ。


    　ピザ屋には激しく場違いな服装だった。


    　歩くたび、きらびやかな色彩の裾すそが揺れる。大きく切れこんだスリットの間から覗のぞく太ふと腿ももがとりわけ眼めに毒だ。いつも制服姿しか見ていないから、大胆な恰かつ好こうが新鮮に映る。


    「バイトしてんのよっ！　でなきゃこんなカッコするわけないでしょ!!」


    　あざみは自や棄けになって再び大声を出す。


    「バイトでそんな服……？」


    　[image: ]たつみは疑わしげな眼を向けた。


    「仕方ないでしょ！　文句あるなら店長に言ってよね！」


    『毘び沙しや門もん』という店のイメージがいっそう不可解さを増す。


    「──っ、何よその眼ッ!!」


    　見られるのが羞はずかしくてたまらないのか、あざみは顔を真っ赤にして両手で自らの軀を抱き、大きく頭を振った。


    　そこまで言われると注視しているのも気がひけて、[image: ]は視線を逸そらした。


    「あざみちゃん、どうしたの……？」


    　不安そうな声とともに店の奥から姿を現したのは、あざみの友人文ふみ月づき綾あや乃のだ。


    「はわ……鴫しぎ沢さわ君？」


    　[image: ]の姿を認めて、やはり慌てふためいた顔をする。


    　彼女は清せい楚そなナース服を身にまとっていた。


    　不自然に開いた胸元、やけに短いスカート。注文伝票の代わりだとでもいうのだろうか、カルテらしきものを手に持ち、ご丁寧にナースキャップまでかぶっている。


    　──もう何でもアリかこの店は……。


    「あぁ……文月さんもバイト？」


    　諦あきらめ気味の声をかける。


    「うぅ、あざみちゃんが、無理矢理……」


    　眼の端に涙さえ浮かべ、憐あわれっぽい顔で訴えかけてくる綾乃。気の弱い彼女のことだ、あざみが一緒にバイトしようと強引に引きこんだのだろう。


    「なかなかユニークなお店ね……」


    　隣で呟つぶやく呉くれ羽はの視線には呆あきれと軽けい蔑べつの色が入り混じっていた。


    　この店を選んだことを、[image: ]は後悔した。もっと無ぶ難なんそうな店にしておけばよかった。


    　それでもとりあえず、あざみに案内されるまま二人は席についた。


    　窓際の椅い子すに腰かけて、呉羽はものめずらしそうに店内を見まわした。


    　白塗ぬりの瀟しよう洒しやなテーブル。なめらかな曲線を描いた椅子。


    　それだけ見れば小こ洒じや落れたカフェといった趣おもむきだが、店内のあちこちにモノモノシイ仏像がわさわさと置かれ、かと思うと壁にはアフリカ産と思おぼしき仮面の類たぐいがかぞえきれないほど飾られて、奇き怪かいな雰囲気を漂ただよわせていた。味は良いと評判なのに客で賑にぎわっているふうでもないのは、そのせいかもしれない。


    　加えて、どこからともなく流れてくるバリ音楽めいた旋せん律りつが、間違った無む国こく籍せき感を醸かもしだしていた。


    　ドコの国に迷いこんだのかと思ってしまう。


    　カウンターの奥を袈け裟さ姿の巨漢が粛しゆく々しゆくと横切っていくのがチラッと見えたが、あれが店長だろうか……。


    　冷房が異常に効きいていて、涼すずしいというより寒いくらいだ。呉くれ羽はは両腕を組むような姿勢で身震いした。


    　──まあ……たまにはこういうのもいいかしらね。


    　頸くびを傾かしげながらも、そんな結論に落ち着いたらしい。


    　呉羽はかるく肩を竦すくめた。


    　そこへ、更に不似合いな恰かつ好こうのあざみが注文をとりにやってくる。不機嫌そうに、テーブルに叩たたきつけるようにしてメニューを置いた。


    「あら、バウムクーヘンがあるのね」


    　開いたメニューにざらっと眼めを通すと、呉羽は心なしはずんだ声を出した。表情もどことなく明るくなっている。


    「バウムクーヘン……プレーンとメープルとチョコレートがけ。それと紅茶を」


    　迷うことなくスラスラと注文する。メニューに並ぶ『闇やみピザ』『毒々モンブラン』といった怪しげな品目には眼もくれない。


    「え……」


    　──そんなに食べるの……？


    　[image: ]たつみは思わず口を挿はさみかけたが、呉羽から『何か文句でも……？』と言わんばかりの鋭い視線を向けられて、口を閉ざした。


    「ぇ……と、ぼくも食欲ないからバウムクーヘンにしようかな。あとブレンド」


    　実際のところは食欲がないからでも呉羽に合わせたわけでもなく、危険そうなメニューを避けていくとそれくらいしか残らなかっただけだ。


    　ぎこちなく注文を終える。


    「甘いもの、好きなんだ？」


    　あざみが去ってから、[image: ]は何気なさを装よそおって呉羽に尋たずねてみた。クールな印象のある呉羽の好物が甘味の類たぐいというのは、意外な気がした。


    「甘いもの……？　そんな言葉でひと括くくりにしないでほしいわね。バウムクーヘンは神聖な食べ物なのよ」


    　ピシャリと鋭い言葉とともに、更に侮ぶ蔑べつする眼めで睨にらまれた。どんなことがあろうと異論を許さぬといった口調だ。


    「不ふ可か侵しん、なんだ……」


    　[image: ]たつみはよくわからないままに返事する。


    「完かん璧ぺきな円形に保たれた形状と、幾いく重えにも幾重にも緻ち密みつに重なった生き地じの層。もはやデザートといった域を超えて、一種の芸術品と呼んでもいいくらいだわ。皿のうえに盛りつけられた料理には世界像が表象されているという説があるけれど、まさにその通りね……何度見ても溜ため息いきが出る……」


    　呉くれ羽はは胸の前で両掌てのひらを合わせ、ウットリとした顔で熱っぽく語る。それは彼女がこれまで見せたことのない表情で、[image: ]はいささか面めん喰くらった。


    　──妙なこだわりがあるんだな……。


    　[image: ]は腑ふに落ちない思いを、口には出さず呑のみこんだ。


    　ほどなく、好よい匂においとともに、注文したメニューをあざみが運んでくる。片手で支えた盆ぼんを肩の高さに差しあげ、軽快な足取りだ。


    「はいよー、お待た──」


    　せ、と言い終えながらテーブルのうえに置こうとしたところで。


    「──ぅにゃらぁッ!?」


    　あざみは不意にヨロリとよろめき、手にしていた紅茶のカップを勢いよく呉羽の頭上にぶちまけた。


    「────ッ!!」


    　一瞬の出来事だった。


    「………………」


    　熱い紅茶を浴びせかけられたまま、呉羽は硬直していた。


    　びしょ濡ぬれになった軀からだが小刻みに震え、内心の動揺と怒りを雄弁に物語っている。前髪から、顎あご先から、ポタポタと紅茶の雫しずくが滴したたり落ちる。


    　呉羽はしばらく茫ぼう然ぜんと無言を保っていたが、やがて口くち許もとを歪ゆがめると、喉のどの奥から乾いた笑いを洩もらし、凄すごみの利きいた眼であざみを睨みつけた。


    「……なかなかいい度胸をしているわね、この小娘」


    　あざみは呉羽の視線に気け圧おされつつ、


    「やっ、違っ……！　ワザとじゃないから。今のはほんと、手ぇすべっただけだって！　最近やけに眼がボヤッとするってーか、二重に見えるってーか、過労かな？　この店、客少ないわりにやたら人づかい荒いもんね！　悪気あったわけじゃないし、気の迷い？　……でもなくて、トニカク事故っ、事故だかんね!!」


    　胸の前で両手をわにゃわにゃとせわしなく振って否定した。


    　しかし言い繕つくろってみたところで、あまりに不自然。


    　とってつけたような弁解で呉くれ羽はが納得するはずもなく。むしろあざみのワザトラシイ言い訳は、呉羽の怒りをいっそう煽あおりたてた。


    「ええ……事故ね、そう、事故なら仕方ないわね……」


    　く……と、呉羽は再び喉のどを鳴らした。


    　言葉とは裏腹に眼めがすわっている。


    　身のうちの怒りをすんでのところで抑えているといった様子の呉羽に、傍はたから見ていた[image: ]たつみも一瞬怯おびえた。


    「そんなこと言って、あざみちゃんサボってばっかりなんだよぅ……」


    　あざみの背後から、綾あや乃のが恨うらみがましい声で追い討ちをかけた。


    「あやのん、人聞きの悪いこと言わなくていいからっ！　手伝ってよ。えーと、ビショビショだから拭ふいて拭いて……あー、てーか、とりあえず着替える？　そのままだと風か邪ぜひいちゃうかな」


    　あたふたと取り繕うあざみに、呉羽は大きく溜ため息いきをついた。熱い紅茶を浴びた軀からだが店内の空気で急速に冷やされていくのを感じてゾクリと身を震わせ、観念したように頸くびを縦に振った。


    　ひと悶もん着ちやくあったのち。


    　紅茶を頭からかぶった呉羽は、濡ぬれた制服の代わりに仕方なくウェイトレスの恰かつ好こうに着替えさせられていた。


    「どうして私までこんな恰好を……」


    　席に戻ってくると、呉羽はガクリと肩を落とした。普段なら絶対に着る機会もないような服に、落ち着かない様子だ。店内で客一人だけがウェイトレス姿というのも異様な状況だった。


    「でもその服も似合ってると思うよ」


    　[image: ]が言うと、逆効果だったようで呉羽は『余計なことを……！』とでも言わんばかりにギロリと睨にらんできた。


    　[image: ]は慌てて眼を逸そらした。呉羽は腹立たしげに鼻を鳴らすと、自分の身につけている服を見下ろした。


    　注文した品々があらためてテーブルのうえに並ぶ。意外にもバウムクーヘンはマトモな代しろ物ものだった。


    　それを眼にすると、呉羽もいくらか機嫌を直したようだった。


    　皿に盛りつけられた円形の菓子に、[image: ]が何気なくフォークを入れようとすると、呉羽は急に苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をした。


    　また何か……？　と[image: ]が問うよりも早く、呉羽は左掌てのひらで顔を覆おおうと、


    「ああ、なんて冒ぼう瀆とくを……」


    　ひと声嘆いて天を仰いだ。


    　[image: ]たつみには意味がわからない。


    「そんな食べ方をして、お店の人に失礼だとは思わないの？　そんな無ぶ粋すいな、野や卑ひな、ミットモナイ……まったく、度どしがたい無神経ね」


    　反論する隙すきもなく罵ののしられる。


    　──洋菓子の食べ方ひとつでここまで言われなくちゃならないのか……


    　眼めの前の少女が容よう赦しやなく浴びせかけてくる言葉に、[image: ]はひどく忸じく怩じたる気持ちになった。


    「えぇと……食べ方とか、あるのかな」


    　弱り果てて尋たずねてみれば、呉くれ羽ははお手本を見せましょうとばかり、いかにも慣れた手つきでフォークを器用に扱ってバウムクーヘンを外側から一層だけ剝はぎとり、薄い生き地じをソッと口にふくんだ。


    　それからカップを手に取り、紅茶を静かにひと口啜すする。


    　ホゥと、静かな息が洩もれる。


    　味の余韻にでも浸ひたっているのだろうか、眼を閉じて心もち上向いた呉羽の顔は、なんだか無根拠に倖しあわせそうだ。


    　変わった食べ方だな、と[image: ]は思ったが、勿もち論ろん指摘できやしない。


    　ややあって、また一層。


    　外側から削りとられるバウムクーヘンは、形を保ったまま徐々に小さくなってゆく。随ずい分ぶんと上品というか丁寧な食べ方だった。


    「………………」


    　呉羽は、さほど大きくもない洋菓子に不釣り合いなほどの時間をかけて賞味している。


    　[image: ]はテーブルのうえに置いた自分の右手を見下ろした。


    　先月の『事件』の際に呉羽と交換した右手。つまり、この手て頸くびから先は呉羽の手なのだ。その右手のうえに左掌てのひらを重ねてみた。


    　呉羽と右手を交換して以来、血が混じった影響か[image: ]の能力にも変化が生じていた。読みとることができるのは生命を持たぬ物体だけに限定され、人の思考を読みとることはできなくなっていた。だが、元々他人の感情が流れこんでくるのを快く思っていなかった[image: ]はその変化をむしろ歓迎してもいた。


    「葛かつら城ぎさんのお父さんて、どんな人だったの？」


    　何気なく──本当に何というわけでもなく、[image: ]はついそんなことを尋ねていた。


    　呉羽の父、葛城忌いみ久ひさ。


    　これまで忌久の人となりについては、呉羽の口からあまり聞いたことがなかった。


    　もともと画家を志していたものの中途で医学の道に進み、オカルティズムに傾倒して奇き怪かいな研究を重ねたすえ自らの胸に〈五重心臓クライン・ボトル〉を負い……先月、爆発事故によって死亡したのだと、その程度のことしか知らなかった。


    「どんな……？」


    　紅茶を啜っていた呉くれ羽はは手を止め、意外そうな顔をした。


    　しばらく、言葉がなかった。


    　躊ちゆう躇ちよしているようだった。父親のことを思い返しているのだろうか。あるいは、どんなふうに話せばいいのか自分でもわからないのかもしれなかった。


    　やがて呉羽は手にしていた紅茶のカップを、ソーサーにカチャリと置いた。


    「そうね」


    　テーブルに肘ひじをつき、両手を組んで顎あごを載のせた。視線を外し、窓の方を眺めるようにして言葉を続けた。


    「変わった人だった、なんて言葉では月並みすぎるわね。むしろ……人ではないような人だったわ。いつもおかしなことばかり口にして、生きることに執しゆう着ちやくがなくて、何を考えているのかわからなくて……。とりわけ、〈五重心臓クライン・ボトル〉が発現してからは、ほとんど聴きとれないような譫たわ言ごとばかり口走っていた。父とう様さまの〈異生学パラメデイスン〉という理念は、正直、私にはよく理解できなかったけれど」


    　橙だいだい色の灯あかりに照らされた呉羽の横顔を、[image: ]たつみは眺めていた。


    「それでも、父様の描く絵は好きだった」


    　呉羽はそこまで話すと静かに横髪を払った。


    　呉羽の邸やしきに飾られた、忌いみ久ひさの手による夥おびただしい数の絵を、[image: ]は思い返した。忌久が、将来的に発現するだろう蝕能アタリアを『予知するようにして』描いたのだという画が布ふの数々。[image: ]も、それらの絵が嫌いではない気がした。


    　[image: ]はひとつ頷うなずいてから、珈コー琲ヒーを啜すすった。冷房に晒さらされていた軀からだに熱い珈琲が染しみる。


    　それから[image: ]も窓の方に眼めを向けた。


    　学校帰りの生徒たちの姿がゆっくりと流れてゆく。毎日繰り返される、なんということのない日常だ。


    　──こんなふうに穏おだやかに流れる時間も、悪くないかもしれない。


    　もしこうして何もないまま彼女のそばにいられたら、それはそれで心地好いことかもしれないなと思った。


    



    　──なんか、やっけにいいムードじゃん……？


    　[image: ]と呉羽の様子を陰から窺うかがいながら、あざみはそんなことを思った。


    　二人が揃そろって店に姿を現した瞬間から、どうにも胸が騒いで仕方ないのだった。何の話をしているのか気がかりで、仕事が手につかない。紅茶を引っくり返すなんてヘマをしでかしてしまったり、ロクなことがなかった。


    「あざみちゃん、そんなとこ隠れてないで手伝ってよぅ……」


    　慣れない接客仕事にてんてこ舞いの綾あや乃のが投げかけてくる声も無視した。


    　──[image: ]たつみも……あの女のせいでひどい目に遭あったくせに、なんで仲良くお茶なんてしてんのよ……っ。


    　二人きりにしておくのはシャクだ。不意に思い立って、あざみは綾あや乃のの方に振り向くと、


    「あたしちょっと休憩入るから。あやのん、あとヨロシクっ！」


    　そんな勝手なことを言いだした。


    「え、えぇー!?　無理むりっ、一人でなんて無理だよぅー……！」


    　胸の前でカルテを抱えてオドオドと狼狽うろたえる綾乃を後しり目めに、あざみは[image: ]たちのテーブルの方に歩いていく。


    「あたしも暇だからお邪じや魔まさせてもらうねっ」


    　涼すずしい顔で[image: ]の隣の席に陣取った。あざみの唐とう突とつな行動に、[image: ]も呉くれ羽はも呆あつ気けにとられた。


    「暇だからって、バイトは？」


    「あーいいのいいの。タダでさえこき使われてるんだから。少しくらい休まないとこっちの身がもたないわ」


    　どうにも無責任だ。


    　あざみはカウンターの向こうで困り果てた様子の綾乃に振り返ると、元気よく片手を振って、


    「あ、あたしトロピカルミックスピザとメキシカン食い倒れデラックスパフェねっ！　お腹なか空いてるから超特急でお願い！」


    　無む慈じ悲ひな声で告げた。


    　同じテーブルを囲む三人のうえに、険悪な空気が満ちた。


    　先ほど紅茶を頭からかけられた呉羽は鋭くあざみを睨にらみつけ、あざみも負けじとばかり睨み返す。


    　同席していて、[image: ]は落ち着かない気分になってきた。


    　──この二人はどうしてこうも犬けん猿えんの仲なんだ……。


    　あざみと呉羽の間に漂ただよう不ふ穏おんな雰囲気に、[image: ]は心中で溜ため息いきをつきながら、珈コー琲ヒーを口にした。


    　綾乃が頼りない足取りで料理を運んでくる。


    「……なんでこの女と一緒なのよ。また何か厄やつ介かいゴト持ちかけられてるわけ？」


    　あざみは[image: ]の耳みみ許もとに口を寄せ、ヒソヒソとひそめた声で咎とがめるように尋たずねた。


    「いや、そういうわけじゃないよ？　今日はたまたま帰り一緒になって」


    　チャイナ服姿のあざみにずいと身を寄せられて、[image: ]はドギマギしながら答えた。


    「ふ、うーん？」


    　あざみは納得いかないといったふうに眼めを細めて、狼ろう狽ばいした様子の[image: ]を眺めた。特に用事もないのに一緒している、それはそれで腹立たしい気もした。


    　それからあざみは、正面の席で紅茶を飲んでいる少女に眼を移した。


    　呉くれ羽はというこの女はどうにも気にくわない。


    　このところ[image: ]たつみは、彼女とよく行動をともにしているみたいだ。[image: ]はなんのかんのと理由をつけては言い繕つくろっているけれど、怪しいものだと思う。


    　呉羽の父の研究とやらが元で[image: ]が妙な能力を負ってしまったのだということは、あざみも承知していた。


    　けど、呉羽が[image: ]につきまとうのはそれだけなんだろうか。何か、他ほかにも理由があるんじゃないか。


    　──どういう……関係なんだろ。


    　イマイチ摑つかめなくて、あざみは胸がモヤモヤするのを感じた。


    　やがてあざみは呉羽からぷいっと視線を逸そらすと、巨大なアイスのうえにタコスの具と蟹かにの足が載のった奇き態たいなデザートにスプーンを突きたてた。じゃくじゃくとパフェを突き崩し、挽ひき肉にくと混ざったアイスを口くち許もとに運ぶ。


    「んー、でりしゃす」


    　胸のなかのつかえを誤ご魔ま化かすように、あざみは不気味な色彩となったパフェをぱくついた。


    　呉羽は呆あきれたように眉まゆをひそめて、そのさまを眺めていた。


    「そういえば」


    　と、[image: ]は、化学の授業中にあざみが口にした『人が消える』という謎なぞめいた台詞せりふについて尋たずねた。


    「んん……この間そんな事件起きてなかったっけ」


    　頰ほおばった蟹の身をこくんと[image: ]えん下かして、あざみは応こたえた。


    「その娘の言う通りよ」


    　呉羽も真剣な面おも持もちで頷うなずく。


    　このところ、原因不明の失しつ踪そう事件が数件起きているのだという。


    　いずれの事件においても、姿を消した人物は屍し体たいとなって発見されるということもなく、生死すら定さだかならぬ状態らしい。目もつ下かのところ手がかりらしきものもなく、まさに『消えた』という表現が相応ふさわしい事態だそうだ。蝕能アタリアが関係した事件かどうかはまだわからないが、気になる点があるのだと呉羽は言った。


    　そんなことを呉羽が[image: ]に語って聞かせるさまを横よこ眼めに眺めながら、パフェを更にひと口食べようとして、あざみはフトあることに気づいた。


    　パフェの容器にストローが添そえられている。溶けだしたアイスをこれで飲めということだろう。それは理解できる。


    　問題はストローが二本あるということだ。


    　──うおぉ、これってぇー──……!?


    　その意味するところを悟さとって、あざみはささやかなパニックに陥おちいった。


    　ストローの先を摘つまむ手がふるふると震えた。


    　──二人で飲めってコト？何考えてんのそんな羞はずかしい真ま似ねできるわけないじゃんしかも眼めの前にはあの女がいるのよ、いやいやでも逆にこれって見せつけるチャンス？ってーかわざわざ二本ついてきてるんだから避ける方が不自然だって、うーんでもこっちから言いだすのって変かな？[image: ]もボヤッとしてないでこういう時って男が気ぃ利きかすもんじゃないよ、あーもう結局どうすればいいわけっ!?


    　頭のなかでナニカよくわからないものがクルクルと高速で回転しているみたいに感じた。


    　クラン……と頭が傾きかける。


    　──べつに、どうしても一緒に飲みたいってワケじゃないけど……このストローが悪いのよ……っ！


    　マトモな思考ができない。


    「たっ……た、たてゃっ、たつ、み……も、…………これ、れれれ、れ、……飲むっ……？」


    　舌を嚙かみまくる。


    　壊れたロボットみたいな喋しやべり方だった。


    　顔を明後日の方に向けつつ、ズ……と、テーブルのうえでパフェの容器を[image: ]たつみの方に少し押し寄せてみた。

  


  [image: ]


  
    



    「え……？」


    　あざみが寄せてきたデザートを[image: ]たつみは見下ろした。パフェに突き刺さった二本のストローが、[image: ]の眼めを翻ほん弄ろうする。


    　──えぇと、飲む？　って……


    　突然そんなふうに勧められたって、[image: ]もスグには手が出せない。異様に気き羞はずかしい。


    「…………」


    　隣の席のあざみは、素そ知しらぬ方を向いて、しかしやけにソワソワした様子で横眼にチラチラとこちらを窺うかがってくる。[image: ]はなんとなく『早く飲みなさいよ……！』とでも急せかされているような気配を感じた。


    「…………」


    　一方、正面の呉くれ羽はは冷たい眼で注視している。


    「…………っ」


    　重く圧のしかかる沈黙と視線に押し潰つぶされるように、[image: ]がストローに口を寄せようとしかけた


    その時、ガラガラと音を立てて入り口の戸が開いた。


    「ありゃま。意外な面々」


    　来店したのは[image: ]の姉有あり菜なだった。


    　店内に[image: ]たちの姿を認めて、驚いた表情を浮かべている。


    「いいいぃいい、いらっしゃいませぇ……？」


    　ウェイトレスにはあまりに不慣れな様子の綾あや乃のが、呉羽たちのテーブルから離れて接客に向かう。


    「やほー」


    　有菜は片手を上げてぞんざいな挨あい拶さつを投げかけると、遠慮もなしに呉羽の隣の席にとすんと腰を下ろした。


    　その瞬間呉羽の顔に絶望の色が浮かんだのを、[image: ]は見み逃のがさなかった。二人は同じクラスで、呉羽の方は敬遠しているのだが、有菜はそんなことで気がねするタイプではない。何かとつきまとっているらしかった。


    　脇わきに置いた有菜の鞄かばんがもぞもぞと蠢うごめいていた。かすかに猫の鳴き声めいたものも洩もれ聴こえる。まさか飼い猫のにあを詰めこんでいるのだろうか……。


    　有菜はテーブルについた一同の顔を見まわして、フンフンと訳わけ知しり顔に頷うなずいている。[image: ]とあざみの中間あたりに置かれたパフェに眼を止めて、[image: ]に意味ありげな視線を送ってきた。


    　──うわぁ、何だこの状況……。


    　ますます複雑な有あり様さまになってしまい、[image: ]は底なし沼に沈んでいく気分だった。


    『毘び沙しや門もん』での拷ごう問もんのような時間がようやく終わって。


    　まだバイトが残っているというあざみと綾あや乃のを残して、[image: ]たつみたちは店を後にした。


    　有あり菜なのことがよほど苦手なのだろう、呉くれ羽はは『毘び沙しや門もん』を出るなり、


    「では私はここで」


    　と挨あい拶さつも早々に小走りに去っていった。


    　呉羽の慌てぶりが可お笑かしくて、[image: ]は苦笑した。


    　いつも毅き然ぜんとしている彼女だけれど、有菜だけは鬼き門もんらしい。さっきの店内でだって、有菜が同席するなり呉羽はうなだれて押し黙っていた。


    　仕方なく、[image: ]は有菜とともに家路につくことにした。


    　二人とも無言でしばらく歩く。


    　やがて有菜が、既すでに暗くなった前方の空を見上げたまま、


    「……葛かつら城ぎさんとはうまくいってんの？」


    　不意に思いついたというように訊きいた。相変わらず唐とう突とつな人だ。


    　いきなり投げかけられた問いに、[image: ]は頭が痛くなる。


    　──この人はまだそんなことを……。


    　有菜は、何な故ぜだか[image: ]が呉羽のことを好きなのだと思いこんでいて、どれだけ[image: ]が否定しようが、誤解を一いつ向こうに解といてくれない。おまけにやたら焚たきつけてくる。


    　どこまで本気で言っているのかイマイチ不明だったが、[image: ]にしてみれば有あり難がた迷めい惑わくと言うよりほかない。


    　困った人なのだった。


    「何度も言ってるけど、葛城さんとは──」


    「──何でもない、って言うんでしょ？　ならナントカしようとは思わないわけ？」


    　反論しようとする[image: ]を、有菜がさえぎった。いつもながらの有う無むを言わさぬ口調。


    「……なんとかって何だよ」


    「イロイロあるでしょー。もうすぐ夏休みだし、こう、どっか遊びに行くとか。絶好の機会じゃない。誘ってみれば？　勇気出してさっ」


    　励まそうとするように、有菜は鞄かばんで[image: ]の背中をバンバンと叩たたく。


    　やけに力がこもっていて、[image: ]は息が詰まりそうになった。


    　──あぁ、姉さんは相変わらずだな……。


    　一人で勝手に話を進めていくのは、姉の悪い癖くせだ。


    　我わが儘ままというか自己中心的というか、とにかく自分の考えで周囲をぐいぐいと巻きこんでいく。その行動力が、学院での生徒会長という役職では良い面に働いているのかもしれなかったが。


    　姉とマトモにやりあうのが無む駄だだと思い知らされる。学校で呉羽がどれだけ迷惑を被こうむっているか、理解できる気がした。


    「フムフム、葛かつら城ぎさんとは今んとこ何もナシか。それであざみちゃん？　とは？」


    　そろそろ勘弁してほしいな……とゲンナリする[image: ]たつみとは逆に、有あり菜なは興きよう味み津しん々しんな態度を崩さない。


    「とは？　って……」


    　[image: ]は疲れ果て気味の声を返した。


    「まぁた、トボケなくてもいいって。それとも眼中にないって感じか？　葛城さんヒトスジってわけかぁー？」


    　姉が肘ひじでぐりゃぐりゃと肩を押してくる。


    「……だっ……　だ、から……」


    「でもあざみちゃんって、事故の後、[image: ]が入院してた間ちょくちょくお見舞い来てくれてたじゃない。いー子だと思うよ？」


    「ん……感謝してる」


    　[image: ]は穏おだやかな声で応こたえた。


    「[image: ]も、一いち途ずなのはいいと思うけど。もっと素直になれば？　そんなんじゃ逃げられちゃうかもよー？」


    「あ……」


    　──それは……


    　有菜が口にした言葉に、[image: ]は足を止めた。


    　素直になればって……


    　その台詞せりふは以前、別の人からも言われて……今はいない養護教諭仁科澪のことを思い出すと、胸が痛くなるのだった。


    「ん、[image: ]？　どしたー？」


    　鞄かばんを後ろ手に、有菜は急に立ち止まった[image: ]を振り返った。


    「…………」


    　[image: ]は真剣な表情になって黙りこんだ。それからおもむろに、


    「姉さんは……」


    「んん？」


    「そう言う姉さんは、好きな人とか……いるの？」


    　[image: ]は、そんなことを尋たずねていた。口にしてからスグ後悔する。きっとまた怒ど鳴なられるだろうと思った。


    　しかし有菜は一瞬キョトンとした顔をしたのち、ニヤアっと口くち許もとを歪ゆがめると、


    「いーたーらー、どーうなのかなーぁ？」


    　意味ありげなことを言いながら顔を寄せてきた。有菜のかるくウェーブのかかった髪が[image: ]の頰ほおを掠かすめる。懐かしいような匂においがした。


    「いやっ、べつにどうもしないけどっ!?」


    　急に羞はずかしくなって、[image: ]たつみはピンと背を伸ばしあわただしく頸くびを振って打ち消した。やっぱり訊きかなければよかった。


    　有あり菜なはなおもニヤニヤと笑いながら[image: ]の顔を覗のぞきこむと、不意にフッと素の表情に戻り、小さく息をついた。


    　それから急に[image: ]こぶしを振りあげ、


    「まっ、うだうだ悩むなって。よおし、景気づけに今夜は超辛トムヤムクンね!!　張りきって作れよっ！」


    　元気づけるつもりででもあるのだろうか、トビキリ明るく叫んだ。


    　姉はとにかく激烈に辛い料理に眼めがないのだった。おかげで鴫しぎ沢さわ家の台所は、コチュジャンや柚ゆ子ず胡こ椒しようやタバスコや豆トウ板バン醬ジヤンやハバネロソースなどの調味料ばかりがやたら充実している。


    　結局、料理を作るのは[image: ]なのだが……。


    　思わず、[image: ]は苦笑した。肩から力が抜ける。大きく息を吐いてから、[image: ]は表情をやわらげて顔を上げた。


    　並んで歩く姉きよう弟だいの姿を、薄い月が照らしていた。


    



    　　　§


    



    「じゃあ、ぼく先に行くから」


    　翌日の朝、[image: ]は居間の戸口に立ち有菜に声をかけた。


    　姉は気が向いた時は[image: ]と一緒に登校するが、そうでない日はギリギリの時間になるまで居間でダラダラして過ごす習慣だった。今日も気分が乗らないらしく、ソファにだらしなく寝転がってテレビを眺めていた。


    　部屋の隅に置かれたピアノから、かろやかなメロディが流れてくる。


    　にあが弾いているのだ。


    　信じられないことに、この猫はピアノを弾く。


    　鍵けん盤ばんのうえで身を躍らせながら『猫踏んじゃった』を弾いているさまは、皮肉というより悪意じみたものを感じさせた。おまけにこの間などはリストの『ハンガリー狂詩曲』といった難解な曲をかるがると弾きこなしていて、楽譜読めるのかこいつ……と、[image: ]は小器用なシャム猫への猜さい疑ぎ心しんをいっそう強めた。


    「んー、行ってらっふぁーい」


    　姉はテレビに視線を向けたまま、まだ半なかば寝ね惚ぼけた声で[image: ]を送りだす。


    　みゃおあー


    　ピアノを弾く足を休めずにあが妙な鳴き声を上げた。


    　どうもまたあの猫に揶揄からかわれているような気がして、[image: ]たつみは陰いん鬱うつな気分になった。


    「にあ、うるさいっ！」


    　有あり菜なはテレビに視線を向けたまま、手にしたリモコンをにあに投げつけた。猛烈な勢いで飛んできた薄い直方体の機器が頭を直撃し、にあはきうーっとよろめいて倒れこみそうになった。


    　恰ちよう度どそこにピアノの蓋ふたが倒れかかってくる。


    　ふぎ────ッ!?


    　重々しい板に尻しつ尾ぽを挟はさまれ、にあは全身の毛をそばだてて鋭く鳴いた。


    　相変わらず騒々しいな……と溜ため息いきをつきながら玄関を出たところで、[image: ]は何気なく空を見上げた。今日もよく晴れわたっていて、日中は厭いやになるくらい暑くなるだろう。


    　フト、空に黒い影が飛んでいるのを見つけて、[image: ]は足を止めた。


    　何だろう……鳥にしては大きい。飛行機にしては小さい。中途半端な大きさの何かが、遙はるか高みを漂ただよっている。よくよく眼を凝こらして見れば、それは人の形をしているようだった。手足らしきものをバタバタ振っている。悲鳴めいたものも聴こえた。何語かわからない、いやそもそも人の声ですらないような怪音。


    「……？」


    　訝いぶかしく思いながら[image: ]が眺めつづけていると、上空に浮かんだその影は、次第にこちらに近づいてくるようだった。


    　やがて空中でフッと停止したかと思うと、


    



    　───────────────────────[image: ]ヽの足許に、空から人が降ってきた。


    



    　ゴシャリと、鈍にぶい音がすると同時に、人の形をしたものが物もの凄すごい勢いで地面に叩たたきつけられて潰つぶれ、[image: ]のズボンに血が飛び散った。


    「あ────」


    　悲鳴も上げられない。


    　スグ眼めの前の地面に壊れた人体が転がっている。うつぶせになっているので顔は確認できないが、角度から見て拉ひしやげているようだった。近くの中学校の制服を身につけており、捲めくれかけたスカートから白い大ふと腿ももが覗のぞいている。


    　無む惨ざんに横たわった軀からだは動かない。


    　……微動だにしない。


    　タダ音もなくそのまわりに緋あかい色だけが拡ひろがってゆく。


    　──えぇと……何だこれ……


    　何か新あら手てのパフォーマンス……なわけもないだろう。


    　思考がまとまらない。


    　身動きできずいるうちに、靴くつ先さきまで血にひたされた。


    　麻ま痺ひしたような頭で、[image: ]たつみはフラアっとよろめくようにして後ろを向き、再び家のなかに入った。覚おぼ束つかない足取りで廊下を進み、どうにか居間まで辿たどりつく。


    　テレビの株式相場を見ながら何な故ぜか腹を抱えてゲラゲラ笑っていた有あり菜なが、戸口の[image: ]を認めた。


    「どしたの[image: ]、忘れもん？」


    「あの……」


    　[image: ]はやっとのことで口を動かした。


    「？　あれ、その足、何かついて……」


    　ズボンに付着したものに気づいて尋たずねようとする有菜を、[image: ]の声がさえぎった。


    「空から──人が落ちてきた」


    　[image: ]が告げると、姉はトテモ変な顔をした。


    



    　空から天使やら魔女やらが降ってくるとかいったお話とは無関係に、[image: ]の家の玄関に落下してきたのはまぎれもなくタダの女子中学生だった。無む論ろん、彼女は息絶えていた。


    　[image: ]は学校に連絡し、その日は午後から登校することになった。


    　普通に考えて最も怪しい立場にある[image: ]は、警察からいろいろと訊きかれた。突然自分の眼めの前で起きた事件に誰だれよりも混乱した彼に、満足な答えなどできるはずもない。けれど通勤途中のサラリーマンや学校へ急ぐ生徒らが、空を飛んでいた影が落ちてくるところを目撃していたということで、とりあえずは解放された。


    　落下してきた被害者は、昨日呉くれ羽はから聞かされた失しつ踪そう事件で姿を消していたうちの一人らしい。しかも彼女は、地面に激突するより前に頭が潰されていたそうなのだ。


    　わけがわからない事件だった。


    　一体どのようにして彼女は空中を飛行していたのか。何な故ぜ、突然落下してきたのか。それも恰ちよう度ど自分のスグ眼の前に落ちてきたのは、たんなる偶然なのかどうか。どれだけ考えてみても答えは出なかった。


    　午後になって登校すると、休み時間に再び質問攻ぜめに遭あうことになった。好奇心を剝むきだしにして、我われ先さきにアレコレ尋たずねてくるクラスメイトたち。その勢いに[image: ]が圧倒されているところ、


    「ちょっとあんたたち、そんな騒いで[image: ]も困ってんじゃないよ」


    　まわりに群がる級友らに、あざみが注意した。咎とがめられた生徒たちは不服そうな顔をしながらも、いくらかおとなしくなってくれた。


    「結ゆう城き、悪いね」


    「いーっていーって。あ、これ午前中のノートね」


    　あざみは事件については強しいて触れようとせず、数冊のノートを[image: ]たつみに差しだす。


    「え、いいの？」


    「遠慮しなくていーし。困った時はお互いさまってもんよ」


    　[image: ]は、あざみから受けとったノートを広げた。


    　普段は真ま面じ目めに授業を聞いていないくせに、今日はちゃんとノートをとっていたらしい。所どころ、重要な部分が赤い文字で書かれている。


    　赤い……今朝眼めにした光景が脳裏に甦よみがえりそうになるのを振り払い、[image: ]は、丸っこい文字が並ぶ頁ページを睨にらみつけながらノートを書き写す作業に専念した。


    



    　午後の授業も終わり、さて帰ろうかと鞄かばんに教科書類を詰めている途中、[image: ]はあざみからノートを借りっぱなしだったことに気づいた。


    　あざみが家で予習するかどうか疑わしくはあるが……しかし明日の英語は課題も出ていたし、このまま帰ったのでは困るだろう。


    　しばらく迷ったのち、やはり返しておくことにした。


    　──今日は部活があるとか言っていたな。


    　そう考えて[image: ]は教室を出た。美術室に向かう前に、今朝の出来事を呉くれ羽はにつたえようと二─Ａの教室を訪れる。


    　ひょいと教室のなかを覗のぞきこむが、呉羽の席に彼女の姿はなかった。代わりに、有あり菜なが[image: ]の姿を認めて近寄ってくる。


    「[image: ]、何か用事？」


    「葛かつら城ぎさんに用があって。……ひょっとしてもう帰っちゃった？」


    「……葛城さんなら今日、欠席よ」


    　呉羽にかまうことができなくてツマラナイとでもいうのだろうか、不満そうな表情で有菜は答えた。


    「え、休んでたの」


    「風か邪ぜとか言ってたなー」


    「風邪？」


    　昨日『毘び沙しや門もん』で紅茶を浴びたせいかな？　と[image: ]は頸くびをひねった。


    「お見舞いにでも行ったら？　……って言いたいところだけど、今日は早く帰ってね。なんかイロイロうるさそーだから」


    　有菜に頷うなずき返し、二─Ａの教室を後にしてから、[image: ]は呉羽に電話してみた。電話に出た呉羽の声は、たしかに幾いく分ぶんしわがれているようだった。


    「葛かつら城ぎさん、風邪って聞いたんだけど。大丈夫？」


    『ええ、たいしたことないから。それより、テレビで見たわよ』


    「うん、そのことで電話したんだ」


    　[image: ]たつみが手短に事情を説明すると、呉くれ羽はは、


    『私も明日は普通に登校できると思うから、放課後にでも詳しく聞かせてもらえるかしら』


    　と言った。たいしたことないといってもそれなりに元気がないようで、時折くしゅんとクシャミする声も聴こえた。


    　あまり長電話するのも悪いだろうと手短に電話を終えてから、[image: ]は美術室に向かった。


    　目的の部屋の前まで来ると、遠慮がちに戸を開ける。絵の具やその他の画材の匂においが混ざった、美術室特有の匂いが漂ただよってくる。


    「あれーっ、鴫しぎ沢さわ君？」


    　クラスメイトの鷹たか取とり千ち夜やが、戸口の[image: ]に顔を向けて朗ほがらかな声を上げた。


    　小ざっぱりと短く整えた髪。毎日が愉たのしくて仕方ないとでもいったふうに、いつも笑顔を浮かべている。明めい朗ろうと言うべきか能のう天てん気きと言うべきか、ちょっと迷うところだ。どちらかというと運動部っぽい外見だが、れっきとした美術部員だった。


    　彼女はあざみの後ろの席で、同じ部ということもあり、二人は仲が良いらしい。


    　[image: ]も千夜とはクラスでちょくちょく会話を交わしていたが、愛あい嬌きようがあって憎めない子という印象だった。


    「どーしたの？　あっ、入部希望ならこの紙に名前書いてね。来る者拒まずだから、もー遠慮しないでバンバン書いちゃって。今なら特典として顧問の日ひ鞠まり先生と一日デート権ついてくるよっ」


    　千夜は勝手なことを言いながら、入部届の紙をヒラヒラと差しだし、[image: ]の顔に突きつけてくる。


    「いや、そうじゃなくて」


    　この勢いに押されてしまってはマズイと、[image: ]は慌てて否定した。美術室のなかを覗のぞきこみ、あざみがいることを確認する。


    　画が布ふに向かい絵の具を塗ぬりつけていたあざみが恰ちよう度ど顔を上げ、こちらを向いた。


    「ややっ、[image: ]？」


    　あざみも驚いた顔で手を止めた。


    「これ、借りたままだったから返そうと思って」


    　[image: ]は部屋のなかに入っていき、手にしたノートをあざみに差しだした。


    「あ、べつに明日でも良かったのに」


    「それも悪いかなと思って」


    　あざみはノートを受けとると手近な机のうえに置き、また画布に向かった。一心に絵筆を動かしている。


    　[image: ]たつみはあざみの肩越しに画布を眺めて、この半分の熱意でも授業にそそいでくれればな、と苦笑した。


    　前方の机に並べ置かれた、濃緑色の壜びんとロブスターを描いているようだ。


    　──え、ロブスター？


    　一瞬眼めを疑ったが、たしかに皿に載のったロブスターがぬらぬらと赤い光こう沢たくを放っていた。


    　──妙なもの描いてるんだな……？


    　[image: ]たつみは頸くびをひねりながら、皿からはみ出した体長四〇センチほどの甲こう殻かく類るいとあざみの画が布ふを見み較くらべた。


    「わにゃっ、なに見てんのよ……！」


    　[image: ]の視線に気づくと、あざみは画布に自分の軀からだをわさっと覆おおいかぶせ隠そうとした。


    「ごめん、やっぱり気になるかな」


    「うー、んー……描きかけのとこ見られるのはちょい羞はずかしいってーか……」


    　バツが悪そうに上体を微妙に揺らしながら言う。


    「鴫しぎ沢さわ君、私の絵も見てよ見てよっ」


    　千ち夜やは自分の画布に手をかけ、羞はじらう様子など微み塵じんもなく[image: ]の眼前にかざして見せつけた。そこには壜びんとロブスターが、写しや実じつ的てきな筆ひつ致ちではあるものの凹おう面めん鏡きように映しでもしたようにグヤーッと大きく歪ゆがんだ形で描かれていた。


    　どういう反応を示せばいいものか[image: ]は返答に詰まったのち、


    「う……ん、ナカナカ独[image: ]的なんじゃないかな……」


    　声を引き攣つらせて苦しまぎれに応こたえた。


    「やはーっ、そんな褒ほめられると照れるなーっ！」


    　お世辞とも皮肉とも受けとらなかったらしい、千夜は満面に笑顔を浮かべて頭を搔かいている。


    　心底嬉うれしそうな様子に、[image: ]は少しばかり罪悪感を憶おぼえた。


    「[image: ]、あんま真ま面じ目めにとりあわない方がいーよ。千夜ちゃんってば、こないだも変な画集持ってきて嬉しそーに見せつけてくるし。髑どく髏ろとか怪物みたいのばっか載ってて気持ち悪いったらないわ」


    「えー、ぜったい可愛かわいい可愛いカワイイってば！　あざみっち、趣味ズレてるってー」


    　屈くつ託たくなくきゃらきゃらと笑ってから、千夜は、


    「そーだ、あざみっち。折せつ角かくだし鴫沢君にモデルになってもらおーよっ」


    　ポンと手を打ち、唐とう突とつにそんなことを言いだした。


    「なっ!?　イキナリ何言ってんのよ？」


    　千夜の発言に驚いて叫んだ拍ひよう子しに、あざみは大きく手をすべらせてしまった。絵筆が画面をデタラメな方向にサッと横切り、真っ赤な線がなぐりつけられた。熱心に取りくんでいた作品が瞬時に台無しになる。


    「ぅあ────ッ!?　千夜ちゃんが変なこと言うからミスっちゃったじゃん！」


    「だーって壜びんとか静物ばっか描いててもツマンナイじゃーん。たまには生なま身みの人間描きたいよーって」


    　叱しつ責せきの声を投げるあざみに、千ち夜やは平気な顔で応じる。どうもあざみ以上に強引な性格らしい。


    「ねーっ、鴫しぎ沢さわ君いいよね。ポーズとってみてよ。『絶望する人』って感じがいいな」


    　断られるはずがないと信じきった様子で尋たずねてくる。


    　[image: ]たつみは想像してみたが、ジッと注視された状態でポーズをとっているというのは、カナリ気き羞はずかしく思えた。


    「突然そんなこと言われたって[image: ]も迷惑じゃん、ね？」


    　千夜の提案にあざみはどうにか歯止めをかけようと試みる。


    「ん……、そういうのは苦手、かな」


    　[image: ]も弱気に抵抗した。


    「えー、なんでなんでなんでっ。たしかにモデルって肩凝こるし疲れるかもだけどさ、しばらく我慢してよーっ」


    　千夜は不服そうに、[image: ]こぶしをつくった両手を振って訴えてくる。


    「ごめん、今日ちょっと忙しいんだ。じゃあぼくはお先に」


    　厄やつ介かい事ごとに巻きこまれないうちに立ち去ろうと、[image: ]は素早く踵きびすを返した。


    　満まん更ざら言い訳というだけでもない、姉も言っていたように今朝の件でまた警察から連絡があるかもしれないから、今日は早く帰った方がいいだろう。


    「あ、うん。ノート明日でも良かったのにわざわざありがとね」


    　立ち去りかけた[image: ]の方に顔だけ向けて、あざみは礼を言った。


    「こっちこそ。貸してくれて助たすかったよ」


    「じゃねーっ、また遊びに来なよーっ」


    　千夜の威勢の良い声を背に受け、べつに遊びに来たわけじゃないんだけどな……と思いながら、[image: ]は美術室を後にした。


    



    　　　§


    



    「──失しつ踪そう？」


    「うん、そうらしいんだ」


    　呉くれ羽はが硬い声で訊きき返すと、[image: ]は困ったような表情で頷うなずいた。


    　翌日の放課後、場所は『毘び沙しや門もん』。


    　呉羽と向かいあって座り、[image: ]は、昨日の朝の事件について話したのち、同級生である鷹たか取とり千夜の行方が知れないのだという話をつたえた。


    　ことの起こりはその日の朝、ＨＲホームルームの時間。


    　担任の日ひ鞠まりが次々に生徒の名を読みあげ出欠を採とっている最中、急に点呼が途切れた。


    『鷹たか取とりさーん？　……あら？　たーかーとーりーさーん？　…………あらあらあらー？　鷹取さーん、いませんかー？　隠れても無む駄だですよ、地の果てまで追っていきますからー？』


    　何度呼びかけてみても応こたえる声はなかった。


    　無む論ろん、隠れてなどいるはずもない。あざみの真後ろの席に千ち夜やの姿はなかった。


    　日鞠は教卓のうえで出欠簿をトントンと鳴らすと、


    『ふうー、お休みですか。どうしたんでしょう……困りましたね、心配ですねー……夏風か邪ぜとかだったらいいですけど』


    　真剣みの足りない様子で心配していた。


    　あざみは自分の席から[image: ]たつみの方に身を乗りだして、『千夜ちゃん、昨日は元気そうだったのにね。寝坊かな』と耳打ちした。


    　その時は[image: ]も、特に気に留とめなかったのだが。


    　昼休みに、日鞠がまたぞろ教室に現れ、


    『鷹取さんのおうちに電話してみたところ、ゆうべから家に帰ってないらしいんですけど、どなたか心当たりのある方はいませんかー？　正直に言ってくださいね、隠しだてするとタダじゃおきませんから？　末まつ代だいまで呪のろいますよー？』


    　とロクでもない声を張りあげると、にわかに教室中が騒がしくなった。


    　生徒たちは、『家出かぁ？』『えー？　鷹取さん家出なんてする感じじゃないでしょ』『実は翳かげのある女』『それとも誘ゆう拐かい……？』『いやいや愛の逃とう避ひ行こう？』などと口ぐちに無責任な推測をささやき交わすのだったが、確かなことを知っている者はなかった。


    　あざみは誰だれも座っていない後ろの席を、不思議そうに眺めていた。


    



    「そのまま行方がわからない……と」


    　[image: ]の話を聞き終えると、呉くれ羽はは考えこみながら紅茶をスプーンで搔かき混ぜた。かすかに、カランと硬い音がした。昨日電話でたいしたことないと言っていた通り、風邪はもうスッカリ治って具合は良いみたいだった。


    　傍かたわらには、今日もバイトに入っているあざみが、チャイナ服姿で立っている。


    　行方不明になった友人の身を案じているのだろう。注文の品を運んできた後そのままテーブルのそばに居残り、いつになく真剣な表情で[image: ]と呉羽のやりとりを聞いていた。


    　今日も『毘び沙しや門もん』はさして繁はん盛じようしているふうではなく、店内には他ほかの客が二組あるだけで、カウンターに佇たたずんでいる綾あや乃のも暇そうだった。


    「鴫しぎ沢さわ君のところで起きた事件といい、不ふ審しんな出来事が続くわね。その……鷹取さん？　いなくなる前はどんな様子だったのかしら。何か、変わったこととか」


    　そばに立つあざみに呉くれ羽はが顔を向けると、


    「様子？　日ひ鞠まりセンセからも訊きかれたけど、うーん、特に変わったコトとかなかったかな。いつも通りだったよ」


    　あざみは腕を組んで、思し案あん顔がおで頸くびをひねった。


    「昨日も部活終わってから途中まで一緒に帰ったけど、その時もべつに。今朝ＨＲホームルームの時間なっても来なかった時は、寝坊したのかなって思ってたし。だから……みんな家出とか駆かけ落ちとかテキトーなこと言ってたけど信じらんない」


    「その子も美術部員なの」


    「ぼくも昨日の放課後、美術室で会ったけど……や、ちょっと変わった子だけど、普段からあんな感じじゃなかったかな」


    　[image: ]たつみが、美術室でのやりとりを思い出しながら口を挿はさむ。


    「ふぅん……それじゃ、あなたがその子を最後に見たってことになるのかしら」


    　呉羽はテーブルに肘ひじを置いて左手で頰ほお杖づえをついた。


    「あのあと家に帰ってないってんなら、そうなるかも」


    「そう……」


    　たいした情報も得られないことに気落ちして、呉羽はふうと息をついた。


    「帰る途中ではどんな話してたの？」


    「べつに……ふつーの話だよ。もうすぐ夏休みだねーとか、海行きたいねとか、それから、……っ……」


    　あざみは何な故ぜか羞はずかしそうに顔を赤らめて、そこでいったん言葉を切った。


    「んー、……んんー…………」


    　眼めを閉じて更に考えこんでいたが、やがて、フト思い出したというようにポンと掌てのひらを打った。


    「そいえば、ハンカチ……貸してくれたよ」


    「ハンカチ？」


    　それだけでは何のことだかわからない。


    「ん……帰ってる途中で、あたしの肘が絵の具で汚れてるのに気づいて、千ち夜やちゃんがハンカチ貸してくれた。あたしはべつにいーよって断ったんだけど、千夜ちゃん面白がって無理矢理あたしの腕拭ふいて、そのまま持たせてくれたんだ」


    　なかなか世話焼きな子らしい。


    　そういえば昨日の放課後、美術室を訪れた際、あざみは絵を描いている最中に手をすべらせていた。あの時に肘を汚したのかもしれない。


    「それって、今も持ってる？」


    　[image: ]が意気ごんで尋たずねると、あざみはコクリと頷うなずいた。


    「今日返そうと思って持ってきたんだけど、千夜ちゃん来てなくて、結局渡せないままだから」


    「それ、見せてもらえるかしら」


    　呉くれ羽はが言うと、あざみは躊躇ためらうそぶりを見せたが、渋しぶ々しぶ店の奥に引っこみ一枚のハンカチを手に戻ってきた。


    　ハンカチを広げてみると、クリーム色の地に、卵からニョッキリと人間の足が二本生えたみたいな妙な生き物がプリントされていた。やけになめらかな卵の曲線と、生えだした足のなまなましさが対照的だ。


    　こんなキャラクターが何かあった気がする。洒しや落れているのか悪趣味なのかよくわからない。こういうのが流は行やりなのだろうか。


    　少し思し案あんしたのち、やっぱりちょっと変わった趣味だな、と[image: ]たつみは思った。


    「鴫しぎ沢さわ君」


    「うん」


    　呉羽の呼びかける声に、[image: ]は頷うなずいた。


    〈独白する夢魔アノニマス・モノローグ〉──触れることで対象の記憶を読みとれるという自分の蝕能アタリアで、千ち夜やの行方に関して手がかりを得られるかもしれない。左手を差しだしハンカチに触れる。


    　呉羽は勿もち論ろん、あざみも[image: ]の能力のことを承知している。二人は息を呑のんで、静かに[image: ]を見守った。


    　最初は何も見えなかった。だがしばらくすると、[image: ]の頭にボンヤリとつたわってくるものがある。


    　四角い影が朧おぼろに見えた。


    　建物だ。窓があり、ベランダがあり、植えこみがあり……


    「三階建ての……家、かな」


    「家……？」


    「う、ん……何だろ、家っていうか、洋館みたいな感じの。でも、どこか……妙だった」


    　[image: ]は自信なげに言うと、ハンカチに置いた手を離した。


    　と、[image: ]の言葉に反応して、


    「洋館って……それ、あそこかもしんない」


    　あざみが口を挿はさんだ。


    「心当たりがあるの？」


    　コクリと頷く。


    「あたしたちの帰り道の途中で、高たか台だいのてっぺんに大おっきい家みたいのが見えるんだ。んで、以前千夜ちゃんが、あそこに絵を習いに通ってるんだって言ってた」


    「絵を習いに？」


    「そこの主人が画家なんだって。『スッゴク変な家だよ』って言ってた」


    「画家って、何ていう？」


    　呉くれ羽はが尋たずねると、あざみは[image: ]こぶしでコンコンと顳こめ顬かみを叩たたきながら、


    「えーと、なんだっけ、あんま聞いたことないような感じの……ヒヌマとか、ヒラヌマ……ヒサヌマ…………ヒシヌマ……」


    「あの……菱ひし沼ぬまって……」


    　興きよう味み津しん々しんといった様子の綾あや乃のが、テーブルのそばに寄ってきた。


    「何か知ってるの？」


    「うちのクラスの菱沼君のうちじゃないですか？　たしか先月、事件が起きたとかって……」


    　オドオドと胸の前で盆ぼんを抱えたまま、綾乃は意外なことを口にした。


    「事件……？」


    　[image: ]たつみと呉羽の声がピタリと重なった。


    「えぇと……お父さんが姿を消しちゃったとか……詳しくは知らないですけど……」


    　──また失しつ踪そうか。


    　[image: ]は心のなかで呟つぶやいた。


    　鷹たか取とり千ち夜やも、一連の失踪事件に巻きこまれたのだろうか。


    　無む論ろん、たんなる失踪事件なら[image: ]たちが首を突っこむべきことではないが、蝕能アタリアが関わっている可能性もある──ならば調べる必要が出てくる。クラスメイトが巻きこまれたとあれば猶なお更さらだ。それに[image: ]にとっては、昨日自分の家の前に落下してきた少女も失踪していたうちの一人だったということで、より深い関係があるように感じられた。


    　呉羽は綾乃に所しよ望もうして、店の奥から過去の新聞を持ってきてもらった。運良く保管されてあったらしく、テーブルのうえに新聞の分ぶ厚あつい束がどしゃりと積み置かれる。


    　しばらく呉羽は新聞をせわしなく捲めくっていたが、


    「……あった、これだわ」


    　目的の記事を見つけて手を止めた。


    　[image: ]も、またあざみも綾乃も、一いつ斉せいにその紙面を覗のぞきこんだ。


    　菱沼家で起こった事件……先月某日、画家の菱沼藤とう嗣じが自宅から姿を消した。自宅の広間に藤嗣じしんの大量の血けつ痕こんが残されていたが、そこから後の行方がまったく摑つかめないという。現在に至るまで消息が不明で、犯罪に巻きこまれた可能性が高いとみられているらしい。


    　事件が起きた日付をみるに呉羽の叔お父じ、悠はる久ひさが姿を消した時期と合がつ致ちしていた。


    　それから呉羽は更に、最近の新聞から失踪事件に関わる記事を探した。一連の失踪事件は、恰ちよう度どその菱沼家の一件を境に頻ひん発ぱつしているようだった。


    　菱沼家に秘密が隠されているのではないか、と呉羽は疑念を抱いた。


    　ひと通り調べると、呉羽は新聞から顔を上げおもむろに綾乃の方を向いた。


    「文ふみ月づきさん、その生徒と同じクラスなの？」


    「は、はい……」


    「どんな生徒なのかしら」


    「ほとんど話したことはないですけど…………ちょっとおっかない感じの人ですよぅ……。美術の時間はいつもサボってたり……。一度、先生が無理に描かせようとしたことがあるんですけど、物もの凄すごい形ぎよう相そうで絵筆をへし折って……」


    「絵筆をへし折った……？」


    「その後、『あんたのせいで曲げてしまったじゃないか……！』なんて言って余計に怒りだしてました。美術の先生も怖がっちゃって、それ以来注意しようとしないんです」


    　気難しそうな人みたいだな、と[image: ]たつみは思った。


    　たとえその生徒が何か知っていたとしても、話を聞きだしにくそうな気がした。


    「他ほかに手がかりもないことだし、まずはその生徒から話を聞いてみましょうか。文ふみ月づきさん、明日紹介してもらえるかしら」


    　そう告げると、呉くれ羽ははテーブルの隅に置いたカップを手に取り、冷めきった紅茶を飲みほした。


    「それは……かまいませんけど」


    　綾あや乃のは不安そうに頷うなずいた。


    「ちょっ、また厄やつ介かいそうな真ま似ねすんのっ!?」


    　とうとう我慢できなくなったというふうに、あざみが責める声を浴びせた。


    「……まあ、今のところそれしか手がかりがないわけだし」


    　あざみの剣けん幕まくに肩を竦すくめて[image: ]は応こたえた。


    「なんでそんな失しつ踪そうだの何だのってイカガワシイことに首突っこむのよ……っ！」


    「でも鷹たか取とりさんだって行方不明なんだろ。それを知らんぷりしろって言うの。鷹取さんとは結ゆう城き、仲良かったじゃないか」


    「ぅ……」


    　[image: ]から言い返されて、あざみは唇を嚙かんだ。


    　痛いところを突かれた。友人の行方が関わっているかもしれない、それはたしかに見み棄すてておけないことだ。


    「そりゃ、千ち夜やちゃんのことは気になるけど……」


    「大丈夫、心配しないで」


    　なおも食い下がるあざみを安心させようと、[image: ]は表情をやわらげて言い添そえた。


    「……っ、……わかったわよ」


    　素そっ気けなく言って、あざみは顔を背そむけた。


    「毎度ォ──っ！」


    　会計を済ませ店を後にする[image: ]と呉羽を、あざみは不機嫌そうな顔で見送った。


    「それにしても……空から降ってきた女の子って、何かしらね……」


    『毘び沙しや門もん』から出たところで、呉くれ羽はがポツリと呟つぶやいた。
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    　翌日の昼休み、[image: ]たつみたちは一─Ｄの教室を訪ねた。ぶつくさ文句を言っていたあざみも結局ついてきた。


    　騒がしい昼休みの教室のなか、綾あや乃のに目当ての生徒を呼びだしてもらう。


    　綾乃が近寄っていった少年は、机のうえにトランプを並べてやけに真剣な面おも持もちで一人遊びめいたものを行おこなっている様子だった。綾乃が恐おそるおそる声をかけると、彼はトランプの札を持った手を止めて呉くれ羽はたちに視線を向け、鷹おう揚ように席を立った。


    　戸口に姿を現したのは、[image: ]よりやや小柄な少年だった。眼めつきに鋭いところがあるものの、昨日の綾乃の話から想像していた不良っぽい感じはない。


    　入り口の框かまちに手をかけた恰かつ好こうで、少年は菱ひし沼ぬま棗なつめと名乗ると、


    「何の用ですか」


    　と挑みかかるように言った。真まっ直すぐピンと背を伸ばし堂々とした態度だ。


    「私たち、鷹たか取とりさんの友人なのだけれど。彼女、あなたの家に通っていたと聞いて」


    　呉羽たちも名乗ったのち、そう本題を切りだした。


    「鷹取さん……」


    　スグには思い当たらないらしく、棗は呉羽の口にした名を不思議そうに繰り返した。


    「千ち夜やちゃんっていって、髪短くてノーテンキな子なんだけどっ」


    「ああ──あの人」


    　あざみの雑な説明に、それでも棗は理解したらしく口くち許もとを緩ゆるめた。


    「たしかに以前うちに通ってましたけど」


    「なんでも鷹取さん、昨夜から家に帰っていないらしいの。行方がわからないそうなんだけれど、何か知らないかしら」


    「さあ、行方と言われてもね」


    　棗は肩を竦すくめ、見当もつかないとでもいうふうに両手を広げてみせた。物もの怖おじしない眼差まなざしがこちらを見上げてくる。


    「そう……」


    　呆あつ気けなく否定されてしまったものの、菱沼という家への疑いは払ふつ拭しよくできない。ここで会話を打ち切られてしまうのは困る。どう話を続けるべきかと迷っていると、横からあざみが割って入った。


    「絵を習いに通ってたって聞いたんだけど？」


    「ああ、月に二、三回くらい。うちの父が、知り合いの家族やらに特別に教えてたんだよ」


    「お父さん、画家なんだってね」


    　[image: ]たつみが何気なく口にした言葉を聞いて、棗なつめは急に表情を変え[image: ]のタイを摑つかんだ。


    「……っ！」


    　強い力で握られたタイに喉のどを締しめつけられ、[image: ]は息が詰まりそうになった。突然のことに驚きながら、何か気に障さわったのかな……？　と訝いぶかしく思う。やっぱり気難しいというか怒りっぽい人みたいだ。


    「ちょっと、何してんのよあんたっ……！」


    　あざみが棗の手て頸くびを捉とらえて喰くってかかる。そのせいでタイが頸に余計きつく喰いこんで、[image: ]はえぅっと苦しげな呻うめきを洩もらした。


    　棗はしばらくそのまま無言で[image: ]を睨にらみつけていたが、


    「失しつ敬けい。タイが曲がっていたもんだから。……気になって」


    　険しくしていた表情を緩ゆるめて謝ると、パッと手を放しあざみの手を払いのけた。


    「鷹たか取とりさん──ですか。そうそう、あの人の絵は独特だったから、父からも注意されてたみたいですよ」


    　何事もなかったようにそう続けた。


    　喉を解放されてふぅと息をつきながら、[image: ]も、


    　──たしかに個性的な絵だったな。


    　と、昨日の美術室でのやりとりを思い返した。

  


  [image: ]


  
    「あんたも絵ぇ描くの？」


    　今しがたの棗なつめの行動にあざみもいくらか攻撃的な口調になって尋たずねると、棗は心底厭いやそうに顔を顰しかめた。


    「おれが？　いや、おれは絵になんてサラサラ興味ないね」


    「ふーん……」


    　あざみは鼻はな白じろんだように息をついた。


    　──よほど絵が嫌いなのかな？


    　そりゃあ、画家の息子だから絵が好きでないといけないって理屈はないけれど。逆に、親からうるさく言われて嫌いになるってパターンもあったりするのかな。


    「そう言うあんたは絵が好きなわけ」


    　棗は値ね踏ぶみするような眼めであざみを眺めた。


    「まーね、あたしも千ち夜やちゃんと同じ美術部なんだ」


    「ふん、美術部ねえ……。くだらないな」


    「くだ……っ！」


    　莫ば迦かにしきった口調で一いつ蹴しゆうする棗に、あざみはカチンときた。言い返そうとするあざみを、話がこじれるだけだと判断して呉くれ羽はが押しとどめる。


    「……あなたのお父さんはどんな絵を描いていたのかしら？」


    「うーん、どう説明すればいいかな」


    「ごめんなさい、答えにくい質問だったわね。私の父も……絵を描いていたものだから。興味があって」


    　画が風ふうをひと口で説明するのもなかなか難しいだろう。


    　不用意な質問だったと詫わびる呉羽に、


    「そんなに興味があるなら、うちに見に来ますか？」


    　棗は余裕に満ちた、挑発するような口調で誘った。


    「──家に!?」


    　棗の予想外の申し出に、呉羽たち三人の声が重なった。


    「口で説明するより、実物を見た方が手っとり早いでしょう」


    　どういう意図なのか判然としないが、菱ひし沼ぬま家に対し疑いを抱いだいている呉羽にしてみれば、家に見に来るかという棗の申し出は絶好のチャンスだった。


    「そうね。なら──遠慮なくお邪じや魔まさせていただくわ」


    　呉羽は棗の視線を真まっ向こうから受け止めて応こたえた。


    「あの、ぼくも一緒していいかな」


    　[image: ]が尋たずねると、棗は表情を崩さず頷うなずいた。


    「かまわないよ。賑にぎやかな方が愉たのしいでしょう」


    　一連のやりとりを、あざみはむすーと苛いら立だたしそうに眺めていた。


    



    　そして放課後、[image: ]たつみが恰ちよう度ど教室を出たところで呉くれ羽はが待っていた。


    「それじゃ行きましょうか」


    「待って！　あたしも行くよ！」


    　歩きだそうとする二人の背に、あざみが声をかけて引き止めた。


    　教科書類を急いで無理矢理詰めこんだのだろう、手に提さげた鞄かばんがきちんと閉じきっておらず、ガチャガチャと騒がしい音を立てた。持ち手につけた卵形のストラップが揺れていた。


    　背後から追いすがる声に、[image: ]と呉羽は驚いて振り向いた。


    「結ゆう城き？　いきなり何言いだすんだ」


    　昨日『毘び沙しや門もん』であんなに反対していたのに、自分も一緒に行くだなんてどういう心境の変化だろう。


    「ぅー……千ち夜やちゃんのこと、気になるじゃん。あの棗なつめってやつ、いかにも怪しそーな感じだしっ。だからあたしもついてくのよ、文句あるっ？」


    　ぷいぷいと、拗すねたような責めるような口調であざみは主張する。


    　呉羽は呆あきれ果てた様子で大きく溜ため息いきをついた。


    「気になるって、あなた──ねえ。言っておくけれど遊びではないのよ」


    「わかってるわよ！　それくらい……っ」


    　厳しい声で諭さとす呉羽に、あざみは負けじと言い返す。


    　眼差まなざしは真剣だ。彼女にしても友人である千夜のことが心配なのだろう。


    　あざみなりに真ま面じ目めに考えての行動なのだと思うと、[image: ]も呉羽も強く反対できなかった。[image: ]にしても、大切な人の身が危険に晒さらされている時ジッとしていられないという心境はよく理解できる。


    　それに、言ったところでおとなしく引きさがる性格でもないだろう。


    「…………」


    　呉羽は眼めを閉じ、しばらく考えこんでいる様子だったが、やがて眼を開けると諦あきらめたように頭を振ってあざみの方に向き直り、


    「くれぐれも邪じや魔まはしないで頂ちよう戴だいね」


    　そう釘くぎを刺した。


    「あったり前でしょ！　莫ば迦かにしないでよね。イチイチ指さし図ずしないでくんないっ！」


    　フンと鼻を鳴らしてあざみは強気に胸を張った。


    　その様子を見て、[image: ]と呉羽は一段と気が重くなった。


    　一─Ｄの教室で棗と合流し、彼の後について三人は校舎を出た。晴れわたった西の空に陽ひが傾いて暮れかけていた。


    　国道を下ってゆく途中で、[image: ]たつみは大事なことを思い出してフト足を止めた。


    「家に電話しとくね」


    　そう言い置いて、姉の携帯に電話する。帰宅が遅れることをつたえておかないと、後でまたなんやかやと文句を言われるのが目に見えている。予想可能な厄やつ介かい事ごとはできるだけ避けたい。


    「あ、姉さん？　今日ちょっと遅くなりそうなんだけど」


    『遅くー？　何か用事でもあるの？』


    　不満げな有あり菜なの声が返ってくる。姉も帰宅途中なのか、後ろから人通りと車の音が流れて聴こえてきた。


    「用事っていうか……まあ用事かな。何時くらいになるかわからなくて、だから晩ゴハン作れないかも」


    　無む論ろん、行方不明になった級友を捜しに行くなどと正直に話すわけにはいかないから、適当に誤ご魔ま化かすしかない。


    『なーんか怪しいなぁ？　制服のままで未成年お断りな店とか行くなよっ！』


    「行くわけないだろ!!」


    『どーだかー？』


    　有菜が揶揄からかい半分に、納得いかないといった声を出していた時、


    「風が出てきたわね……」


    　[image: ]の隣で、不意に吹きぬけた風に髪を流されて呉くれ羽はが呟つぶやいた。電話越しにその声を聴きつけたのだろう、


    『あれ……いまの声、葛かつら城ぎさん？』


    　有菜の声こわ色いろが急に変わった。


    「え……？」


    『なに、葛城さんと一緒？　なのかなぁ？』


    　興きよう味み津しん々しんなのを隠そうともせず、勢いこんで尋たずねてくる。


    「一緒だけど、どうかした？」


    　否定することもできず、[image: ]は勢いに押されるまま素直に答えたものの、厭いやな予感がざわざわと涌わいてくるのを感じた。そう、姉のテンションが高くなった時は要注意なのだ。


    『…………』


    　電話の向こうで、息を呑のみしばし思し案あんする気配。


    　やがて返ってきたのは、妙にはずんだ声だった。


    『はあーん……なある、そういう用事ね？　でかしたっ！　[image: ]もやる時ゃやるもんだな。オッケーおっけー、そういうことなら任せとけ。それじゃ今日泊まりってことで。帰ってきても家入れないから、ゆっくりしてこいよっ！』


    　一方的にそれだけまくしたてると、ブツリと通話が切られた。


    　携帯を手にしたまま、[image: ]たつみはしばらく茫ぼう然ぜんとしていた。


    　──姉さんはまた何をどう誤解してるんだ……。


    　姉に対する理り不ふ尽じんな苛いら立だちが涌わいてきて、掌てのひらのなかの携帯を思いきり握り締しめる。


    　しかし否定したところでどうせ無む駄だなのだ、とも考えて肩を落とし溜ため息いきをついた。家に帰った時はまたさんざん冷やかされるのがオチだ。想像すると、気分がズゥンと重くなる。


    「鴫しぎ沢さわ君、どうかしたの？」


    　[image: ]の様子の変化に、呉くれ羽はが不思議そうな顔で訊きいた。


    「うん……ちょっと厄やつ介かいな人がいてね……」


    「ああ……」


    　それだけで誰だれのことか理解できたのだろう、呉羽は相あい槌づちを打ち、心底からの憐あわれみの表情を浮かべた。


    「あれ……だよね」


    　あざみがフト足を止め、右手を差しあげた。


    　彼女の指差す方向に視線を向けると、高たか台だいのうえに一軒の建物が見えた。


    　三階建ての邸てい宅たくの外形がどうにか窺うかがえる程度だったが、個人の住居にしてはなかなかに立派な家構えだ。


    　そこから先に進んだ分かれ道で本道から逸それ、住宅街から外れてしばらく歩くと、まわりの人家が疎まばらになり、代わって樹き々ぎの影が多くなっていった。


    　棗なつめは無言で先を歩いた。


    　高台に立つ家を目指して勾こう配ばいの急な坂を登ってゆく。実際歩いてみると想像した以上に時間がかかった。息を切らした[image: ]に対して、呉羽は呼吸ひとつ乱していない。赤い陽ひ射ざしを受けた彼女の長い髪が、不思議な色調を帯びて揺れていた。


    　空に焼けた雲が千ち切ぎれ漂ただよっている。


    　どこからともなく虫の声が聴こえた。緩ゆるく吹きぬける風が樹々の葉をざわめかせ、招くように響く。時折、道の脇わきから突きだした樹の枝に手を引っかけて、ガサリと音が立った。


    　いつしか夕焼けが夕ゆう闇やみへと色彩を変えつつあった。気温も下がってきたようで、頸くびすじにかいた汗が冷たく感じる。


    　やがて棗が足を止め振り向いた。


    　坂が終わり不意に空間がひらけたと思うと、[image: ]が〈独白する夢魔アノニマス・モノローグ〉で見たのとそっくり同じ洋館が建っていた。


    



    　　　§


    



    　ポツポツと疎まばらに生えた樹々に囲まれるようにしてその邸宅は建っていた。


    　昏くらさを増しつつある空に、切り絵のような月が薄く不安定に浮かんでいる。細い雲が流れて月を横切った。


    「ちょっと待っててもらえますか」


    　建物のそばまで来た所で棗なつめはそう言い置いて、あわただしく玄関のドアの奥に姿を消した。


    「ここ……なのかしら？」


    　呉くれ羽はが顔を向けると[image: ]たつみは頷うなずいてみせた。


    　建物をあらためて正面から眺めた。眼めの前には、植物の葉を組みあわせたような幾き何か学がく模様の彫りこまれた扉が待ち構えている。


    　鷹たか取とり千ち夜やのハンカチに触れて眼にした映像と同じ形だ。同じ雰囲気だ。


    　四角く空間を切りとったようなシルエット。一階あたりの高さを大きめにとってあるのか、全体で一五メートルほどもある。


    　三階建ての、家というよりそれは横に長い直方体だった。


    　遠目に見た際は張り出し窓や屋根がゴチャゴチャと複雑に突きだしたふうに見えていたのだが、近寄って初めて気づいた。


    　唯ゆい一いつ本物である玄関の扉を除いて、この建物の張り出し窓もベランダも庭先の植えこみも、実際には存在せず、すべて平らな壁面に描かれた絵であるようなのだ。窓の奥の半なかば開いたカーテンから窺うかがえる室内の様子も、同様に描きこまれたものらしい。


    　まるで、壁面からできる限り凹おう凸とつを排除しようと設計されてでもいるかのように、平へい坦たんな壁が伸びているだけで、その表面に描かれた絵が偽にせの立体感を演出していた。


    「ヘンな家っ……！」


    　キョロキョロと頸くびを振り見上げながら、あざみは、以前帰り道で千夜が口にした言葉を実感して気味悪げな声を出した。


    「うぅん、見事というか何というか……」


    　[image: ]も戸と惑まどってしまって、うまい言葉が見当たらない。


    「『騙だまし絵』みたいね……」


    　呉羽は壁面に歩み寄るとかるく手を添そえ、感慨深そうに呟つぶやいた。


    「騙し絵？　って、ルービンの壺つぼみたいに別の絵が見えるってやつでしょ。ぜんぜ違うじゃん」


    　あざみが振り向きながら指摘すると、呉羽は『しようのない娘ね』とでもいうように肩を竦すくめた。


    「いいえ。一般的に騙し絵というと、ルービンの壺のように図と地の反転を利用した絵や多た義ぎ図形といったものに思われがちだけど、本来は、現実と区別がつかないまでの迫はく真しん性を具そなえた絵を……あるいは過剰な写実性によって写実性という概念そのものを引っくり返すような絵画を指すの。


    　そこには存在しないにもかかわらず、あたかも実在しているような錯覚を引き起こす……恰ちよう度ど、本物の窓と見まがうばかりのこの壁の絵みたいにね」


    　そう説明して、呉くれ羽ははその箇所の壁をコンコンと叩たたいてみせた。


    「ふーん……？」


    　まさしく絵によって欺あざむかれまごつくばかりのあざみは依然、納得がいかないといった顔だ。


    「あなた美術部員なんでしょう？　それくらい勉強しておいた方が良いのじゃない」


    　呉羽は心底莫ば迦かにしきった表情を浮かべた。


    「うっるさいわね！　そんなこと知らなくたって絵くらい描けるわよ！」


    　肩をいからせて言い返しながら、あざみは、


    　──そういえば、以前千ち夜やちゃんからそんな話を聞いた気もするな。


    　などと思った。


    　能のう天てん気きなわりに、美術には詳しい子だった。姿を消した友人の顔が、チラと脳裏をよぎった。


    「でも一体、何のためにこんな仕掛けが？」


    　二人の間の険悪な雰囲気をやわらげようと、[image: ]たつみが口を挿はさんだ。一体どんな意図で、このように風変わりな造りになっているのだろうか。


    「そこまではわからないけれど……」


    「はん、さんざ偉そうなこと言っといて結局わかんないんじゃない」


    　さっきのお返しとばかりにあざみが毒づくと、呉羽はキッと鋭い眼めを向けた。あざみは知らん顔で受け流してソッポを向いた。


    　しばらく、三人は建物の前に立ち尽くした。


    「驚きましたか？」


    　かろやかな声とともにドアが開いて、棗なつめが顔を出した。彼は制服から半袖そでのシャツに着替えていた。


    「ははあ、初めてうちに来た人は皆そんな顔をするんですよ」


    　[image: ]たちの顔を見み較くらべるようにして、棗は愉ゆ快かいそうに言った。


    「さあ──なかへどうぞ」


    　棗は大きくドアを開け、手で三人を招いた。


    　棗に促されるまま戸口をくぐりながら、彼のそばを通る時、あざみはフッと懐かしいような匂においを嗅かいだ気がした。その時、風がそよいで、樹き々ぎがさわさわと葉は擦ずれの音を立てた。


    　[image: ]は少し、胸が騒ぐのを感じた。


    



    　入った先はホールになっていた。


    　外から見て想像した通り天井が高い。床には薄いクリーム色の絨じゆう毯たんが敷きつめられ、広びろとした空間を照明から降ってくる人工の光が満たしている。白を基調とした部屋の隅には観葉植物が置かれ、ささやかに彩いろどりを添そえていた。


    　正面の左寄りに二階へと続く階段があり、左右の壁にそれぞれひとつずつ扉が設けられていた。


    「ひと通り家のなかを案内しましょうか。口で説明するよりその方が早いでしょう」


    　おもむろに棗なつめが提案した。この建物を調べにきた呉くれ羽はたちにとっては願ってもないことだったので、素直に受けいれることにする。


    　呉羽が頷うなずいた時、不意に左側のドアが細く開いた。


    　その隙すき間まから、


    「だぁれ……？」


    　鈴すずのような声が響いた。


    　続いて、開いた戸口から一人の少女がゆっくりと入ってくる。


    　年としは十一、二くらいといったところだろうか。見るからに華きや奢しやな軀からだを、半袖そでのワンピースが膝ひざ下したまで包んでいる。


    　闇やみに溶けそうなほど黒い服とは対照的に、真っ白い磁じ器きを思わせるなめらかな肌。色素の薄い、どこか焦点の定まらない瞳ひとみ。端たん正せいな……というよりはむしろ整いすぎた顔。頭の左右で、長い髪を黒いリボンでまとめている。


    　歩み寄ってくる少女の動きはぎこちなく、緩かん慢まんだった。フラフラと、夢遊病者みたいに覚おぼ束つかない足取りだ。


    　顔の造作も、佇たたずまいも、動作のひとつひとつも、造りものめいてどうにも生せい気きが感じられない。


    「……お客様？」


    「ああ」


    　問いかける少女の方に、棗は慌てて歩み寄ると軀を支えるようにした。


    「後で紹介してあげるから、今は部屋でおとなしくしてて」


    　棗は、学校での[image: ]たつみたちに対する口調とは打って変わったやわらかい声で、少女に話しかけた。


    「うふふ、嬉うれしいです……お客様なんて」


    　[image: ]たちに一いち瞥べつを投げかけて夢見心地めいた調子でささやくと、少女は棗に促されるまま踵きびすを返した。頼りない足取りでドアの奥へ消える少女の後ろ姿が、不思議と[image: ]の印象に残った。


    「妹さん？」


    「ええ、山さん査ざ子しといいます」


    　呉羽が尋たずねると、棗は答えながら右側の戸を開けた。


    　棗の後に従って廊下をしばらく進んで、[image: ]はあることに気づいた。


    　──この建物には、窓がない。


    　外から見た時は建物の正面しか窺うかがえなかったが、どうやら他ほかの面も同様であるらしかった。


    　打ちつけられたり塗ぬりこめられたりしているといったことではなく、最初から窓が設けられていない。タダ窓が存在しないというだけでなく……外壁と同じく、どういった悪いた戯ずらか、窓のあるべき場所に『窓の絵』が描かれている。


    　窓枠と、その向こうに展ひろがる光景。


    　それらが異様な精せい緻ちさで描きだされていた。


    　一見して絵とわかるのならまだいいのだが、実物と見まがうばかりのリアルさで描かれているから性た質ちが悪い。窓枠の質感や窓硝子ガラスの光こう沢たくさえも見事に再現されていた。


    　まさにそこに硝子の表面が存在していて、手を伸ばせば窓を開けることができる、そんな錯覚に陥おちいってしまう。


    　しかも、描かれているのは実際この家の外に展がる風景とはまったく異なって、一枚いちまいてんでバラバラになっていた。


    　たとえばあるものは見わたす限りの平原、またあるものは南海の浜辺、今にも朝あさ陽ひが昇ろうとする瞬間の微妙な色合いに染められた雪山、雨の降りしきる夜道……などといった具合に無秩序に移り変わるものだから、通り過ぎるたびいちいち困惑してしまう。雨の風景では、当然のごとく窓硝子をつたい落ちる雨う滴てきまでもが描きこまれていた。


    　タダそれが一いつ切さいの動きを欠かいた静止した世界であるがゆえに、現実の世界とは違うのだと知らされる。


    　そのなかに一枚だけ、現実にこの館やかたから外を覗のぞけたらこうだろうという、疎まばらに生えた樹き々ぎと坂の下に展がる街の様子が描かれているのは、稚ち気きというものだろうか。


    　見た目はともかく、実物の窓はひとつも存在しないのだから、これでは外の様子がまったくわからないし、陽の射さしこむ隙すき間まさえない。昼も夜も関係ない。生活するには不便そうだった。


    「は──……」


    　せわしなく頸くびをめぐらせながら、あざみは呆あきれ果てて声を洩もらした。


    　反対側の壁には実物ソックリなドアの絵が描かれていた。


    　廊下の灯あかりの下で、扉の絵はなまなましい立体感を持って眼めに映り、あたかもその先に部屋が実在すると思わせる。ところがノブを握ろうとすると、摑つかもうとした手は虚むなしく空くうを搔かくばかりで、手をついてみれば冷たい平面があるだけなのだ。


    　更には、廊下の突き当たりとなった箇所に、その先にも通路が続いているかのような奥行きが描きこまれていたりする。


    　ゴっ……！　と、そのまま直進しようとしてあざみが頭を打ちつけた。


    「──ッ！　何よこれ、莫ば迦かにしてんのっ!!」


    　まぎらわしい壁を睨にらみつけて額を押さえ、あざみは心底腹立たしげな声を上げた。


    「結ゆう城き……もっと注意して歩こうよ」


    　壁に腹を立ててもどうしようもないだろうと、[image: ]たつみがなだめる。


    「初めてうちを訪ねた人はみんな戸と惑まどった顔をしますがね。実際壁にぶつかった人はこれで三人目だ」


    「むー……」


    　──それなら先に言ってくれればいいのに、意地の悪い男だな。


    　ぶつけた額に掌てのひらを当て、眼めの端にかすかに涙さえ滲にじませてあざみは棗なつめを睨にらみつけた。棗という少年に対する印象がますます悪くなる。


    「変わった家だとは聞いていたけれど、まさか騙だまし絵が施されているとはね……。これはお父さんが？　どうしてこんな仕掛けを……」


    　呉くれ羽はは壁に描かれた窓の絵を指し示しながら、件くだんの疑問をぶつけた。


    　すると棗は思いがけないことを語りはじめた。


    「勿もち論ろん、すべて父の意向ですよ。父はもっぱら写しや実じつ画にこだわっていましたが、特に関心を抱いだいていたのが『騙し絵』です。


    　……なんでも、こんな話があるそうですね。


    　二人の画家が絵の腕前を競うことになった。一人は葡萄ぶどうの絵を描いて、それがあまりに真しんに迫っていたものだから葡萄を求めて鳥が飛んできた。その絵を描いた男は得意になり、相手に早くカーテンを引いて絵を見せろと迫った。しかし──そのカーテンじたいが、もう一人の画家によって描かれた絵だった」


    「どこかで聞いたような話ね」


    　呉羽は訳わけ知しり顔に頷うなずいたが、[image: ]たつみとあざみは戸と惑まどった表情をした。


    　棗の語った逸いつ話わは、話だけ聞くと信じられそうもなかったけれど、実際にこの家の内装を眼にしていると納得できる気もしてくるのだった。ついさっき壁に頭をぶつけたばかりのあざみなどは猶なお更さらだ。


    「……父はよくこの話を引きあいに出して、『絵画は現実と同等だ』と続けた。おれたちに向かって自分の絵を指し示してみせ、『この色合い、この質感、この光こう沢たく……現実とどう違う？　おれは、現実を模も倣ほうしているのではなく、現実を[image: ]りだしているんだ』なんて話してましたよ。それに、『おれはいつか絵の向こう側に行くぞ』とも言ってたかな。


    　その理念をまさしく現実の形として築きあげたのがこの家──というわけです。照明も、騙し絵の効果を最大限引きだすよう調整されているんだとか」


    　天井を見上げて照明を指し示しながら、棗はそう続けた。


    「また偏かたよった考え方ね」


    　壁の方を眺めたまま呉羽が素そっ気けなく応こたえると、棗は大おお仰ぎように肩を竦すくめてみせた。


    「……とまあ、今の話は全部父の言葉の受け売りで。おれはそんなこと、これっぱかしも信じちゃいませんがね。幼い頃ころ、妹は父の話を眼を輝かせて聞いてましたが、おれは内心、鼻で笑っていましたよ。この家だって、随ずい分ぶんと大掛かりだから立派に見えるけど根本の発想は子供騙しじゃないか」


    　子供騙だまし……言ってしまえばそうかもしれないが、[image: ]たつみは、騙し絵にこだわって実際にこんな家を建ててしまうその執しゆう着ちやくぶりには少しだけ感心もした。


    「言っておきますが」


    　棗なつめは呉くれ羽はを振り返った。


    「おれは絵が嫌いだ……いや、憎んでいると言ってもいい」


    　彼の表情には、口調には、心底からの嫌けん悪おの色が浮かんでいた。


    「どうしてそんなに嫌うの……？」


    　どこまで話していいものか棗は迷っているようだったが、やがて、


    「父は骨の髄ずいまで画家でした。……画家でありすぎたと言ってもいいかもしれません。芸術家肌というやつでしょうか、家族のことは顧かえりみず……そのくせ、絵を描いている時の姉にだけは話しかけていた」


    「お姉さんがいるの」


    「いた……ですね」


    　棗は更に表情を険しくした。


    　悪いことを訊きいてしまったみたいだ、と呉羽は後悔した。


    「栞かん奈なといいましたが。五年前に母の梔くち子なしが病気で亡くなり、その少し後に姉さんも事故で……」


    「…………」


    　呉羽は無言で、続く棗の言葉を待った。


    「母さんが死んだ時も、姉さんが死んだ時も、父は哀かなしむそぶりも見せずタダ絵を描いていた。その後だって、妹のことを気にかけたふうもなく……。おれのことはいい。あんな男に家族の情なんてものを期待しても無む駄だだと、早々に見切りをつけていたからね。でも、妹に対する態度だけは許せなかった。なにが『現実を[image: ]りだしている』だ、あの男は現実が見えていなかっただけだ。おれは、あんな人間にだけはなりたくない」


    　壁面に描かれた絵を睨にらんで、棗は父親について苦々しげに語った。


    　──父とう様さまにもまた……そういう部分があったかもしれない。


    　棗の話を聞いて、呉羽は、寂さびしく自分の父のことを思い返した。


    　怪しげな観念にとり憑つかれ胡う乱ろんな研究に打ちこんだ父忌いみ久ひさ。とはいえ、自分は父親を憎んだりはしなかったが。


    「……そんな父のことを、それでも妹は慕っていた。父が絵を描いている間ズットそばに立ってアレコレと話しかけるんだが、父はひと言も応こたえず絵筆を動かしつづけるだけだった。かまってもくれないのに、妹は飽きもせず画が布ふを眺めていたよ。


    　だから、父の絵に価値があったとすれば、それは妹を喜ばせたというタダ一点だった。おれにとって父の絵とは、それだけのものでしかないんですよ」


    　[image: ]たつみは昨日の綾あや乃のの話について考える。


    　美術の時間に教師から絵を描くことを強制され、絵筆をへし折って拒絶した……その強い拒絶は、父親に対する憎しみによるものだったのかと納得した。


    「それで、絵画全般が憎いの……」


    　呉くれ羽はが、尋たずねるというよりは確認するような口調で言った。


    「あぁ、でも一人だけ好きな画家がいますよ」


    「ふーん、誰だれ？」


    　きょときょとと廊下を見まわしながら、横からあざみが、たいして気にもしていないふうな声をかける。


    「モンドリアンさ」


    　棗なつめはニヤリと口くち許もとを歪ゆがめると、


    「あれは、曲がっていないから良いね」


    　意外なことを言い添そえてから、廊下を進んでゆく。


    　抽ちゆう象しよう画の先駆者として名高いモンドリアンの絵のなかでも、特に縦と横の直線だけで構成された所いわ謂ゆる『コンポジション』シリーズを指しているのだろうか。真まっ直すぐな線によって区切られた大きさの異なる長方形が、赤、青、黄、黒で塗ぬり分けられ、あるいは白のまま残された作品……なるほど、あれならばたしかに『曲がって』はいないだろう。


    　それにしても、曲がっていないからとは随ずい分ぶんと偏かたよった判断基準だ。


    「はんッ、あんなの何が面白いのよ」


    　昼休みのお返しのつもりだろうか、莫ば迦かにする口調であざみが反論した。


    「面白いとか面白くないとかいう問題じゃないんだよ」


    　棗は振り向きもせず鼻を鳴らし、あざみをかるくあしらって歩きつづける。この二人は、最初会った時から反そりが合わない。


    「……この部屋は？」


    　とある一室の前に差しかかったところで、呉羽が頑丈そうな扉に顔を向けた。


    「ここは、広間で……」


    　棗はそれまでの饒じよう舌ぜつな態度から一転して、顔を背そむけ語尾を濁にごした。急に緊張を帯びたその表情に、呉羽はピンと思い当たった。


    「ひょっとして、『事件』の起きた部屋？」


    「……知ってたんですか」


    　呉羽が尋ねると、棗は更に顔を曇くもらせたが、否定するわけにもいかず渋しぶ々しぶ首しゆ肯こうした。


    　菱ひし沼ぬま藤とう嗣じが姿を消した、その現場だろうと[image: ]も理解した。その場所は、今では開あかずの間まになっているのだという。


    「……あの日以来、鍵かぎをかけたまま一度も開けていないんです」


    　ドアの方に視線を投げて、棗なつめはこれ以上ないくらい手短に説明した。事件についてはそれ以上触れないまま、一行は客間に移った。


    



    　客間のソファに落ち着いてから少しの間、気まずい沈黙が続いたが、ほどなくドアが開いて一人の女性が姿を現した。


    　落ち着いた色調で統一され、胸を強調するようにデザインされた服。膝ひざうえまでのニーソックスを履はき、頭にはフリルで飾られたカチューシャをつけている。見るからにメイドといった趣おもむきの恰かつ好こうだ。カチューシャとエプロンには、ワンポイント可愛かわいらしい兎うさぎのアップリケが入っていた。


    　前髪を左右に分け、耳の脇わきからひと条すじだけ長く垂たらしている。横髪の一部が跳はねた感じに飛びでていた。


    「うちの家事をお願いしている、八や重え樫がし硯すずりさんです」


    「…………」


    　硯と紹介された彼女は、黙ったままペコリっとお辞じ儀ぎしてみせ、それから無む駄だのない動作でテーブルにティーカップを並べはじめた。


    　めいめいの眼めの前に、湯気のたちのぼるカップが置かれる。


    「…………」

  


  [image: ]


  
    　その間、硯すずりはひと言も言葉を発さなかった。どうもあまり歓迎されていない。


    　続けて並べ置かれた皿には、同どう心しん円えん状の焼き菓子──


    「バウムクーヘン……」


    　呉くれ羽はが感慨深く呟つぶやくと、硯はかすかに眉まゆを動かした。


    「……お嫌いでしたか？」


    「いいえ、とんでもない」


    　硯の懸け念ねんを呉羽は慌てて打ち消し、続けてニコリと笑ってみせた。


    　よほどご執しゆう心しんの様子だ。


    「でしたら結構」


    　硯は眼めを細めて短く応こたえ、皿を並べ終えるとまたペコリっと頭を下げて、客間から出ていった。


    「硯さんには、母さんが死んでからズット、うちのなかのことを全部してもらってるんです」


    　硯が姿を消してから、棗なつめはそう説明した。


    　母親が死亡してからというと、五年前から働いていることになるのだろうか。しかしさっきの硯という女性は、どう高く見積もっても十七、八くらいにしか見えなかった。


    　年齢不ふ詳しような人だ。


    「お母さんとお姉さんが亡くなって、お父さんが失しつ踪そうしている……というと、今はこの家には」


    　テーブルに置かれたカップを手に取り、[image: ]たつみは訊きいた。


    「三人だけですよ。おれと、妹の山さん査ざ子し、そして硯さん」


    　カップに口をつけ琥こ珀はく色の液体を啜すすりながら、[image: ]は、三人で暮らすには大きすぎる家だなと、漠然と思った。


    　当たり障さわりのない会話を交わしたのち、


    「お父さんが姿を消したという事件のことなのだけれど……」


    　バウムクーヘンを食べるのに集中していた呉羽がフォークを置いて口を開き、ようやく本題に入ろうとする。


    　菱ひし沼ぬま藤とう嗣じの失踪について調べることが、ここまで来た目的のひとつだ。どうしてもこの家の人間の口から事件について聞きだしたい。


    「失踪したというのは、具体的にどんな状況だったのかしら」


    「どうしてそんなこと訊くんですか」


    　棗からすれば、呉羽たちが父の描き遺のこした絵に興味を持つのは理解できるとしても、父の失踪についてまで関心を示すのは納得できないのだろう。


    　膝ひざのうえで両手を組み問い返す棗に、呉羽は、一連の失踪事件に自分の身内も巻きこまれた可能性があり個人的に調べているのだと説明した。


    「ふぅん、そんな事情が……。すると、昼休みおれに話しかけてきたのも、最初からそれが目的だったわけですか」


    「半分は、ね……。けれど、絵に興味があったのも本当よ」


    　気分を害しただろうかと心配しながら答える呉くれ羽はに、棗なつめは、


    「まあ、どちらでもかまいませんがね。でも、おれから話せることなんてありませんよ。無む駄だ足あしってもんじゃないかな」


    「たんにいなくなったというだけじゃなくて、血けつ痕こんが残っていたのだとか」


    「ああ……さっきの広間の床にね。かなり出血が激しかったらしく、絨じゆう毯たんにドップリ染みこんでいました」


    　自分の肉親のことだというのに、棗は何でもないように話す。よほど父のことが憎いのだろう。


    「君も現場を見たの？」


    　[image: ]たつみが質問を挿はさんだ。


    「最初に発見したのは妹でした。おれが廊下を通りかかると、入り口に山さん査ざ子しが立って怯おびえたように震えていて……どうしたんだと訊きいても答えず、様子がおかしかったんでおれも広間のなかを覗のぞきこんでみると、血痕が残っていたというわけです」


    「すると妹さんは……何か眼めにしたのかしら？」


    「いや……。妹も、広間に行ってみたら血の跡が残っていただけで、父の姿は見当たらなかったと」


    　更にいくつか質問を重ねたが、棗が知っているのはそれくらいらしく、たいした情報は引きだせなかった。


    　呉羽が落胆しかけていた時、客間のドアが開き、そこで菱ひし沼ぬま藤とう嗣じの失しつ踪そうに関する話題はいったん途切れた。


    　入ってきたのは硯すずりではなく、先ほどホールで顔を合わせた少女だった。


    「山査子と申します」


    　少女は丁寧な仕し種ぐさで深ぶかと頭を下げ、兄の隣に腰を下ろした。


    　[image: ]はあらためて眺めて、人形のような少女だと思う。


    　小柄で細い。かるそうな……というより、フワリと宙にでも浮いていそうな印象。腕など容た易やすくポキリと折れてしまいそうだ。


    　彼女の挨あい拶さつを受けて、[image: ]たちもそれぞれ自己紹介する。


    「あざみさん……って、変わったお名前ですね」


    　あざみが名乗ったところで、山査子はそんな感想を洩もらした。


    「うー、よく言われるかな」


    　彼女の名にしても充分変わっていると思ったが、あざみは反論するでもなく決まり悪そうに頭を搔かいた。


    「やはり、植物の……？」


    「まーね、親はそのつもりでつけたんだと思うけど。花言葉が『復ふく讐しゆう』とか、ロクなもんじゃないよ」


    「いえ？　素敵なお名前じゃないですか」


    　山さん査ざ子しは可お笑かしそうに言った。本心だか冗談だかわかりづらい。


    「あざみさん……呉くれ羽はさん……[image: ]たつみさん……」


    　[image: ]たちの顔を順に見み較くらべ、嚙かんでふくめるように山査子は三人の名を復唱した。


    「随ずい分ぶん大おっきい家だけど、こーんな所じゃ不便じゃない？　まわりにお店とかもないし。出かけるにしてもイチイチ大変そうってーか」


    　客間の広い室内を見まわしながらあざみが言うと、山査子は不思議な顔をした。


    　それからポツリと呟つぶやいた。


    



    「外には、出られないのです」


    



    　一瞬、[image: ]には彼女の言った意味がわからなかった。


    「出られない？　……って、この家から？」


    「はい。私は、この建物から外に出ようとすると、足が竦すくんでしまって」


    　一歩も出られないのだという。


    「軀からだが震えて、頭が痛くなって……何度試してみても、無理なのです」


    　──屋おく外がい恐きよう怖ふ症しよう、そんな単語が[image: ]の頭に浮かんだ。


    「でも……それじゃあズットこの家に？」


    「ええ、ずうっと」


    　眼めを閉じ、語尾を伸ばして山査子は答えた。


    　それでこんなに蒼そう白はくな肌をしているのか、と思いながら[image: ]は彼女の顔を眺めた。


    　窓のない建物のなかで暮らしているのでは、陽ひの光を浴びる機会もほとんどないだろう。それにしても、一歩も外に出られないとは。不思議に思ったが、さすがに初対面でそんなことまで訊きくのは気が引けた。


    「ずうっと、ここで暮らしてきました。そして、ずうっと……ここで暮らすのでしょう」


    「ふにゃー……こんな丘のうえの一軒家でズット暮らしてるなんて、寂さびしくない？」


    　あざみは遠慮がない。


    「寂しく……？　フフ、そんなことはありません」


    「ふうーん？」


    「家族が……いてくれますから」


    　あざみが腑ふに落ちないといった感じで相あい槌づちを打つと、山さん査ざ子しは微笑ほほえんで、隣に座る兄に眼めを流した。彼女の視線に応こたえて、棗なつめは穏おだやかな微笑を返してみせる。随ずい分ぶんと妹のことを大事にしているらしい。


    「それに、素敵なおうちでしょう？　まるで私たちも絵のなかにいるみたいで……」


    　と、言いかけた途中で山査子の動きが急にピタッと止まった。彫像のように硬まってしまって動かない。


    「……？」


    「ああ、心配することはありませんよ」


    　どうしたのかな？　と揃そろって頸くびを傾かしげる[image: ]たつみたちに、棗が涼すずしい顔で応えた。


    　恰ちよう度どその時、カチャリとドアが開くと、盆ぼんを手にした硯すずりが入ってきた。


    「…………」


    　硯は無言で山査子のそばに歩み寄り、盆に載った壜びんの蓋ふたをきゅいとまわし開けた。硬直したままの山査子の顎あごをくいと持ちあげて上向かせると、濃のう褐かつ色しよくの壜を彼女の口くち許もとに運び、静かに傾ける。


    　なかに入っているのは蜂はち蜜みつらしかった。


    　琥こ珀はく色に粘ねばつく液体を口内に流しこんでいく。


    「んくんく…………ん……んく……」


    　[image: ]えん下かするたび、山査子の真っ白な喉のどが上下する。その動きは止まることなく、蜂蜜は最後の一滴まで小さな唇へと流れ消えた。


    　蜂蜜をひと息に飲みほすと、山査子は壜の口から唇を離し、満足そうに「はふぅー……」と甘ったるい息を吐いた。頰ほおがうっすらと紅潮している。


    　その仕し種ぐさが艶つやっぽく見えて、[image: ]はドキリとした。


    「……それ、美お味いしいの？」


    　あざみは両手で喉を押さえ、うぇーっという感じの顔をした。


    「はい、トッテモ。よろしければ、あざみさんもいかがですか？」


    　山査子は満面に笑みを浮かべた。


    「いやっ、いーよいーよ！」


    　あざみはブンブンと頸を横に振った。


    　甘いものは好きだけれど、蜂蜜の原液だけを飲むなんて真ま似ねはさすがに御ご免めんだ。想像するだけで喉がぞわぞわとむず痒がゆくなってきそうだった。


    　呉くれ羽はも、薄うす気き味み悪い光景を眼にしてしまったと言わんばかりに眉まゆを顰しかめている。


    「お嬢様は、蜂蜜が大の好物で。切れると……止まってしまうのです」


    　カラになった壜を盆のうえに戻して、硯がそんなふうに説明した。


    「以前からホットケーキを焼いても蜂蜜のかかった部分しか食べなかったのですが……最近は直接蜂はち蜜みつを飲むようになって……」


    　硯すずりは頰ほおに手を添そえて、困ったような表情を浮かべてそう続けた。


    　あざみは、盆ぼんのうえの壜びんと山さん査ざ子しの顔を見み較くらべるようにして、なんだか変わった子だなと思った。


    　硯たちがそんな会話を交わしている一方で。


    「……おや」


    　棗なつめが壁の方に眼めを向けた。客間の壁には六枚の肖像画が飾られていたのだが、そのうちの一枚を鋭い視線で睨にらみつけている。


    「どうも曲がっているな……」


    　低い声でボソリと呟つぶやいた。


    「どうかしたの？」


    　何だろうと[image: ]たつみが眺めていると、棗はソファから立ちあがり、壁際に歩み寄ると額がく縁ぶちに手をかけカタカタと動かしはじめた。


    　掛けられた絵の角度を整えているようだ。


    　[image: ]には特に傾いているようには思えなかったのだが、棗は気になって仕方がないらしい。


    　ひどく思いつめた表情で、棗は無言で絵と格闘し、異様なまでの細心さで角度を調整していた。


    　思い通りにいかなくて苛いら立だっているみたいだったが、やがてピタリと手を止めた。それから手を離し後ろに下がると、顎あごに手を当てた姿勢で掛け直したばかりの絵をジックリと眺める。


    「これでよし」


    　満足そうに頷うなずいて、再びソファに腰を下ろした。


    「……几き帳ちよう面めんなんだね」


    　[image: ]は思ったままを口にした。


    「そうかい？　だって、傾いてると気になるじゃないか」


    「うーん……？」


    「曲がったものを見てると胸がムカムカしてくるね」


    　棗は自分の手を見下ろし、苦にが虫むしでも嚙かみ潰つぶしたような表情を浮かべると、吐き棄すてるように言った。


    　そういえば昼休みにも、タイが曲がっていると言っていきなり摑つかまれたな、と[image: ]は思い返した。それにしたって神経質すぎる。


    　釈然としない思いで、[image: ]は再び紅茶を口にしようとテーブルに手を伸ばす。その時、不意に山査子が[image: ]の手に眼を止めた。


    「あら、その指」


    「え？」


    「指先に、赤いものが……」


    　山さん査ざ子しから指摘されて、[image: ]たつみはカップへ伸ばした右手を差しあげてみた。


    　見れば彼女の言う通り、人差し指の先から血が滲にじんで赤く汚れていた。この家に来る途中で茂みの葉に引っかけでもしたのかもしれない。


    「ああ……」


    　[image: ]は手て頸くびから先をかるく振ってみた。指摘されて気づいたくらいの、何でもない怪け我がだ。痛みもしない。


    　山査子は、[image: ]に向かっておずおずと両手を差しだした。


    　彼女の手は宙ちゆう空くうをフラフラ危なっかしくさまよったのち、[image: ]の手を捉とらえた。山査子は小さな傷を負った指先をジッと凝み視つめ、それからおもむろに、


    



    「ぁむ」


    　口にふくんだ。


    



    「なぁッ──!?」


    　横で見ていたあざみが裏返った声を上げた。が、それ以上続けられない。口をパクパク開閉させるばかりで言葉が出てこなかった。

  


  [image: ]


  
    　[image: ]たつみは、何をされたのかよく理解できないまま硬まった。


    　──え、と……指、ゆびが……


    　自分の指が、山さん査ざ子しの唇に咥くわえられている。


    　野の苺いちごの実のような唇だ。


    「ん……んっ、…………んん……」


    　彼女の喉のどの奥から声が洩もれてくる。


    　さっき蜂はち蜜みつを飲んだばかりで、口のなかは粘ねばついている。指先に当たったやわらかい舌が動くのを[image: ]は感じた。ちゅぷ……と、かすかに唾だ液えきの音がした。やがて傷口を探しあてた舌が念入りになぞってくる。


    「……んむ、……ちゅ……っ……」


    　痛みと、また別な刺激が指先に走った。ゾクゾクする。


    　捉とらえられた手を[image: ]が動かそうとすると、


    「ん、まだ……らめれす……」


    　山査子はそう注意するだけで口を離そうとしなかった。


    　横からそそがれる呉くれ羽はとあざみの刺すような視線。早く離してほしいと思う一方で、終わってほしくないとも願ってしまう。複雑な心もちだった。


    　たっぷり一分あまりその状態が続いてから、山査子はようやく口を離した。


    「はい、綺き麗れいになりました」


    　唾液に濡ぬれた唇が、何でもないことだというふうにささやいた。


    「あ……あ、りが、と」


    　[image: ]はどうにか礼を言った。頭がポーっとしてしまって、それだけしか応こたえられない。


    　隣に座る呉羽は無言で、タダ侮ぶ蔑べつの視線を[image: ]に向けていた。


    「なにゃ、なっ、な、何してんのよッ!?」


    　あざみに物もの凄すごい勢いで怒ど鳴なられて、しかし山査子はキョトンとするばかりだ。


    　山査子の落ち着きはらった態度に、あざみはますます腹立たしく感じた。


    「血ぃ出てるって、そんなんほっときゃ治なおるわよ!!　[image: ]も！　なに嬉うれしそうな顔してんのよっっ!!」


    「や、嬉しそうな顔なんてしてないよ!?」


    　急に鉾ほこ先さきを向けられて、[image: ]は頸くびを横に振った。やけに機械的というかぎこちない動きになってしまった。


    「どうしてそんなに剣けん呑のんなのです。どこか後ろめたいことでも？　それとも……あざみさんがしてさしあげたかったとか？」


    　テーブルの向こう側から、山査子が小頸を傾かしげてあざみを見返す。


    「あた……が、……っ！」


    　あざみは猛烈に舌を嚙かんだ。


    「なら、そう言ってくださればよかったのに。遠慮なさることありませんよ」


    「……っ、…………つ……」


    　想像してしまったのか、あざみの顔が急激に赤くなった。


    「──っなワケないでしょッ!!」


    　必要以上に力をこめてあざみは否定した。


    「フフ、ならかまわないじゃないですか」


    　ニッコリと笑ってみせる少女に、あざみは毒どく気けを抜かれて、それ以上責める気が失うせてしまった。


    



    　[image: ]たつみが息をついていると、知らぬ間にそばに立っていた硯すずりが、制服の襟えり首くびをくいくいと引いた。


    「え、あの……？」


    「失礼、少しばかりこの方お借りしますね」


    　呉くれ羽はとあざみに微笑を向けてそう断ってから、猫の頸くびを摘つまんで運びでもするように、有う無むを言わさず引っぱって[image: ]を部屋の外へ連れだした。パタリと後ろ手にドアを閉じ、廊下の壁に[image: ]の背を押しつけると、急に表情を厳しくした。


    「責任はとってもらえるのでしょうね？」


    　[image: ]の顔に人差し指を突きつけて声も鋭く詰なじる。


    「責任っ!?　って何の──？」


    　何のことを言われているのかわからず戸と惑まどいつつ、[image: ]は問い返した。


    「シラを切ろうとしても無む駄だですよ。動かぬ証拠があります」


    　硯はどこからともなくデジタルカメラを取りだし、[image: ]に見せつけた。その画面には、先ほど山さん査ざ子しが[image: ]の指を咥くわえた場面が写っている。


    「お嬢様にこんな真似をさせた責任です」


    「わぁ!?　いつの間に撮って……？」


    　思いがけないものを見せられて、[image: ]は狼狽うろたえた声を上げた。撮られていただなんて全然気がつかなかった。


    「どんなことがあろうとシャッターチャンスは逃のがしません」


    　片手にデジカメを構えもう片方の手を腰に当てた恰かつ好こうで、硯は誇らしげに胸を張る。


    「それに『させた』って、あれはあの子から……!?」


    「言い逃れしようとする……往おう生じよう際ぎわが悪い」


    　硯から鋭い眼めで睨にらまれて、[image: ]は口にしかけた言葉を呑のみこんだ。


    　硯は肩を竦すくめてひとつ溜ため息いきをつくと、


    「お嬢様に釣りあう男とも思えませんが、こうなった以上は仕方ありません。今後は結婚を前提としたおつきあいを……」


    「結婚っ!?」


    「何かご不満でも？」


    　またぞろギロリと睨にらみつけられる。


    　どうも彼女は、山さん査ざ子しが[image: ]たつみのことを気に入ったと考えているみたいだ。しかし結婚を前提にだとか話が飛躍しすぎている。


    　──この人が一番怖いな……と、[image: ]は息を呑のんだ。


    「……やはり、胸ですか？」


    「はっ？　え……？」


    「たしかにお嬢様は同年代の子と較くらべても胸の発育はよろしくないかもしれませんが、それだけで決めつけるなんてアンマリじゃありませんか？　非人道的です。時間さえ経たてばお嬢様も人並みに……」


    　真剣に詰め寄ってくる硯すずりの勢いに圧おされて、見当違いのことで責められても、[image: ]は反論できなかった。


    「いえ、何もそういった感情を認めないというわけではありませんよ？　けれど、お嬢様にはそうしたことはまだ早すぎるというか……万が一のことがあると大変というか……」


    「は……あ」


    　もごもごと語尾を濁にごす硯に、[image: ]は、よくわからないまま茫ぼう然ぜんと相あい槌づちを返すことしかできない。


    「ただ──もし、もしもですよ？　あなたも年とし頃ごろの男性ですし、もしもの仮定としてですが、どうしてもその……持てあますということがありましたら、……」


    　硯は羞しゆう恥ちをこらえるように視線を外し、口くち許もとに手を添そえた。


    　何を言わんとしているのか[image: ]が呑みこめずにいるうちに、硯は迷いを吹っきるようにキッと向き直ると胸に手を当てて、


    「──私が」


    「えっ？」


    「私が、代わりに……」


    「……え……」


    「ですからその時は、遠慮なく言ってください。私にできる限りのことをさせていただきます」


    「えええええぇえぇ────っ!?」


    　できる限りのコトって何を何をなにを。


    「……な……ん、な、…………っ……」


    　戸と惑まどう頭に更に追い討ちをかけられて、[image: ]はガクガクと軀からだを震わせた。邪よこしまな想念が頭を満


    たしそうになって必死で頸くびを振る。


    「あのっ、何を、……って……」


    　何を言ってるんですか、と訊きこうとしたのだが、


    「ですから、できる限りのことをです」


    『何をしてくれるんですか』と勘違いしたらしい、迷いのない口調で返された硯すずりの答えが、[image: ]たつみの脳を刺激する。


    「そうですね、たとえば──」


    　言うなり、硯は両手で[image: ]の頭を引き寄せた。


    　豊かな胸にむにゃりと顔を挟はさまれ押しつけられる。


    「……ぅ、んぅー……!?」


    　胸の谷間に挟まれたまま[image: ]は呻うめきを洩もらした。


    　やわらかく量感溢あふれるふくらみに圧迫されて目がまわる。息が詰まって苦しいのだか心ここ地ち好よいのだかよくわからない。


    「どう……ですか？」


    　頭上で甘やかな声がささやかれる。


    「……うぁ、むー……」


    　尋たずねられても、[image: ]はくぐもった声を洩らすことしかできなかった。


    「ちゃんと答えてくれないとわかりません」


    　硯は[image: ]の頭を抱えた両腕によりいっそうの力をこめる。

  


  [image: ]


  
    　酸素が欠乏して[image: ]たつみの意識が遠くなりかけた頃ころ、硯すずりはようやく手を放した。


    「えふ、…………はぅ……っ」


    　解放されて、[image: ]はクラアっとよろめき大きく呼吸した。


    「少しは落ち着きましたか？　なんでしたら、直接……」


    「いえ、結構ですっ!!」


    　更なる挑発に及ぼうとする硯を、[image: ]は慌てて引き止めた。これ以上何かされたらホントにどうにかなってしまいそうだ。


    「……そうですか」


    　硯はすいと姿勢を直し、コホンとわざとらしく咳せき払ばらいした。


    「か、勘違いしないでくださいね？　これもすべてお嬢様のためですから……。お嬢様を泣かせたりしたらタダじゃおきませんよ？」


    　胸元を正しながら告げる彼女の口調はつとめて平静を保とうとしていたが、息が乱れていた。


    「それはそれとして」


    　昂こう奮ふんおさまらぬ[image: ]をよそに、硯はふぅと息を整えそこで話題を打ち切った。


    「ひとつご注意を。この家では、時々不思議なことが起きます」


    「……不思議なこと？」


    　硯はコクリと頷うなずく。


    「って、一体……？」


    「そのうちわかります」


    　謎なぞめいた言葉を残して、硯は廊下の奥に歩み去った。


    　ホッと息をついて、[image: ]は頰ほおに掌てのひらを当ててみた。柔やわ肌はだの感触が残っている気がする。


    　──なんか……大胆というか突とつ拍ぴよう子しもない人だな……。


    　心を鎮しずめてから客間に戻ると、呉くれ羽はが山さん査ざ子しに、千ち夜やのことを尋たずねているところだった。


    「愉たのしい方で、絵についても詳しくてよく話し相手になってくださいましたが……行方が……？」


    　頸くびを傾かしげる山査子に、呉羽は頷いた。


    「まあ、それは……」


    　山査子は心配そうな表情を見せたが、


    「でも、信じて待っていれば、きっとまた会えますよ」


    　そう言って笑ってみせた。


    　こんな年下の子に慰なぐさめられるなんて変な気分だなと思いながら、[image: ]は呉羽の隣に腰を下ろした。


    　続けて、呉羽は藤とう嗣じの失しつ踪そうについて訊きく。


    「あなたのお父さんも行方不明になっているのでしょう？　お父さんがいなくなった日……何かおかしな様子などはなかったかしら」


    「様子……ですか」


    　山さん査ざ子しは紅茶を口にしようと、テーブルのうえのカップに手を伸ばした。


    　真っ白な手が宙ちゆう空くうを弱々しく横切ってテーブルの方へ近づいてゆく。


    　だが動揺しているのか、震える指先はカップを摑つかみそこね、陶製の容器は床に落ちた。零こぼれた紅茶が絨じゆう毯たんのうえにゆっくり拡ひろがって濃い染みをつくる。


    「厭いやだわ、カップが……」


    　山査子は顔を顰しかめ、失しつ態たいを取り繕つくろうように小声で言った。紅茶を零しただけにしては大おお袈げ裟さな表情だった。


    　床に転がったカップを拾ひろおうと身を屈かがめようとして、山査子は途中で動きを止めた。絨毯の染みを凝み視つめ、


    「あの時も、グラスが落ちて……」


    　そう呟つぶやいて口を噤つぐんだ。


    「あの時？」


    　[image: ]たつみが続きを促すと、山査子は顔を上げた。


    「ええ……」


    「何が……あったの？」


    　呉くれ羽はが身を乗りだす。


    　思い出したくないことでもあるのか、山査子の顔が曇くもった。やがて彼女は重い口を開いた。


    「あの日の夜……父さんがいなくなる前、広間で、二人でお話ししたのです。父さんはどことなく怒っているようでした」


    「怒って……？　どうしてかしら」


    　呉羽が尋たずねると、山査子は頸くびを横に振った。


    「理由はわかりませんでしたが、苛いら々いらとした様子で……私は哀かなしくなってしまって。つい、父さんにひどいことを言ってしまったのです。


    　言った後でスグ後悔しました。気分が悪くなって、……足がフラフラとして、壁に手をついて、父さんが差しだした手を私は払ってしまいました。テーブルからグラスが床に落ちて、赤く染まって……姉さんと同じようになってしまうのではないかと……」


    　──姉さんと同じように？


    　山査子の口にした言葉に、呉羽は引っかかるものを感じたが、彼女の声をさえぎらずそのまま耳を傾けた。


    　山査子は譫うわ言ごとのように続ける。


    「怖くなって、私は広間を飛びだして部屋に戻りました。一度ベッドに潜もぐりこんで……、それからやっぱり父さんに謝ろうと思って広間に戻ると……誰だれもいなくて……。本当に、床が……赤く──なっていて。私は、カタカタ震えました……そうして…………」


    　そこまで話したところで、山さん査ざ子しは続けるべき言葉を見失ったようだった。


    「──そうして……」


    　声が震える。


    「そうして……そうして…………」


    　顔色が蒼そう白はくだ。


    　彼女の心のなかで何かが鬩せめぎあい、続きを喋しやべりたいのにどうしても続く言葉が出てこない、そういった感じだ。その先は思い出したくないことなのかもしれない。これ以上、無理に喋らせるわけにもいかないだろう。仕方なく、呉くれ羽はは山査子の話を止めた。


    「ごめんなさい、少し……気分が」


    「いいえ、こちらこそ変なこと訊きいてしまったわね」


    　蒼あお褪ざめた顔で詫わびる山査子に謝り返しながら、しかし呉羽は、菱ひし沼ぬま藤とう嗣じの失しつ踪そうに関してやはり何か秘密が隠されていそうだと疑いを深くした。


    　山査子の具合が悪いようだったので、それ以上問い質ただすことも憚はばかられ、とりあえず彼女を休ませることにした。
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    　客間から山さん査ざ子しの部屋に向かう途中。


    　とりとめのない会話を交わしながら移動していると、相変わらず覚おぼ束つかない足取りで歩いていた山査子が不意にクラリとよろめいた。倒れかけた彼女の軀からだを[image: ]たつみは咄とつ嗟さに抱き止める。


    「あ、と……大丈夫？」


    　腕のなかのやわらかい感触にドキドキしながら、危なっかしい足取りだな、と[image: ]は思った。


    「はい……、あの……ありがとうございます……」


    　[image: ]を見上げて頰ほおを赤らめ、山査子は身を離した。


    　そんな二人の様子を後ろから眺めて、あざみは面白くなさそうにフンっと顔を背そむけた。


    　と──視線の先、廊下の壁にあざみは獣けものめいたものの影を目撃した。全身を黒々とした毛に覆おおわれた、狒ひ々ひのような形の何か。


    「えっ……？」


    　驚いて眼めを凝こらす。


    　だが見たと思った次の瞬間にはもう、その影は跡あと形かたもなく消えていた。


    「──いま、変なのいたよ!?」


    　あざみは[image: ]たちに眼にしたばかりのものを訴える。


    「変なの……？」


    　呉くれ羽はが疑わしそうな眼をあざみに向ける。


    「えーと、何だろ、なんか兇きよう悪あくそうな獣？　ってーか、ちょっと悪魔っぽい感じの……」


    　あたふたと両手を動かしながら述べたてるあざみの説明は、いかにも要領を得ない。


    　指差す方に[image: ]と呉羽が視線を向けてみても、そこには彼女が見たという獣の影も形もなかった。


    「ぅー、まさかオランウータンとか飼ってないよね……？」


    「そんなもの飼ってるわけないだろう。寝ね言ごとみたいなこと言う女だな」


    　あざみが控えめに尋たずねてみると、棗なつめは鼻を鳴らして否定した。


    「本当に見たの？」


    　呉羽も眼を細めて半信半疑……というよりあきらかに信じていない表情だ。


    「ほんとだって！　最近なんか眼の調子悪いけど、幻げん覚かく見るほどじゃないよ！」


    　必死で主張するあざみを眺めて、[image: ]は頸くびをひねった。冗談を言っているようには見えない。しかし、家のなかに獣だなんてにわかに信じられることでもなかった。


    　訝いぶかしく思っているところ、[image: ]の背後から硯すずりがスゥと現れた。


    「言ったでしょう？　不思議なことが起きると」


    　驚く[image: ]たつみにひと言だけささやいて、再び静かに歩み去る。


    　──あなたが一番不思議なんですけど……。


    　[image: ]は胸のうちで呟つぶやいた。


    　あざみの目撃談はほぼ黙殺される形となって、山さん査ざ子しの部屋に落ち着いた。山査子はベッドに潜もぐりこみ、枕まくら代わりに置いたクッションに深ぶかと上体をもたせかける。


    　室内にはシンと、まるで沈黙こそがこの部屋の真の主あるじだとでも言うように、静かな空気が満ちていた。


    　なんとなく居心地悪く、あざみはキョロキョロと室内を見まわした。


    「随ずい分ぶん……広い部屋だねー？」


    　ひっそりとした雰囲気を混ぜっ返すように言うと、


    「そうですか？」


    　山査子は頸くびを傾かしげてみせた。


    　二人のやりとりを聞いて[image: ]は、どうも自分のような庶民とは感覚がズレているみたいだ、と息をついた。


    　十畳あまりもある広さに対して、家具の少ない部屋だった。


    　娯楽品の類たぐいもほとんどない。彼女は家から外に出られないのだと言っていたが、こんな部屋で一日何をして過ごしているのだろう。


    　壁際の書棚には、実物に混じって、例によって壁面に描かれたものもあった。偽にせ物ものの窓には、熱帯雨林らしき、蔦つた植物や見慣れない植物に覆われた濃い緑の風景が描かれていた。そして、壁に掛けられた時計……と見えたのもまた絵で、勿もち論ろん針は静止したまま動かない。


    　どんな本を読んでいるのかと[image: ]が興味を惹ひかれて書棚を眺めてみれば、やはりと言うべきか画集が多い。図鑑の類いも数冊あった。星座図鑑、動物図鑑、人形図鑑、植物図鑑。


    　ベッド脇わきの机のうえには、分ぶ厚あつい本が何冊も積まれていた。その横に蜂はち蜜みつの壜びん。よほど蜂蜜が好きらしい。


    「あなたはどういった絵が好みなのかしら？　お兄さんはモンドリアンが好きと言っていたけれど」


    　黙ったままというのも気詰まりなので、おもむろに呉くれ羽はが話題を振った。


    「私は……ああいうのはちょっと……」


    　山査子は申し訳なさそうに語尾を濁にごす。


    　モンドリアンが好きという小学生もあまりいないだろう。[image: ]にしても、美術の教科書で見たけれどよくわからない絵だという印象しか持てなかった。


    「そーだよね、あんなのツマンナイよねっ」


    　勢いを得てあざみが相あい槌づちを打ち、そばに立つ棗なつめに勝ち誇った顔を向ける。妹の手前、反論するわけにもいかず、棗は困ったような苦笑を浮かべた。


    「ご本を一冊取っていただけませんか」


    　山さん査ざ子しは机を指差した。


    　彼女の所しよ望もうするまま、[image: ]たつみは机に積まれた本から一冊の画集を取ると、山査子に手渡そうとした。


    　受けとろうとして、山査子が小さな手を差しだす。本を持った[image: ]の右手に、山査子の指先が触れた。


    「あ……」


    　渡そうとした本ではなく、何な故ぜか山査子は[image: ]の手を握っていた。


    　[image: ]はドキッとして指の力を緩ゆるめてしまい、分ぶ厚あつい画集は二人の手をすり抜けバサリとひろがって床に落ちた。


    「あっ、ごめん……」


    　大事にしている本を傷いためてしまった。気を悪くしただろうかと心配しながら、[image: ]は、でもどうして手を握られているのかな……とも意識して落ち着かなくなる。


    「いえ……私も時々、ボンヤリすることがありますもの」


    　機嫌を損そこねたふうでもなく、羞はずかしそうに山査子は微笑し、握っていた手を放した。[image: ]は本を拾ひろって表紙をかるく払うと、今度は彼女の膝ひざに載のせた。


    　山査子はシーツのうえでおもむろに画集をひろげる。


    　恰ちよう度ど開いた頁ページには、一枚の絵が載っていた。


    　一人の男の、胸からうえの部分が描かれている。これといった特徴もない青年の顔には、何の表情も浮かんでいない。静かな眼差まなざしがこちらに向けられているだけだ。


    　だが男は、右手に[image: ]けん銃じゆうを握り顳こめ顬かみに押し当てていた。


    　今にもその引き金を引いて自殺するところに見える。金属製の銃身の光こう沢たくが、その絵のなかで最もなまなましかった。


    　──厭いやな絵だな。


    　と、[image: ]は表情を曇くもらせた。


    　その顔にもっと、哀かなしみだとか絶望だとかが浮かんでいたならば、自殺する男の悲ひ哀あいを描いた絵だと理解できるだろう。しかしここに描かれた青年は、いかなる理由とも無関係に自らの命を絶とうとしているようで、即そく物ぶつ的てきな死を予感させるのだった。


    　紙の質感を確かめるように、山査子は印刷された絵を右手でなぞった。平面のうえを動く指が、スゥゥ……と、擦こすれる音を立てた。


    「君は絵は描かないの？」


    　山査子の手の優雅な仕し種ぐさを眺めながら、[image: ]は訊きいてみた。


    「私は……全然ダメです。昔、描いてみたこともありますが、ぜんぜんうまく描けなくて。姉さんはトテモ上手でしたけれど……。私には才能がないということでしょう」


    　寂さびしそうに言う山さん査ざ子しの横顔を、棗なつめが複雑な表情で見下ろしていた。


    　話しながら、山査子はパラパラと画集の頁ページを捲めくった。そのたびにしゃらりと、紙の乾いた音が立つ。


    　書棚を眺めていた呉くれ羽はは、『不思議の国のアリス』を目め敏ざとく見つけた。


    「あら、ルイス・キャロルも好きなの」


    　嬉うれしそうな声で呼びかけ書棚から『アリス』をすいと抜きとると、山査子の膝ひざに置いた。


    「はい、素敵なご本ですね。特に絵が」


    　応こたえながら山査子は新たに渡された本を開いて、挿さし絵えを撫なでる。やはり興味の中心は絵らしい。


    　紙面に印刷された絵を眺めながら、山査子はコロコロと表情を変え、時折クスクス忍び笑いさえ洩もらしたりした。


    　まるで、そこに描かれた風変わりな登場人物たち──人間ではないものも多分に含まれているが──懐中時計にせわしなく眼めを向ける三さん月がつ兎うさぎ、ドードー鳥、お茶会の席に座った帽子屋、巨大な翼つばさを持つグリフォン、ニヤニヤ笑いを浮かべたチェシャ猫、トランプの頸くび斬きり役人……そういったものたちとひそやかな会話でも交わしているように。


    　山査子の仕し種ぐさを眺めて、呉羽は口くち許もとを緩ゆるめた。アリス好きには無条件で親近感を抱いだいてしまうみたいだ。


    「それにやっぱり……父さんの絵が好きです」


    　パタリと本を閉じると、山査子は誇らしげに言い、顔を上げて正面の壁に眼めを向けた。


    　[image: ]たつみは、先日『毘び沙しや門もん』で呉羽も『父とう様さまの描く絵は好きだった』と言っていたのを思い出し、自分の両親のことを、


    　考えようとして──そこでハッと思い当たった。


    　──両親はいない。


    　自分には姉の有あり菜ながいるだけだ。


    　両親なんて……いない。


    　爆発事故の影響で過去のことを憶おぼえていないのは仕方ないとしても、現在、両親がいないのはどういうわけだろうか。


    　これまで、無意識裡りに考えることを避けていた気がする。姉と二人きりの生活を当然のこととして捉とらえていた。


    　──何かの理由で別居しているのだろうか。それとも……


    　帰ったら姉さんに訊きいてみよう、と[image: ]は思った。


    「絵を描いている父さんのそばに立って、絵筆を握った手を、華やかな色の塗ぬりつけられてゆく画が布ふをジッと眺めるのが愉たのしみでした。父さんは一心に画布に向かって、私がいることに気づいてもいないふうでしたけれど……それでもトテモ倖しあわせな時間でした」


    　山さん査ざ子しはウットリと語る。


    　彼女から見て恰ちよう度ど正面の壁には、二枚の肖像画が掛けられていた。


    　一枚は初老と呼ぶにもまだ早い婦人。切れ長の眼め、スッと伸びた鼻すじ、小さな唇。口くち許もとに穏おだやかな笑みを浮かべている。


    　もう一方は、[image: ]たつみたちと同年代くらいの少女。彼女もまた微笑ほほえんでいるのだが、口の端にわずかに寂さびしそうな色が浮かんでいた。いずれも、ゆったりとした黒い服が胸元を覆おおっている。


    　精せい緻ちな筆ふで捌さばきで描きだされた二枚の肖像画は、本当にその場に人物が佇たたずんでいるような生せい気きを感じさせる。肌の艶つやも髪の光こう沢たくも憂うれいを帯びた瞳も、現実の人間と寸すん分ぶん違わないように見えた。今にも動きだして、視線をこちらに向け唇を開いて語りかけてきそうだ。


    　この家の廊下に描かれた騙だまし絵も見事なものだったが、この肖像画はまた較くらべようもなく真に迫った代しろ物ものだった。


    「あの絵は……？」


    「母さんと姉さんです」


    　なるほど、と[image: ]は納得する。両者とも、表情は笑っているが、どことなく山査子に通じる儚はかなげな雰囲気をたたえていた。


    「五年前に母さんが倒れて、……」


    「ええ、お兄さんから聞いているわ」


    「……そして姉さんも……胸元が赤くなって……。その直後に、私が寂しくないようにと、父さんが描いてくれたのです」


    　寂しくないようにと、亡くなった母と姉の肖像画を描いてくれた……棗なつめから聞いていた藤とう嗣じの人物像とはズレがあるように[image: ]には思えた。もっと冷たい人物を想像していた。


    　山査子は父のことを慕っていたというから、その主観も混じって美化されているのかもしれない。


    　続けて山査子は、父が姿を消した後も、時々客間に肖像画が出現しているのだと話した。


    「出現する……？」


    　客間にはたしか六枚の肖像画が掛けられていたが、そのことだろうか。


    「もともと客間の壁には、何も飾られていなかったのです。真っ白な壁があるだけでした。そこに、父さんが姿を消してから、そう……一枚ずつ、いつの間にか新しい絵が掛けられていて……。あれはきっと父さんが描いた絵なのです」


    「お父さんが？　でも、失しつ踪そうしたって……」


    　[image: ]は混乱して問い返した。


    「ええ。父さんは姿を見せませんけれど……でもどこかにいて、私が寂しくないようにと絵を描いてくれているのです。父さんが私を置いていなくなってしまうはずありませんもの。フフ、明日にでもまた一枚増えているかもしれません」


    　山さん査ざ子しは倖しあわせそうに笑った。心底信じきっている様子だ。


    　そばに立つ棗なつめは、[image: ]たつみたちに向けて曖あい昧まいに頷うなずいてみせた。


    　[image: ]と呉くれ羽はは複雑な視線を交わした。失しつ踪そう事件について情報を得るためにこの家を訪れたのだが、思いがけない話を聞かされて困惑するばかりだった。


    　藤とう嗣じの血けつ痕こんが残っていたとはいえ屍し体たいは発見されていないのだから、生きている可能性もあるだろう。しかし、わざわざこの家に帰ってきているというのだろうか……それも、客間に絵を飾るために？　話が見えない。


    　[image: ]は、梔くち子なしと栞かん奈なの肖像画を調べてみたいと考え、歩み寄った。


    「あの、触さわってみてもいいかな？」


    「まあ、大胆ですね？　……かまいませんよ。優しく……してくださいね」


    　──また妙なことを言う子だな？


    　戸と惑まどいながら、[image: ]は左手で梔子の絵の額がく縁ぶちに、次いで栞奈の絵に触れた。


    〈独白する夢魔アノニマス・モノローグ〉が[image: ]の脳に、その絵にまつわる記憶を映しだす。


    　開いたドアの戸口に、二人の人物の後ろ姿が見える。一人は、この絵に描かれた菱ひし沼ぬま栞奈。もう一人は、後ろ姿なのでハッキリとは確認できないが棗だろうか。二人は並んで立ち、ドアの外を眺めているようだった。不意に棗の軀からだが栞奈に寄りかかって、彼女の軀がドアの外に躍りでて──消えた。


    　息を呑のみ、[image: ]は額縁から手を離した。


    　栞奈は事故で死んだと聞いたが、彼女の死には棗が関わっていたのだろうか。


    「ちょっといいかな」


    　[image: ]は会話が途切れたタイミングを見計らって棗に声をかけた。話したいことがあると告げ、二人は山査子の部屋を出た。廊下を少し行ったところで[image: ]は立ち止まり、棗に振り返る。


    「どうしたんだい」


    「あの……。お母さんとお姉さんのことなんだけど……特に、お姉さんの方。どんなふうにして亡くなったのか……」


    　[image: ]が切りだすと、棗は驚いた顔をした。


    「なんで……」


    「話して……もらえないかな」


    　[image: ]はできる限りの熱意をこめて棗の眼めを凝み視つめた。


    　棗はしばらく考えこんでいたが、やがて意を決したように口を開いた。


    「二人の死は、妹にも深く関わることなんだが……。山査子がこの家から外に出られないのは、母さんが死んだ際の状況が原因なんだ」


    「お母さんの死が……？」


    　棗は重々しく頷いた。


    「もう五年前のことになるが……それまで何の予兆もなかったのに、母さんは恰ちよう度ど玄関を出たところで急に苦しみはじめ、血を吐いて倒れた。山さん査ざ子しもその場に居合わせたんだよ。母さんと姉さん、山査子の三人で出かけようとしていたところだったんだ。姉さんは息絶えた母さんの軀からだにすがりついたが、山査子は、足あし許もとに倒れた母さんをタダ静かに見下ろしているだけだった。あの時の山査子の眼めが、おれには今でも忘れられないよ。


    　眼の前で起きた母の死が、山査子にはよほどショックだったに違いない。それ以来、この家から出られなくなってしまったんだ。きっと心のどこかで、建物から足を踏みだせば母さんと同じようになってしまうと感じているんだろう」


    「そんなことが……」


    　それで──屋おく外がい恐きよう怖ふ症しようなのか。


    「それに、姉さんの死のこともある……」


    　棗は廊下の壁に背をもたせかけ、[image: ]たつみに語るというよりは独り言でも洩もらすような口調で続けた。


    「この家に、玄関以外で唯ゆい一いつ外へ通じるドアがある。三階の、恰ちよう度ど玄関の真上に当たる位置にあるんだがね。父のアトリエの外壁に設けられているんだ」


    「三階に？　窓じゃなくてドアが？」


    「奇妙に思うだろう。ドアが、だよ。それも父の悪いた戯ずらなんだろうか、壁に描かれた偽にせ物もののドアにひとつ混じった本物のドアを開けば、その先は空中──というわけさ」


    　空中に向けて開かれたドアを、[image: ]は想像してみた。


    　実用性という面では何の意味もない。しかし、そこから望める風景をもまた一枚の絵として鑑賞しろという趣しゆ向こうだろうか。それは平面と立体の戯たわむれを演出したこの洋館に相応ふさわしい仕掛けであるようにも思えた。


    「母さんが生きている間は、危険だからそこには近づかないようにとよく注意されたもんだが。たしかに、窓と違って防ぐものが何もなくて足を踏み外せばそのまま外に落ちてしまうから、危ないには違いないんだけれどね。おれは時々、父の留守を見計らってはその部屋に忍びこみ、ドアを開けて高みから外の景色を眺めるのが好きだった」


    　その気持ちは、なんとなく理解できる。


    「窓のないこの家で唯一、外の風景が一望できる場所ってわけだね」


    「ああ。……その日も、おれはそこから外を眺めていた。すると廊下から姉さんがやってきた。そんな所にいると危ないわよと言われたが、おれはかまわず立っていた。姉さんもそばに寄ってきて隣に立ち、外を眺めた。何な故ぜか少し元気がないようだった。


    　姉さんは『絵って、惨ざん酷こくなものね……』と呟つぶやいて、それからたしか『地じ獄ごく変へん』の話をしたな。現代文で習っただろう。地獄の絵を描くように命じられた絵師が、猛火のなかで焼かれる女の姿を見たいと所しよ望もうして、自分の娘を焼かれてしまうって物語だよ。


    　どうして姉さんがそんな話をしたのか、おれにはよくわからなかった。父のことを指しているのかとも一瞬思ったが……」


    　美術に没頭するあまり家族を顧かえりみなかったという藤とう嗣じの姿に、自らの娘を犠ぎ牲せいにした絵師の姿を重ねたのだろうか。


    「あるいは、絵のことで父から何か言われて悩んでいたのかもしれない。今となっては知りようもないがね。


    　それから姉さんは、陽ひ射ざしが眩まぶしかったのか眼めのうえに手をかざした……その時、おれは不意に眼が眩くらんでよろめいた。思わず、そばにいた姉さんの軀からだに寄りかかって──次の瞬間には、姉さんの姿は消えていたよ」


    「外に──落ちたんだね」


    「おれは壁に手をかけてとどまったが……悲鳴が聞こえた。怖くなってドアを閉めると、アトリエを飛びだして無む我が夢む中ちゆうで階段を駆かけおりた。声を聞きつけたんだろう、山さん査ざ子しもホールにいた。そして玄関の床に、姉さんが倒れていたんだ。母さんが倒れたのと同じ場所に」


    　棗なつめはそこでいったん言葉を切った。


    「──姉さんは頸を折って死んだ」


    「頸くびを……」


    　落下して、死んだ……[image: ]たつみは、一昨日の朝、自分の眼の前で起きた事件を連想して息を呑のんだ。


    「おれはアトリエで姉さんと一緒にいたことを誰だれにも話さず、姉さんの死はたんなる事故として扱われたが……。


    　それ以来、おれは半端に折れ曲がったものを見るのが苦痛なんだ。力なく横たわった姉さんの姿を思い出してしまって……」


    「それで……曲がったものが嫌いなんだ」


    　[image: ]の言葉に、棗は頷うなずく。


    「母の死後、山査子はふさぎこんでいたんだが、徐々に立ち直って、年としの離れた姉のことを母のように慕っていた……なのに、おれのせいで姉さんは死んでしまった。そのうえ父まで失しつ踪そうしてしまって……妹にはもう頼れる人間はおれしかいない。だから、どんなことがあってもおれが山査子を守る。おれにできることは、それくらいしかないから」


    　そう打ち明けてから、またしばらく迷ったのち、


    「時々、あの日のことを思い出して考えるんだ。あの時……姉さんが死んだあの時、ひょっとしたらおれは偶然寄りかかっただけじゃなく、この手で意思をもって姉さんの軀を押したんじゃないか」


    　棗は、忌いまわしいものでも眺めるような眼で自分の右手を見下ろした。


    「この『手』で……姉さんを突き落としたんじゃないかって……。本当のところどうだったのか、自分でも、どれだけ考えてみてもわからないんだが……」


    　棗なつめは弱々しく頭を振った。


    　[image: ]たつみは、棗が絵を描くことを拒絶しているのには、父に対する憎しみに加えて姉の死も関係しているのかもしれないと思った。姉の命を奪った自分の手に罪悪感を抱いだいており、絵筆を握ることを拒絶しているのではないかと。


    〈独白する夢魔アノニマス・モノローグ〉で栞かん奈なが落下する瞬間を眼めにした[image: ]は、それが事故であったことを知っている。しかし、知っている理由を、自分の能力を打ち明けるわけにはいかない。


    　いかないが……[image: ]は迷った。


    　他人が否定したところで、口先だけの言葉としか受けとられないだろう。それでも、[image: ]は真実をつたえておきたいと思った。


    「そんなことは、ないよ」


    　[image: ]が言うと、棗は顔を上げて[image: ]を見た。


    「……慰なぐさめか？」


    「いや、慰めとかじゃないけど……でも、きっとそれは事故だったんだ」


    　繰り返し、[image: ]はキッパリと言いきった。棗の胸に巣食った疑惑を、自責を少しでもやわらげようとするように。


    　棗はしばらく[image: ]を見ていたが、やがて口くち許もとを緩ゆるめた。


    「そうか」


    　さっきまでの思いつめた表情が薄らいだみたいだった。


    「あんたになら、妹を任せてもいいかもしれないな」


    「えっ……？」


    「あんたも気づいただろうが、妹は変わったところがあるから。もともと夢みがちというか空想癖へきの強い子だったんだが、母の死後、妙なことを口走るようになって……ズットこの家のなかで過ごしているせいもあるのかな」


    「それじゃ、友達とかは」


    「うちには客といっても、父が絵を教えていた生徒が通っていたくらいでね。鷹たか取とりさんだっけ？　あの人は、山さん査ざ子しの話し相手になってくれてたみたいだけど」


    「ああ……」


    　[image: ]は、山査子の佇たたずまいを思い浮べて相あい槌づちを打った。


    　山査子は、言動を見るに変わったところのある子だ。


    　棗の言う通りズットこの家で暮らしているせいなのかどうか、ちょっと感覚がズレているみたいだ。


    　怪け我がをした指を咥くわえられたことを思い出してしまい、[image: ]は赤面した。


    「でも、あんたには心を許しているようだ」


    「心を、って」


    「あんたが妹のことを嫌いじゃなければ、だが……」


    「いや、嫌いってわけじゃないけど、話が早すぎるっていうか……？」


    　硯すずりから詰め寄られたのと同じように一方的に話を進められて、[image: ]たつみは戸と惑まどった。この家の人はみんな、思いこみが激しい。


    「たしかにな。妹はまだ十二だから」


    「そういう問題でもないんだけどっ──!?」


    　[image: ]の狼ろう狽ばいする様子が可お笑かしかったのか、棗なつめはフッと笑いを洩もらした。


    「……変なこと言って悪かったかな。忘れてくれ。やはり山さん査ざ子しはおれが守らなくちゃダメだ」


    　そして踵きびすを返すと、棗は廊下を山査子の部屋の方へ戻っていった。[image: ]はその場に佇たたずんで、棗の背を眺めていた。


    「………………」


    　後方に人の気配を感じて[image: ]が振り向くと、気づかぬうちに硯が立っていた。


    「──っ、いつからそこに？」


    　相変わらず神しん出しゆつ鬼き没ぼつな人だな、と[image: ]は一歩後ずさった。さっきの話をズット聞いていたのだろうか。


    「今の話、お嬢様にひと言でも洩らそうものなら……」


    　硯は質問には答えず、ボソリと呟つぶやいて[image: ]を鋭く見み据すえた。


    「いや、勿もち論ろん喋しやべったりはしませんけど」


    「それが身のためです」


    　[image: ]の答えに頷うなずいてまた音もなく去ろうとする。


    「待ってください」


    　遠ざかろうとする硯の背に[image: ]が声を投げかけると、彼女はピタリと足を止めた。


    　[image: ]は何か訊きかなければいけない気がして声をかけた。けれど何を訊けばいいのかわからなかった。


    「…………」


    　続く言葉を待つ硯の後ろ姿は、まるで一枚の絵のように静止したままだった。


    「あの……八や重え樫がしさんは、この家の絵をどう思いますか？」


    　廊下の壁に視線を走らせて、[image: ]はそんなことを尋たずねていた。


    「美術のことはよく存じません」


    　[image: ]に背を向けたまま、にべもない答えが返ってくる。


    「好きか嫌いかで言うと」


    「お嬢様が好きな絵ですから、私も好きですよ」


    　そう答えると、硯は[image: ]の方へ振り返った。


    　それから、しばらく[image: ]たつみの顔を凝み視つめたのち、


    「あなたが今耳にしているのは、幻聴です」


    　と言った。


    「は……？」


    「幻げん聴ちようですから……気にしないで、絶対誰だれにも話さず、スグに忘れてください」


    「…………」


    　秘密の話だという意味だろうか。


    「五年前──初めてここに来た時は、私もこの風変わりな内装に戸と惑まどったものです。私には身寄りがなく、この家に住みこみで働くことが決まって不安な気持ちを抱えながら一人きりでやってまいりました」


    　懐かしそうに視線を廊下にめぐらせる。


    「その頃ころは、恰ちよう度ど奥様の梔くち子なし様が亡くなった直後だということで、そのせいもあったのでしょうか……あるいはこちらの不安な気持ちがつたわってしまったのかもしれません、お嬢様はもともと人見知りが激しいところがあったらしく、私にはなかなか懐なついてくれませんでした。


    　私がお世話しようと近づくと、不機嫌そうにふいっと顔を背そむけとてとてと逃げだそうとして──見間違えたのでしょう、この壁にぶつかってしまったのです。


    　私もまだ仕事に慣れなかったものですから、泣きだしたお嬢様を前に、どうして良いかわからずおたおたと狼狽うろたえてしまって……怪け我がの具合を見ようにも、お嬢様は腕を振って近寄らせてくれません。ともかく救急箱を取りに行こうと駆かけだして、私も同じように壁に頭をぶつけてしまいました」


    　偽にせの通路が描きこまれた壁面に手を添そえ、硯すずりはクスリと笑った。


    「お嬢様は不意に泣きやむと、私を見上げて──クスクス笑いだしたのです。それから、額を押さえた私に向けて心配そうに手を差しだして……おずおずと差しだされ、けれど触れることを躊躇ためらうように途中で止まった手を見て、私はタマラナクいとおしくなって、その小さな手を取るときゅっと握り締しめました。その時、この子のためなら何だってすると、かたく心に誓ったのです。ええ──何だってすると。


    　それ以来、お嬢様はスッカリ私に打ち解けてくれました」


    　硯は壁に添えていた手を離すと胸に当てた。


    　彼女の話を[image: ]は微笑ほほえましく聞いた。


    　あざみが壁に頭を打ちつけた時、棗なつめは『実際壁にぶつかった人はこれで三人目だ』と言っていたが、山さん査ざ子しと硯──そしてあざみで三人目というわけか。


    「……それから少しして、栞かん奈な様が亡くなったのです」


    　硯はわずかに声こわ色いろを低くした。


    　先ほど棗なつめの口から語られた、栞かん奈なの死。


    　この事故に関して、彼女も何か知っているのだろうか。


    「その日はステキに晴れていたので、私は外に出てシーツを干していました。この家にはベランダなどありませんから、外で干すしかないんです。いつもと同じように皺しわにならないよう布をピンと伸ばして……風が吹いて真っ白なシーツが翻ひるがえるのを、好ましく思いながら見上げていました」


    　[image: ]たつみを見据え、眼めを細める。


    「フト手を休めて建物の方に眼を向けると、三階のドアが開きました。栞奈様と棗様の姿が見えたので、手を振って……何かが太陽の光に反射して燐きらめいたようでした。


    　恰ちよう度どその時、こちらに気づいたのか栞奈様が手を上げたかと思うと、軀からだが傾いてそのまま建物の外へ落ちたのです。慌てて玄関に駆かけつけると、栞奈様が倒れていて……真っ白なコンクリートのうえに血が拡ひろがっていました」


    「あの、まさか……」


    　厭いやな予感に、[image: ]は胸をざわつかせた。


    「ズット、私は──自分のせいで栞奈様が亡くなってしまったのだと思っていました」


    「それは、でも……」


    　──実際には棗が関わっていたのだ。


    　[image: ]が続く言葉を口にしないうちに、硯すずりは先まわりして、幻げん聴ちように反論してはいけませんと言わんばかりに唇に人差し指を当ててみせた。


    「ええ、違っていたのですね。でもその時は……自分のせいだと思ったんです。私が手を振ったりしなければ、落ちたりすることもなかっただろうと。そんなふうに思いこんで……勿もち論ろん、誰だれにも話すことができず、ずっと秘密にしていました。


    　そのこともあって、私はお嬢様と棗様をお守りしたいと思ってきました……償つぐない、というわけではありませんが。自分にできるだけのことをしたいと」


    　硯はそこでひとつ息を継ついだ。


    「でも今は、そんな理由とは関係なく、お二人をお守りしたいと思います。ここが──私の家だと思っていますから」


    　自分の胸に手を当てて話を結ぶと、静かに微笑した。


    　客間で山さん査ざ子しが『家族が……いてくれますから』と言っていたが、山査子たちと硯は、血はつながっていないにせよお互いのことを実の家族のように思っているのだろう、と[image: ]は考えた。


    「……今のは全部、あなたの幻聴です」


    　硯は共犯者めいた笑みを浮かべて再びそう釘くぎを刺し、踵きびすを返して歩み去った。


    　[image: ]はしばらくその場に立ち尽くしていた。


    　立て続けに聞かされた、栞かん奈なの死にまつわる話。


    　棗なつめが語ったことと硯すずりの口から聞かされたことは、ナントナク似ている気がした。棗も硯も、自分のせいで栞奈が死んでしまったのだと思いこんでいた……


    　その結果──無む論ろん、それだけが理由というわけではないだろうが──山さん査ざ子しを守りたいと考えているところまでソックリ同じだ。


    　そんなことを考えながらゆるゆると廊下を歩き、山査子の部屋に戻った。


    



    　　　§


    



    　山査子の部屋の前に立つと、なかから話し声が聴こえた。今度は何の話をしているのかなと、[image: ]たつみは何気なくノブをまわしドアを押し開けた。


    　意外にも、室内には山査子一人きりだった。


    　更に意外なことに、彼女は服を脱いでいた。


    　着替え中らしい。両腕を上げてワンピースを頭から抜きとったところで、黒い布ぬの地じが腕に絡からみついていた。白地に薄いレモン色のストライプが入った下着が肌を申し訳程度に覆おおっているだけで、ほぼ裸に近い。


    「──わぁっ!?」

  


  [image: ]


  
    「きゃっ──!?」


    　二人の悲鳴が重なった。


    　山さん査ざ子しは慌てて胸の前で両腕を重ね、手て頸くびに絡からまった服で胸を隠そうとする。


    「[image: ]たつみさん……あの……」


    　胸部をかろうじて手で隠しただけの恰かつ好こうで、頰ほおを紅潮させて口を開く。


    　だが戸と惑まどっているのだろう、言葉が続かない。タダ驚きと羞はじらいの混じった眼めで[image: ]を凝み視つめるだけだ。


    　戸惑っているのは[image: ]も同じだった。


    　さっき聞こえた話し声は空耳だったのかな？　とか考える暇もなく。一瞬だけ垣かい間ま見みえた山査子の薄い胸が脳裏に焼きついて離れない。離れない……


    　──いや、そんなこと考えてる場合じゃなくてっ！


    　ハッと気づいて、


    「ごっ、ごめんっ!!」


    　バタンっ……！


    　[image: ]は慌ててドアを閉め、扉に大きく背をもたせかけた。右手で胸を押さえるが、動どう悸きが鎮しずまってくれない。


    「ど、どうしてっ……みんなは!?」


    　またぞろ山査子の肢し体たいが頭のなかで再生されそうになるのを打ち消すように、室内へ声を投げかける。


    「蜂はち蜜みつを零こぼしてしまったので、服を着替えようと思って……みなさんは客間にいらっしゃいます」


    　扉越しに山査子の声が返ってきた。


    　それで彼女一人だったのか。よりによって服を脱いでいる途中なんて、間まが悪い時にドアを開けてしまった……[image: ]は己おのれの不運を呪のろった。


    「そう……。ほんとゴメンね」


    　ふあーっと大きく息をつく。謝るよりほかできない。


    「あの……でも、[image: ]さんになら……見られても……」


    「えっ……？」


    　──それって、どういう……意味……


    　[image: ]が思った瞬間、カチャリと、室内側からドアが引き開けられた。


    「あっ──？」


    　扉にもたれかかっていた[image: ]はそのまま後ろに倒れこみ、山査子の軀からだにもつれるようにしてとさりと転んだ。


    「──っ、ごめん！　大丈夫!?」


    　起きあがろうとして、[image: ]は途中で停止した。


    　自分の軀からだの下に、横たわった山さん査ざ子しの華きや奢しやな軀がある。


    　彼女は下着姿のままだった。[image: ]たつみの手が山査子の両腕を摑つかみ床に押しつける恰かつ好こうになって、眼めの前に彼女の肢し体たいが曝さらけだされている。ブラジャーが外れかけて右胸が露あらわになっていた。


    　床に乱れひろがった山査子の長い髪が、[image: ]の思考を搔かき乱すようだった。


    「あ……の」


    　山査子の口が慎つつましやかに動く。


    　蜂はち蜜みつの甘い香りが漂ただよってくる。


    「……っ」


    　[image: ]は息を呑のんだ。


    　心臓がトクントクンいう。


    　動けなかった。頭を少し下げればスグ山査子の顔に触れてしまいそうだ。


    「[image: ]さん……？」


    「……ぁ……」


    「優しく……してくださいね」


    　山査子の唇から、消えいりそうなほど小さな声が零こぼれた。こちらを見上げてくる瞳ひとみが潤うるんでいた。


    　[image: ]はやはり何も言えず山査子の眼を凝み視つめた。


    　スゥと深く息を吸いこむと、[image: ]は、


    　山査子の視線に応こたえるように──


    「[image: ]ぃッ!?　なななな何してんのよあんたァっ────!?」


    　背後からあざみの甲かん高だかい声が[image: ]の耳に飛びこんできた。恰ちよう度ど、客間に移っていた彼女たちが戻ってきたのだ。


    　あざみの声に引き戻されて、[image: ]は自分の置かれている状況を認識させられた。


    　そう──今の自分は、半裸の山査子を押し倒しているかのような体勢で。無理矢理組み伏せているかのような恰好で。


    　カナリ犯罪的な構図。


    　到底言い逃のがれできそうにない。


    「──違っ!?　あの、これはっ……」


    　[image: ]が山査子の腕から手を離し、何と言い繕つくろえばいいのかもわからないままに口を開くと、硯すずりがスウッとそばに寄ってきた。


    「これは……決定的」


    　どこからともなくデジカメを取りだし、眼にも止まらぬ速さでカシュカシュカシュとシャッターを連射する。


    「私が身を挺ていして注意したというのに、もうこんな真ま似ねを？　そういった行為はお嬢様が十六歳になるまで待ってもらわないと困ります。代わりに私ができる限りのことをしてさしあげると言ったはずですよ」


    「身を挺して？　どーいうコト？」


    「ええ、この胸で──」


    「わぁ、やめて！　話が余計ヤヤコシクなりますからっ!!」


    　胸元に手を当ててご丁寧にも説明しようとする硯すずりを、[image: ]たつみの叫びがさえぎった。


    「…………」


    　驚きのためか怒りのためか最も早はやものも言えず立ち尽くしたまま、あざみはわなわなと軀からだを震わせる。


    　[image: ]を見下ろす硯の顔は涼すずしげだが口の端が少しだけ愉ゆ快かいそうだ。


    　──意図的に話をこじれさせようとしてないかこの人……


    　[image: ]は救すくいを求めるように、残る呉くれ羽はの顔を見上げた。


    　すがるような[image: ]の視線に応こたえて、呉羽はニコリと微笑ほほえむ。穏おだやかなその表情が、今の[image: ]には天使の顔に見えた。


    　──よかった、葛かつら城ぎさんだけはぼくのことを信じてくれてる……！


    　一いち条じようの光を見み出いだして、にわかに涌わき起こった歓かん喜きが[image: ]の胸を満たした次の瞬間。


    「鴫しぎ沢さわ君……節せつ操そうがなさすぎると思うわ」


    　スッと眼めを冷たく細めて、呉羽は軽けい蔑べつ以外の何物も混じっていない声を[image: ]の頭上に落とした。


    「──葛城さんまでっ!?」


    　胸に深く絶望の杭くいを打ちこまれて、[image: ]は愕がく然ぜんと床に手をついた。


    　後ろで棗なつめが一人、複雑な表情を浮かべていた。


    



    「あの、[image: ]さん。……二人だけでお話しできませんか？」


    　着替え終えてから山さん査ざ子しはドアを細く開いて顔を覗のぞかせると、廊下で待っていた[image: ]にそう告げた。


    　あざみと呉羽から、再び[image: ]に冷たい視線がそそがれる。去り際あざみが、「二人だけって、[image: ]また変なコトすんじゃないでしょね……！」と人聞きの悪い棄すて台詞ぜりふを残した。


    「しないよっ！」


    　慌てて反論した[image: ]の声も、届いたのやら届いていないのやら。あざみは腹立たしげにまた客間の方へ歩いてゆき、棗たちもその後に続いた。


    　山査子に促されるまま、[image: ]は部屋に入った。


    「ご迷惑だったでしょうか……？」


    　二人きりになって山査子は心配そうな顔で尋たずねた。


    「いや、迷惑なんてことはないよ？」


    　打ち消しながら、しかし[image: ]たつみは、また後であざみたちからいろいろ言われそうだな……と考え気が重くなった。


    「[image: ]さんにだけ……打ち明けておきたいことがあるのです」


    「打ち明け、て……って」


    　──まさか、と[image: ]は固かた唾ずを呑のんで、続く言葉を待つ。


    　山査子は壁に飾られた栞かん奈なの肖像画に顔を向けた。


    「姉さんが、父さんのアトリエから落ちた日のことです……」


    　[image: ]が予想した通りの言葉が返された。


    「あの日……姉さんはいつものように絵を描いていました。姉さんは絵が上手で、カンヴァスに向かっている時などは父さんに似ているようにも見えました。


    　私はそばに立って眺めていましたが、フト手を伸ばそうとして、ソソッカシイものですからついウッカリとパレットを引っかけてしまい……カンヴァスが、赤い絵の具でべったりと汚れてしまったのです。


    　姉さんは『あ……』と、短く叫びを上げて哀しそうな顔をしました。それから姉さんと言い争いになってしまいました……」


    　棗なつめの話で、栞奈が『少し元気がないようだった』と言っていたのはそのせいだろうか。


    「……姉さんのことが羨うらやましかったからかもしれません。父さんにかまってもらえる姉さんのことを妬ねたましく思う気持ちが、なかったとも言いきれないのです。


    　姉さんの部屋を出て一人きりになるとスグ後悔して、謝ろうと思ったのですがどうしても勇気が出せませんでした……。謝ることができないまま自分の部屋で過ごしていると、玄関の方から悲鳴が聞こえて……」


    　[image: ]は山査子の言葉をさえぎりたいと思った。


    　だが、口を開くことができなかった。


    「姉さんは三階のドアから玄関に落ちて、そのまま……母さんと同じように動かなくなってしまって……姉さんの胸元が赤く染まっていて、私が汚したカンヴァスみたいだと思いました」


    『姉さんと同じようになってしまうのではないかと……』


    　藤とう嗣じの失しつ踪そうについて語った山査子の言葉……あれは、口論して謝れないでいるうちに姉が死んでしまったことを指していたのだなと、[image: ]は思い当たった。


    「だから……姉さんが父さんのアトリエから飛び降りたのは、私のせいなんじゃないかって……」


    「──違う！」


    　絵を台無しにしてしまったせいで姉が死んだ……そんなのは勿もち論ろん思いこみに過ぎない。だが、思いこみでしかないがゆえに違うと言いきることもできず、彼女は苦しんでいるのだろう。


    　自分は部外者でしかないが、部外者であるからこそ自分が否定しなければいけない気がした。


    「でも……私は思うのです。あの時、姉さんに謝ることさえできていたら、あんなことにはならなかったのではないかと……。謝れないまま……あの日からまわりの何もかもが変わってしまったみたいで……」


    「そんなのは思い過ごしだ……！」


    　[image: ]たつみは山さん査ざ子しの両肩を強く摑つかんだ。


    　[image: ]の手のなかで、山査子の小さな肩がかすかに震えた。


    「その日、君はお姉さんの絵を汚してしまったのかもしれない……言い争いしたのかもしれない…………でも、お姉さんの事故とは無関係なんだ。だから、君がそんなふうに思い悩む必要はない」


    　栞かん奈なの死をめぐって、この家の人たちは皆それぞれ自分のせいだと感じて罪の意識を抱えこんでいる。


    　そんなのは、哀かなしすぎる。


    「…………」


    　棗なつめの話をつたえられないもどかしさが口のなかに苦く拡ひろがった。


    　それ以上言葉を続けられず、[image: ]は、山査子の肩を摑んだ手を離した。


    「[image: ]さん……」


    　痛ましく下を向いた[image: ]の顔を、山査子は凝み視つめた。


    　ふ、と……山査子は[image: ]に顔を寄せた。


    　山査子の唇が、[image: ]の唇に近づいて────かすかに触れ………………離れた。


    　少しの間、何をされたのか[image: ]は理解できずにいた。タダ唇に感触だけが残っていた。


    「あの……ごめんなさい」


    　顔を離してから山査子は小声に詫わびた。


    　何に対して謝っているのか……自分が打ち明けた話のことなのか、あるいは突然口づけしたことに対してなのか、それとも別な何かにか、[image: ]にはわからなかった。


    「いや……」


    　[image: ]は山査子の眼めを見た。彼女の焦点の定まらない瞳ひとみが不安定に揺らいでいて、自分の姿を捉とらえているのかどうかもハッキリしなかった。


    「……このことを話したのは、初めてです」


    　山査子はソッと告げた。


    　それから、壁に掛けられた栞奈の絵の方に向き直ると、


    「ごめんなさい、姉さん」


    　そう謝罪の言葉を口にして、再び[image: ]たつみに顔を向けた。


    「やっと……謝ることができました。[image: ]さんのおかげです」


    　[image: ]の顔を見上げて、山さん査ざ子しは弱い微笑を浮かべた。


    　彼女の表情を見て[image: ]はようやく安心した。


    　だから、何も言わず微笑ほほえみ返した。


    



    　　　§


    



    「遅くまでお邪じや魔ましてしまったわね」


    　菱ひし沼ぬま家の玄関口から外に出たところで呉くれ羽はは振り返ると、ホールに立つ棗なつめたちに言った。


    　この家の絵を見せてもらうということで訪れたのに、結果として随ずい分ぶんと長く話を聞くことになってしまった。


    「いや、かまいませんよ。妹も喜んでたし」


    　見送りに立った棗が鷹おう揚ように応こたえる。彼が[image: ]たつみに向ける視線は、どこか穏おだやかだった。


    　棗の後ろから山査子がおずおずと前に進みでて、


    「是ぜ非ひまた遊びにいらしてくださいね」


    　と言った。


    「うん、またね」


    　[image: ]が頷うなずくと、山査子の頰ほおに赤みが差した。


    「…………」


    　硯すずりは無言でペコリっと頭を下げ、脇わきから[image: ]たちを眺めていた。


    　玄関から出たところ、恰ちよう度ど菱沼梔くち子なしと栞かん奈なが命を落としたのだという床のうえに立ち、[image: ]は棗の、硯の、山査子の話を思い返す。


    　玄関の真上、三階の壁面に穿うがたれたドアから落下して命を失った栞奈。


    　真相を知っているのは、死亡した本人と、〈独白する夢魔アノニマス・モノローグ〉でその瞬間の映像を見た自分だけだ。


    　残されたこの家の人たちは、それぞれ違った形で栞奈の死を引き摺ずったまま逃のがれられずにいる。まるでこの建物のなかでは時間の流れが澱よどんでいるみたいだ。山査子の部屋の壁に描かれた動くことのない時計のように。


    　過去の記憶を失った自分と、記憶に囚とらわれた彼女たち、そのどちらが不幸なのだろう。


    　そんなことを考えながら、[image: ]が何気なく建物を見上げると──


    　三階正面の壁、棗が話していたドアがあるだろう箇所に、何者かの影が見えた。


    　暗くて距離もあるせいでハッキリとは見えないが、ドアが開いているわけではなさそうだ。


    　とすると、壁に張りついてでもいるのだろうか。


    　眼めを落とすと、戸口の向こうには今別れを告げたばかりの棗なつめ、山さん査ざ子し、硯すずりの姿がある。


    　──やはりこの家には、彼ら三人以外の誰だれかが潜ひそんでいるんだろうか……。


    『この家では、不思議なことが起きます』


    　硯の言葉が、再び[image: ]たつみの頭のなかに響いた。


    　パタリと、混乱した思考を打ち切るように、[image: ]の視線の先でドアが閉じられた。


    



    　　　§


    



    　菱ひし沼ぬま家の広い浴場、湯気のたちこめるなか二人の女性の姿がある。


    　裸体を晒さらした山査子の後ろで硯が膝ひざ立だちして、彼女の軀からだを洗っていた。上機嫌なのか、硯は鼻歌を洩もらしている。


    「愉たのしい……方たちでしたね」


    　硯に身を委ゆだねたまま、上じよう気きした顔で山査子が言った。


    「特にあの[image: ]という方が気がかり？」


    「……ぇ……」


    　背後から硯が揶揄からかうように尋たずねると、山査子は頰ほおを更に赤くした。


    　硯は手に持った兎うさぎ形のスポンジを、山査子の細い腕から肩口、そしてほとんどふくらんでいない薄い胸へと動かしてゆく。細心の気配りをこめた手つき。

  


  [image: ]


  
    　肌のうえで泡立ったスポンジが擦こすれる音。ぴちゃん、と湯の滴したたる音。


    「硯すずりさん……くすぐったいです」


    「…………」


    　邪よこしまな思惑もこめられていた。


    「ふぁ…………ん……」


    　山さん査ざ子しの口から艶つやっぽい声が洩もれる。


    「あの……硯さん、そこは……もぅ……」


    　羞はずかしそうに身をよじった。


    「あらあら、胸は念入りに洗いませんと？」


    　悪魔のような女。


    　胸を押さえ逃のがれようと試みる山査子の腕の間に、硯の手が的確に動いてするするとすべりこむ。


    「ゃ……ん、……っ…………」


    「私も、あの方は悪い人ではないと思いますよ」


    　こしこしと入念に山査子の軀からだを洗いながら、硯は優しい声でささやき、


    「少し……頼りないところがあるようですけれどね？」


    　悪いた戯ずらっぽくそう言い添そえた。


    「……硯さんの意地悪」


    　拗すねたように頰ほおをふくらませて、山査子はポツリと呟つぶやいた。


    　そんな会話を交わしたのち、二人は早々に風呂から上がった。

  


  
    [image: ]

  


  
    



    



    



    「葛かつら城ぎさん、待って……！」


    　菱ひし沼ぬま家を出てから、一人足早に歩いていこうとする呉くれ羽はの背に、[image: ]たつみが声を投げた。


    「名残惜しいのなら、ゆっくりしてくればいいんじゃない？　随ずい分ぶんと気に入られているみたいだし……鴫しぎ沢さわ君も満まん更ざらでもないようだしね？　どうぞご自由に」


    　呼びかけても、呉羽はそんな台詞せりふを言い棄すてながら知らん顔で先を急ごうとする。


    「葛城さんまでそんなこと……っ！」


    「遠慮する必要ないわよ？　鴫沢君が何をしようと私には関係ないことだものね」


    「そうじゃなくて、……ぼくもさっき、見たんだ」


    　ようやく呉羽はピタリと立ち止まり、[image: ]を振り返った。


    「見たって、何を」


    　打って変わって真剣みを帯びた声で問う。


    　[image: ]は、つい先ほど三階の壁に目撃したものについて話した。誰だれもいるはずのない場所に認めた何者かの影。


    「影？」


    「うん。結ゆう城きが廊下で見たって言ってたのと同じものかどうかはわからないけど」


    　続けて、棗なつめたちから聞いた栞かん奈なの死について、かいつまんで説明する。


    「……やはりこの家には、何かあるのかしら」


    　呉羽は口くち許もとに手を当てて考えこんだ。


    「あの山さん査ざ子しって子も言っていたわね。藤とう嗣じがいなくなった後も、客間に父親の描いた肖像画が現れるのだと」


    「でもそれは、失しつ踪そうするよりも以前に描いたものだとは考えられないかな？」


    「その可能性もあると思って、棗少年に訊きいてみたのよ。鴫沢君が山査子と戯たわむれている間にね？」


    　横髪を左手で払いながら呉羽はニコリと笑う。


    　笑顔とは裏腹に冷たい声が恐おそろしい。


    「だからそれは誤解だって！」


    「菱沼藤嗣は、もともと人物画はほとんど描かなかったそうなの。恰ちよう度ど、山査子の部屋に飾ってあった梔くち子なしと栞奈の肖像画が例外と言っていいくらいにね」


    　[image: ]の反論も無視して、呉羽は続ける。


    「勿もち論ろん、家族には秘密にして描いていたという可能性までは否定できないけれど……。でも、ひょっとして藤嗣はまだ生きていて、今もこの家に隠れ住んでいるのじゃないかしら」


    「けど、それならどうしてわざわざ姿を消したりして？」


    「たとえば……最近起きている一連の失しつ踪そう事件、その犯人が藤とう嗣じだとすれば？　自身が失踪したと装よそおって実はこの家に潜ひそみ、犯罪を重ねているのだとしたら……」


    



    　あざみはなんとなく玄関口の所に佇たたずんだまま、少し先で[image: ]たつみと呉くれ羽はが話しこんでいるのを眺めていた。


    　[image: ]の横顔に難しい表情が浮かんでいるのを見て、また面倒なことになりそうだな、などと考えていると。


    　フト──


    　右足あし頸くびに激痛を感じた。両側面から万まん力りきのような力で挟はさみつける、硬いものの感触。


    　咄とつ嗟さに、足あし許もとに視線を落とす。


    　見下ろすと、床のうえに忽こつ然ぜんと現れたトラバサミに右足が挟まれていた。


    「────ッ!!」


    　骨まで染みこむ痛みに、あざみは顔を歪ゆがめた。


    　どうしてこんな所に狩しゆ猟りよう用の罠わなが仕掛けられているのか理解できない。いや、仕掛けられてというより、絶対こんなもの置かれていなかった、突然出現したんだ。


    　半円形の金属板が足頸に深く食いこんで、皮ひ膚ふから血が滲にじんでいる。もの言わぬ黒い鉄の板が獣けものの顎あごに見えた。


    　脚から力が抜けて軀からだを支えていられない。手に提さげていた鞄かばんを思わずとり落とすと、右足を挟まれたまま後方に倒れかかった。


    「ぁ、……っ！」


    　倒れた先、何か円まるい窪くぼみに頸が入りこんで止まった。頸すじをしたたか打ったせいで一瞬、息が詰まる。


    　──今度は、何……


    　何が起きたのかと訝いぶかしく思う間もなく。


    　カタンと、上方から木枠が倒れてきて仰向けになったあざみの頸に嵌はまった。上下の木枠によって頸が固定された恰かつ好こうだ。頭を止める木枠から二本の柱が伸び、その間に大きな刃が吊つるされている。


    　この大おお仰ぎような装置は。


    「これ……」


    　ギロチン──


    　あざみの視線の先、頭上にギロチン台が屹きつ立りつしていた。フランス革命の図などでよく見かける処刑道具だ。錘おもりのついた刃が落ちれば一瞬のうちに頸を切り落とされる。もともとは処刑に際して罪人に与える苦痛を最小限に抑えるという配慮から生みだされたものらしいが、あざみの眼めには惨ざん酷こくな刑具としか映らない。


    　──さっきまでこんなものなかったのに、なんでいきなり……！


    　頸くびが、ギロチン台の木製の枷かせに挟はさまれているのだ。身をよじり頭を動かそうとしても、まるで寸法を測ったかのようにピッタリと枷で固定されていて動かせない。


    　これは──何かの間違いだ。


    　そう思った。


    　どんなに風変わりな家だとはいえ、住居の玄関先に、こんな禍まが々まがしい処刑器具があっていいわけがない。


    　それなのに。


    　細い紐ひもで空中につなぎ止められた刃が、薄い月の光を浴びて、混乱するあざみを嘲あざ笑わらうがごとく光る。鋭い刃が、冷たい輝きが、もたらすであろう死をまざまざと実感させた。


    「あ──」


    　大きく口を開き悲鳴を上げそうになって、そこであざみの喉のどは凍りついた。


    　──声を出しちゃいけない。


    　軀からだを動かしちゃいけない。


    　見るからに重々しい刃を支えている紐の途中に切れこみが入っていて、今にも千ち切ぎれそうだ。


    　思うように動けない状態だが、わずかに身を揺らし振動を与えるだけでも紐が切れて刃が落ちてきそうだった。声を出すことすら許されないとは、なんて酷むごい仕掛けなんだ。


    「……っ……」


    　あざみは力なく口を閉ざし、固かた唾ずを呑のんだ。


    　心臓がドクドクと脈打って胸が張り裂けそうだ。


    　混乱する頭で、どうやったらこのギロチンから逃のがれられるだろうともつれる思考の糸を手た繰ぐる。


    　自力で抜けだすのは無理そうだ。


    　視線を傾けて、すがるような思いで呉くれ羽はと[image: ]たつみを見た。しかし二人はまだ話しこんでいて、こちらを向く気配はない。


    　──こっちに……気づいて……


    　そう叫んでしまいたい思いに駆かられて、唇だけを動かした。声になりそこねた息ばかりが洩もれてゆく。


    　気づいて……ソッと紐を摑つかんで刃を支えてくれれば、とりあえず頸を切断される危機からは逃れられる。


    　だから早く……こっちを向いて……！


    　どれだけ強く心のなかで念じたところで通じるわけもなかった。[image: ]と呉羽はこちらに顔を向けてはくれない。


    　気が遠くなるような絶望に襲われて、再び視線を上げる。頭上で圧倒的な存在感を放つギロチンの刃を、あざみの網もう膜まくは捉とらえた。


    　紐ひもに刻まれた切れこみは、刃の重みに引かれてヂリヂリと深くなってゆく。後どれくらい耐えられるだろうか。


    　考えている今この瞬間にも、刃が落ちて自分の命を奪うかもしれない。


    　なのに抗あらがうこともできない。軀からだを動かすことさえできない。


    　タダ見ていることしか……


    　不意に、あざみは両眼めに耐えがたい違和感を憶おぼえた。


    　──何だろ……眼の奥が、あつ、い……？


    　熱いだけじゃなくて、ジンジンと疼うずく。恐おそろしく熱いものが滲にじみこんでくるような、無理矢理に[image: ]ねじこまれるような苦痛。


    「あっ…………、ぅ……！」


    　灼やけつく刺激に、意識が明めい滅めつする。


    　耐えきれず呻うめきを洩もらし、頸くびをのけぞらせようとしたあざみの動きに反応して、ブツリと紐が切れ。


    　ギロチンの刃が落下してくる────────


    「────あああああぁあッ!!」


    　眼の奥の激痛が頂点に達した瞬間、


    　あざみのスグ眼の前の空間に、落下してくるギロチンの刃とソックリ同じものが現れた。


    「──っ……！」


    　ガギリ……！


    　上から降ってきた刃と下から出現した刃が衝突。


    　と、あざみの軀を支えていたギロチン台がまるごと、地面に吸いこまれるようにして消えた。


    　木枠から解放されて、あざみの軀はそのまま仰向けに倒れた。背中を打ったが、今しがた起きたことへの驚きで痛みを感じる余裕もない。見れば右足を挟んでいたトラバサミも、跡あと形かたもなく消えていた。


    「はっ……、…………ふ、あ……ぅ」


    　何が起きたのかよくわからないままに、あざみは大きく息を吐いた。恐怖にこわばっていた軀が弛し緩かんする。


    　……トニカク助たすかったみたいだ。


    　安あん堵どしつつ、さっき眼にしたものを思い返す。


    　ソックリ同じギロチンの刃が二枚。最初はひとつしかなかったのに、突然二枚に増えていた。皮肉なことに、自分の命を奪おうとしていた刃と同じものによって救われたのだ。


    「結ゆう城き──!?」


    　恰ちよう度どそこに[image: ]たつみと呉くれ羽はが駆かけつけてくる。


    　自分の身を襲った出来事が信じられない。ただ足あし頸くびから滲にじむ血だけが、まぎれもない現実だと告げていた。


    　あざみは恐おそるおそる喉のどに手を当てた。まだ息が苦しい。木枠の硬い感触が残っている気がする。


    「結ゆう城き、大丈夫!?」


    　[image: ]たつみが慌てふためいて屈かがみこみ、あざみに声をかけた。


    「あ……うん、なんとか。足ケガしただけ……かな」


    　だけ、ではない。


    　ギロチン台で頸を刎はねられそうになった、命を落としそうになったのだ。なのに頭がまわらなくて、そんな返事しかできなかった。


    　[image: ]に手を引かれ、怪け我がを負った右足を庇かばいながら身を起こすと、傷口に手を添そえてみた。


    　鋭い痛みが走るが、骨まで折れているわけではなさそうだ。いつの間にか、眼めの奥の痛みは消えていた。


    「何が起きたの？　さっきの……」


    　呉くれ羽はが尋たずねると、あざみは力なく頭を横に振った。


    「そこに立ってたらいきなり足挟はさまれて、倒れたと思ったらそのままギロチンにかけられてて……、ワケわかんない……よ……」


    「ギロチン……？　蝕能アタリアによるもの、かしら」


    　呉羽は表情を険しくして菱ひし沼ぬま家の建物を見上げた。


    「警告……なのかしらね。私たちがこの家を調べるのを快こころよく思わない誰だれかの」


    　そう呟つぶやいてからあざみの方に向き直り、


    「それにしてもよく無事だったわね」


    　悪運の強い娘ねとでも言わんばかりの視線で眺めた。


    　あざみはムスッと睨にらみ返す。


    「……ただ」


    　右手で瞼まぶたに触れ、あざみはさっきの出来事を整理する。


    「ギロチンの刃を凝み視つめてたら、急に眼の奥が痛くなって……それから突然、眼の前に同じものが現れたんだ。落ちてきたのとソックリそのまま、同じ刃が」


    　──あの現象は……あたしが起こしたのかもしれない。


    「凝視めていたら……眼の奥が痛くなって？」


    　あざみの言葉を繰り返すと、呉羽は表情を曇くもらせた。


    「もう一度同じようにできる？　何か、そのあたりの……」


    　周囲を見まわし、地面に落ちたあざみの鞄かばんに眼を止めた。さっきの騒ぎで放りだされていたものだ。


    「そう、その鞄かばんがいいかしら。同じように凝み視つめてみて」


    　混乱しながらも、あざみは呉くれ羽はに促されるまま地面のうえの鞄を見た。


    　意識を集中して、ジッと凝視める。まわりのものが視界から薄れ消え、鞄だけが浮かびあがって見える。


    　すると、さっきと同じように眼めの奥が熱く……痛く…………なってきて……


    　パッと、眼の前の空中に鞄が出現した。


    　咄とつ嗟さに両手を差しだして、あざみはそれを受け止める。


    　摑つかめた。眼の錯覚なんかじゃない、本物の鞄だ。


    「本当に、現れた……」


    　不可解な現象を目まの当たりにして、[image: ]たつみは茫ぼう然ぜんと呟つぶやいた。


    　呉羽は地面に転がっていた鞄を拾ひろいあげると、あざみの手にしたものと見み較くらべた。


    「まったく同じもののようね……」


    　あざみも、手に持った鞄を見下ろした。


    　開けてみる。なかに収められたものも、帰り際に詰めこんだものと違う点はない。以前千ち夜やからもらった卵形のストラップまで完かん璧ぺきに同じだ。


    　タダ、鞄全体が妙にかるいみたいだった。


    　英語の課題が出ているから辞書を持って帰らないといけなくて、放課後教室を出る時、今日は荷物が多くて厭いやだななんて考えたくらいなのに。こんなにかるがると持てるのはおかしい。


    「……そっちも貸してくんない」


    「これ……？」


    　呉羽が差しだした鞄を受けとると、そちらも同様だった。


    　入っているものは変わっていないのに、どうしてかるくなっているんだろう。


    　眼をパチパチ瞬しばたたかせて見ていると、後から出現した方の鞄が、現れた時と同じように唐とう突とつに消えた。


    　あざみも、[image: ]も、呉羽も、鞄が消え失うせたあとの空間を呆あつ気けにとられて眺めた。


    　そしてあざみは、残った鞄の重さが元に戻っていることに気づいた。狐きつねにつままれた気分だ。


    　しばらくしてから、呉羽はあざみに顔を向けて口を開いた。


    「……考えたくなかったのだけれど」


    　ひとつ深い溜ため息いきを挿はさんでから、


    「あなたにも蝕能アタリアが発現してしまったみたいね」


    「──あたしに!?」


    　驚いた声を上げながら、しかし一方であざみは、今の現象は自分が惹ひき起こしたのだという奇妙な確信も感じていた。自分が凝視めたから、もうひとつの鞄が現れたのだと。


    「蝕能アタリアには、潜せん在ざい的てきな願望や恐怖が反映する……考えてみれば、以前、殺人の被害者を目撃してしまったあなたは、危うい立場にあったのかもしれない」


    　そう前置きして、左手で自分の眼めを指し示した。


    　その瞳ひとみであざみを見み据すえる。


    「あなたの蝕能アタリアは眼に宿っているということかしら。『対象を凝ぎよう視しすることで複製物コピーを作る』能力……？」


    　あざみは黙って呉くれ羽はの言葉に耳を傾けた。


    『潜在的な願望や恐怖』


    　たしかに、『眼』に対する恐怖がズット心のなかにあった気がする。


    　──先月、帰宅途中に目撃してしまった屍し体たい……いや、地面に横たわって死につつある女。水面のようになった体たい表ひように浮かんでこちらを見上げてきた眼……忘れようと思っても忘れられなかった、忌いまわしい記憶。


    　そのせいで自分の眼に能力が発現したんだろうか。


    「そういえば結ゆう城き、眼の調子がおかしいとか言ってたよね」


    　[image: ]たつみが指摘すると、あざみは素直に頷うなずいた。


    　先日、化学の授業中に眼を擦こすっていたし、『毘び沙しや門もん』でのバイト中にも眼が眩くらんだ。


    　あれは、自分の身に起きる変化の予兆だったのかもしれない。


    「眼の構造に関して、こんな話を聞いたことあるかしら？　網もう膜まくには、外界の像が上下左右さかさまに映るのだそうよ」


    「さかさまに？」


    「逆転した像がどういった過程を経て最終的に正しく見えるのか……脳の認識の仕方によって補整されているとか、詳しい原理はまだあきらかになっていないらしいけれど、ともかく網膜においてはあらゆるものがさかさまになって映っているそうよ」


    　呉羽は眼を細め、低い声で先を続ける。


    「だとしたら、鏡とは不完全な網膜にほかならないんじゃない？　あるいは、網膜はより複雑化した鏡だと言えるのではないかしら。それに、こんな言葉もあるわね。『鏡と交合は人間の数を増殖するがゆえに忌まわしい』──あなたの眼は、網膜は、複製を作れる……。


    　恰ちよう度ど、父とう様さまの絵で言えば〈複製鏡S/s面〉──といったところかしら」


    「〈複製鏡S/s面〉……」


    　呉羽の告げた名を、あざみは鸚おう鵡む返がえしに呟つぶやいた。途方に暮れてしまって反論する気にもなれない。


    　先月、呉羽の邸やしきで聞かされた蝕能アタリアの話。呉羽に、そして[image: ]の軀からだにも宿っているのだという不思議な力。それが、自分の身にも及んでくるなんて……神様なんて信じていないけれど、もしこれが何者かの意思によるものだとすれば、性た質ちの悪い悪いた戯ずらだ。弄もてあそばれているみたいで腹立たしい。


    「……〈複製鏡S/s面〉」


    　あざみは呟つぶやきを落とした。


    　……それから何度か繰り返してみて、自分の能力についてわかったこと。


    　意識を集中しながら物体を凝ぎよう視しすることで網もう膜まくに転写し、ソックリ同じ複製物コピーを作ることができる。三回瞬まばたきすると複製物は消えるが、効果が持続している間は、本体、複製物ともに質量が半分になる。またその間に複製物に与えた変化は、消える瞬間に本体に返る。


    「……役に立つのか立たないのかよくわからない能力ね」


    「ふん、莫ば迦かにしないでくんない！」


    　呉くれ羽はの洩もらした感想に、あざみがカチンときて言い返した。やっといつもの調子が戻ってきたみたいだ。


    「まあ、何であれそれはあなただけの能力ちからだから、くれぐれも悪用しないようにね」


    　そう忠告して呉羽はひとつ溜ため息いきをつくと、


    「……ともかく、あなたが襲われたことで、ますますこの家を調べないわけにはいかなくなったわね。やはりここには何か隠されているに違いない」


    　再び建物を見上げ決然とした声で言った。


    「『また遊びにいらしてください』って言ってたわね。ええ、すぐ行ってあげますとも」


    「じゃあ、もう一度……？」


    「それも、あの子たちに気づかれずにね」


    「忍びこむつもりっ!?」


    　あざみが咎とがめる声を上げた。


    「べつにあなたまで来る必要ないわよ。むしろさっきの一件もあるし、どんな危険が待っているかわからないからこのまま帰った方が賢明だわ」


    「なっ……、こんなワケわかんないことに巻きこまれて、おとなしく帰れるわけないじゃん！　千ち夜やちゃんのことだって心配だし、何て言われようがあたし帰んないからね！」


    　帰り道を指差してみせる呉羽に、あざみは猛然と食ってかかった。


    　ふぅ……と、呉羽はまたひとつ溜息をついた。


    



    　　　§


    



    　玄関のドアを、呉羽が〈解剖書記オートプシー・ルーム・４〉で切断する。戸口から侵入しながら、[image: ]たつみは山さん査ざ子しの言葉を思い出した。


    『素敵なおうちでしょう？　まるで私たちも絵のなかにいるみたいで……』


    　──絵のなかに……


    　[image: ]たつみは、この家の壁面全体が一枚の巨大な画が布ふであり、扉を切断しその向こうへ侵入してゆく自分たちは、画布の表面を捲めくりその裏側を覗のぞきこもうとしているようなものではないか……と、そんなことを考えた。


    　邸てい内ないに忍びこみ、三人は広間を目指した。何を置いてもまず、菱ひし沼ぬま藤とう嗣じが姿を消した現場であるその部屋を調べる必要がある。


    　二度目とはいえ、この建物の造りには慣れることができなかった。壁には例の実在しないドアや通路が描かれているものだから、遠近感が歪ゆがんできて、実際の広さ以上に大きいと錯覚してしまう。


    　歩いている途中、前方から物音が聴こえて、三人は廊下の角かどに身を隠した。角から少しだけ顔を突きだして様子を窺うかがう。


    「忙しい忙しい……」


    　胸の前に盆ぼんを持った硯すずりが、小声に呟つぶやきながら慌てた様子で足早に廊下を進んでいた。また山さん査ざ子しの蜂はち蜜みつが切れたのだろうか、盆には濃のう褐かつ色しよくの壜びんが載のっている。


    　ゴンっ……！


    　急ぎすぎたせいか、勢い余って壁にぶつかった。


    「──……っ！」


    　盆が床に落ち、壜が床をコロコロと転がって壁に当たった。


    「ぅー……！」


    　悲鳴を上げそうになるのを我慢しているのだろう、硯は両手で額を押さえて、壁に描かれた偽にせの通路を憎々しげに睨にらみつけていた。無言のまま壁を罵ののしっているような雰囲気だ。やがて床に転がった壜を拾ひろいあげて盆に載せ直すと、また早足で歩きだした。


    　懲こりない人だ。


    　硯が廊下の奥に姿を消したのを見て、三人は再び通路を進みはじめた。


    　ようやく目的の部屋の前に立つ。[image: ]がノブをまわしてみるが、棗なつめが『開あかずの間ま』と言っていた通り鍵かぎがかかっていた。


    「下がって頂ちよう戴だい」


    　呉くれ羽はが進みでて、〈解剖書記オートプシー・ルーム・４〉で閉ざされた扉を開いた。


    　広間に入り灯あかりを点つけると、やわらかい光で室内が照らしだされる。


    　ガランと広い空間を、[image: ]はひとわたり見まわした。


    　円まるテーブルやソファが点在し、隅の方に観葉植物の鉢が置かれている。正面の壁に、古めかしい柱時計の絵が描かれていた。


    「鴫しぎ沢さわ君、何か『見え』る？」


    「ん……」


    　腕を組んだ姿勢で呉羽が尋たずねると、[image: ]は足あし許もとを見下ろした。


    　事件が起きてから掃除されたのだろう、床に敷きつめられた絨じゆう毯たんには血けつ痕こんどころか染みひとつ残っていない。


    　[image: ]たつみは屈かがみこむと左掌てのひらで床にソッと触れてみた。


    　平らな床面、[image: ]にとってそれは水面のようなものだ。静かな水の表面に音もなく潜もぐりこんでゆくさまをイメージする。


    　水底から浮かびあがるように赤い色がたちのぼってくる。一昨日の朝足あし許もとに落下してきた少女の軀からだから拡ひろがったのと同じ色だ。


    　思わず手を離しそうになって、しかし床についた手に意識を集中させた。


    〈独白する夢魔アノニマス・モノローグ〉が、[image: ]の頭に過去の情景を描きだす。


    　クリーム色の絨毯に赤いものが拡がっている。


    　緋ひ色いろの液体の中央に、ひとつの軀が転がっていた。


    　大量に血を流して倒れている男。かろうじて息があるのだろう、押し潰つぶされた昆虫のように手足が弱々しく痙けい攣れんしている。横たわったまま身をよじり頭を傾けているため、顔はハッキリとは見えない。


    　胸に人の頭部ほどの黒い塊かたまりが載のっていた。


    　載っているだけではなく、蠢うごめいて……あるいは宿やど主ぬしの肉を貪むさぼっているようでもあった。肉と骨が押し潰され、ひちゃひちゃと血が滴したたる。男の頸くびが大きくのけぞり、喉のどから苦く悶もんの呻うめきが洩もれる。


    　やがて息絶えたのか、男の動きは止まった。胸に載っていた黒い塊は、ほどなく男の軀のなかにスゥと潜りこむように消えた。


    　すると、動くものは何ひとつなくなった。


    　音もない。


    　動かなくなった軀のそばに、一人の男が立っている。突とつ如じよ現れたのか、それとも最初からそこにいたのか判然としない。


    　葛かつら城ぎ悠はる久ひさだ。


    　悠久は、今しがた起こった出来事とはまるで無関係だというふうに、あるいは見えてさえいなかったかのように、静かにそこに佇たたずんでいた。


    　足許に転がった屍し体たいには一いつ片ぺんの関心も払わず、タダ正面の壁に描かれた時計を眺めている。けっして動くことのないその針と同様、悠久の軀も微動だにしない。呼吸すらしていないのではないか。


    　静止した空間に、無限に続くとも思える時間が流れた……いや、流れたのかどうかすらもわからない……


    



    「鴫しぎ沢さわ君……？」


    　呉くれ羽はに肩を揺すられて、[image: ]たつみは意識を引き戻された。


    　どれだけの時間、床に触れていたのか、随ずい分ぶん長かったようにも思えたのだが、腕時計に眼めをやると実際には一分も経たっていなかった。


    　床から手を離し、[image: ]は苦しそうに顳こめ顬かみを押さえた。


    〈独白する夢魔アノニマス・モノローグ〉を長時間使っていると、気分が悪くなってくる。対象の記憶にまぎれて何か……得え体たいの知れない何かが頭に流れこみ、黒い澱おりが沈み溜たまってゆく気がした。もし、それにもかまわず力を行こう使ししつづけたとしたら、自分は一体どうなってしまうのだろう……


    「この部屋で一人の男が殺されてて……その場に悠はる久ひさもいた」


    　立ちあがると、[image: ]は怖おぞ気けを振るいながら、〈独白する夢魔アノニマス・モノローグ〉で読みとったばかりの情景を呉羽に告げた。


    「悠久が……」


    　自分たちの追っている人物が果たしてこの家を訪れていたことを知って、呉羽は厳しい面おも持もちで唇を嚙かんだ。


    「倒れていた男の顔は確認できなかったけど……」


    「すると、殺されたのが藤とう嗣じかどうかはわからないわけね」


    　呉羽は、藤嗣がまだ生きているのではないかという疑いを棄すてきれない。


    　[image: ]は広間の床を見下ろした。足先に拡がるクリーム色の絨じゆう毯たん。


    　──この床のうえで……。


    　男の軀からだが動きを止めてからの、時間が凍りついたような状態。その場面のなかに佇たたずむ悠久もまた、生命を持たぬ何物かに見えたのだ。


    　葛かつら城ぎ悠久……


    　悠久もなんらかの蝕能アタリアを身に負っているのだろうか。忌いみ久ひさと最も関係の深かった人物だというのだから、あっても不思議ではない。


    　だとして、一体どんな能力をあの男は有しているのだろう。


    　呉羽の話では、『蝕能アタリアには、その人物にとっての潜せん在ざい的てきな願望や恐怖が反映する』のだそうだが……。かつて水み無な月づき病院で顔を合わせた悠久のことを思い返してみても、皆かい目もく見当がつかなかった。


    　この広間で、悠久は何を行おこなったのか、一連の失しつ踪そう事件に関わっているのか、空から落下してきた少女の一件と関係があるのか、目的は何なのか……


    　[image: ]の頭に、いくつもの疑問が泡のように浮かんでは流れ消えた。

  


  
    [image: ]

  


  
    



    



    



    「ここかな……」


    　棗なつめが話していた通り、その部屋には入り口とは別なドアが設けられていた。


    　菱ひし沼ぬま藤とう嗣じのアトリエ。


    　広間を出てから、[image: ]たつみたちは三階に位置するその部屋を訪れた。藤嗣がまだ生きているのではないかと疑っている呉くれ羽はは、アトリエに手がかりが残されているかもしれないと考えたからだ。


    　主あるじを失ったその部屋は、埃ほこりが積もることもなく、ゴク最近も使用された形跡があった。


    　騙だまし絵に執しゆう着ちやくしたという画家のアトリエに相応ふさわしく、絵を描くのに必要なもの以外はほとんどが騙し絵で構成されている。壁の棚、動くことのない時計、背後の様子を映すのみで人影を反射することはない鏡。


    　そのなかでわずかに本物であるのは、簡素な机と、整然と片づけられた画材。正面の壁にあるドアが、空中に向けて設けられたという、あのドアなのだろう。


    　そして部屋の中央のイーゼルに架かけられている──


    「千ち夜やちゃんの……肖像画……」


    　呟つぶやいて、あざみは親友の姿が描かれた画が布ふに近寄った。


    　完成していないらしく一部塗ぬり残された部分があるものの、そこに描かれた顔は見間違えようがない。美術室で千夜が浮かべていた笑顔がそのままに再現されている。


    　[image: ]もイーゼルに歩み寄ると腰を屈かがめ、左手を差しだして画布の縁ふちに触れた。


    「…………、……」


    　意識せず喉のどが鳴る。


    　……床に横たわった千夜の軀からだが見える。


    　それは、禍まが々まがしい人形のようだった。


    　頸くびが[image: ]ねじ折られて、千ち切ぎれそうになった頭がダランと垂たれている。腕が、脚が、本来曲がるはずのない方向に折れ曲がっていて、人並み外れた力が加えられたことを物語っていた。苦痛に歪ゆがんだ表情と画布に描かれた笑顔の、あまりの落らく差さが痛々しい。


    　つい先日まで動いて、歩いて、喋しやべって、笑っていただなんて、トテモ思えない。


    　大きく頸を振った[image: ]の頭に、更にもう一人の人物の姿が浮かびあがった。


    「鷹たか取とりさんは、もう……」


    　[image: ]が言いかけると、その沈ちん鬱うつな声だけで、呉羽とあざみには続けられるべき言葉がわかってしまった。


    「え……」


    　あざみは茫ぼう然ぜんと小さな声を洩もらしただけだった。ポケットからハンカチを取りだし、掌てのひらに握った布を見下ろす。


    　鷹たか取とり千ち夜やの持ち物。


    　彼女がお気に入りだと言っていた、卵に足の生えたキャラクターが描かれている。一昨日千夜から手渡され、この家に自分たちを導くこととなったその布ぬの切きれに、あざみは運命的なものを感じた。


    「噓うそ……なんで千夜ちゃんが、そんな……っ」


    　──ちょっと変わった趣味の子だった。


    　同じ美術部で、時々喧けん嘩かした。でも不思議と気は合った。


    　昨日、帰り道で別れた際の彼女の顔が甦よみがえる。


    　分かれ道に差しかかる所で立ち止まり、こちらに向き直って、


    『んじゃ、また明日ね。ばーい』


    　いつものように挨あい拶さつを投げかけると、ヒラヒラと手を振って小走りに去っていった。


    　沈みかけた夕ゆう陽ひが彼女の制服を照らしていた。短いスカートの裾すそがはためいていた。鞄かばんにつけた卵形のストラップが揺れていた。アスファルトのうえを軽快な跫あし音おとが遠ざかっていった。後ろ姿が小さくなっていって、やがて角かどに消えて見えなくなった。


    　普段と何も変わらなかった。


    　変わらなかった、はずなのに。


    「…………っ……」


    　あざみはすべてを否定するように頭を振った。


    　──千夜ちゃんが死んだなんて信じられない。信じたくない。


    　抑えきれない想おもいに、あざみはきゅっと唇を嚙かみ、手のなかのハンカチをくしゃりと握り締しめた。


    「誰だれが……」


    　震える声で呟つぶやく。


    「……誰が、千夜ちゃんを……」


    　あざみの声に、[image: ]たつみは応こたえることができなかった。どんな言葉も慰なぐさめにはならないだろう。


    　無言で立ちあがろうとして、[image: ]は一本の折れた絵筆がイーゼルの脚の陰に隠れるように落ちているのに気づいた。先ほど読みとった千夜の屍し体たいを連想しながらその絵筆を手に取ると、秘められた情景が浮かんだ。


    



    　　　§


    



    「菱ひし沼ぬま君、君は──」


    　イーゼルの傍かたわらに立つ悠はる久ひさが口を開いた。


    　テーブルを見下ろし、そこに載のったワイングラスの描く曲線を眺めながら、もう一人の人物に語りかける。


    「ヘイスブレヒツの作品が好きなんだったね」


    「好きどころの話じゃない……彼こそ真の天才だよ」


    　男は菱ひし沼ぬま藤とう嗣じだった。


    　椅い子すに腰かけた藤嗣が頷うなずくと、悠久は鼻を鳴らし、壁面に描かれた騙だまし絵をグルリと見まわした。


    「ふん、騙し絵の帝王と謳うたわれた男か……。ヘイスブレヒツの作品は、もっぱら現実と絵画の関係を主題としたものとして捉とらえることができる。片端が捲めくれたカンヴァス、更にはイーゼルに架かけられたカンヴァスを描いた作品、裏返しになったカンヴァスの絵……画面のなかにカンヴァスじたいを収めてみせたそれらの作品は、騙し絵として面白い試みではあると思うよ。だが、それでは充分ではない……まったく充分ではないよ。そんなことで満足していいはずがないんだ。我々は、真の意味で『反転』した世界に到達する必要がある」


    「反転……どういう意味だい」


    「位ト相ポ幾ロ何ジ学ーの話だったかな、人体が裏返って一人の人間の内臓に全宇宙がおさまった図なんてのがあったね。あれはちょいとばかり愉ゆ快かいだった。まあ、それは余談だが」


    　悠久は壁際のドアに歩み寄ると、空中へとひらかれた扉を開け放った。吹きこんでくる風が髪を撫なでる。


    「なんでも十九世紀にアンリ・ボルドーという男が『精神記録装置』なるものを発明していたそうだ」


    　眼下に展ひろがる夜景を見下ろしながら告げた。


    「精神記録装置？　……想像もつかないな」


    「それがどんな仕組みの装置だったのか、いかなる機能を具そなえていたのか、今となっては知りようがないが、想像するだに興味深い試みだ。そして私は、その装置と同じ機能を果たすものがあるとすれば、それは『絵画』にほかならないのではないかと思う」


    　大おお仰ぎように両腕を広げて悠久は言葉を続ける。


    「十二世紀、ドイツのヒルデガルド・フォン・ビンゲンという女性が『神からの啓けい示じ』を受けたと信じて自らの幻視体験ヴイジヨンを絵に描いた。のちに修道院長となり医学にもよく通じたという彼女の遺のこしたスケッチは、キリスト教的主題を扱うと同時に、同どう心しん円えん模様、要よう塞さい状の形、流れ落ちる星々といった図形に満たされていたが、それらは偏へん頭ず痛つうの前兆に襲われた際に起こる視界を横切る光点等の視覚体験と酷こく似じしている。


    　また、イギリスの画家ルイス・ウェインは擬ぎ人じん化かされた猫の絵を好んで描いたが、後年、統とう合ごう失しつ調ちよう症しようの症状が進行するにつれ、彼の絵は奇妙な幾き何か学がく模様に近づいていったのだという。


    　……仮に絵画を、人間の意識を写しとったものだと、あるいは閉じこめたものだと考えるならば、美術は意識の構造を記述しようとする精神医学と酷こく似じしていると言えるのじゃないか。そう、一枚の絵がそのまま一個の脳と等価なのだと仮定してみたらどうだろう？」


    　背を向けたまま自信たっぷりに言う悠はる久ひさの口ぶりに、藤とう嗣じは顔を顰しかめた。


    「まるで夢みたいな話だな」


    「『夢』、か。……ふ、だが、夢こそかつてシュルレアリストたちが重要視したものではないかね」


    　悠久はドアの外へ向けた視線を上げた。空には真しん円えんの月が煌こう々こうと輝いている。


    「なに、手段はあるさ」


    「君の兄の軀からだにあるという秘密とやらかい？」


    「そう、あれが中心となる『鍵かぎ』だ。だが、それだけでは足りなくてね」


    「鍵……？」


    「他ほかにあと二つ鍵が揃そろえば完成する。その二つも、兄さんがカンヴァスに定着させた以上、いずれ発現するはずだ……フフ、まったくたいした才能さ。それが揃えば、我々は『新たな生』を得ることができるはずだ」


    「彼は……もう描くのをやめたいと言っていなかったか」


    　藤嗣が問いかけると、悠久は彼に向き直った。


    「ああ、兄さんは少しばかり精神的に脆もろいところがあってね。困ったことさ。『私はもう……描きたくなどないのかもしれない。こうやって絵筆を握るだけで恐おそろしくてたまらない。……それなのに、呪のろわれてでもいるのだろうか、どうしても描かずにはいられない。いっそのこと、やめてしまえれば楽なのだろうが』……そんな弱よわ音ねを洩もらしていたよ」


    「呪われてでも……」


    「当然さ」


    　悠久は机に歩み寄ると、絵筆を手に取り人差し指の先に載のせた。


    　恰ちよう度どその重心を寸すん分ぶん違わず支えているのだろう、指先のうえで絵筆は完全な平へい衡こうを保っている。そして奇妙なことに、悠久は手をまったく動かしていないにもかかわらず、指先のうえで絵筆は静かに回転していた。


    「長年、『世界とは決定論的か否いなか』と自問しつづけてきたが、今なら疑いなくこう答えられる。


    　──『この世界は決定論的だ』、とね」


    　藤嗣は悠久の言葉に耳を傾けながら、回転する絵筆を眺めていた。


    「何もかも運命づけられているというわけかい」


    「運命、か……。そう呼んでみるのもいいかもしれないな。だから、将来発現する蝕能アタリアがあるならば、そう『決定』されているならば──それは兄さんの手によって描かれなければならず、描くということもまた決定されている。従って、兄さんがどう思おうがそんな意思など一いつ切さい関係ない、やめることなど不可能なんだ。たとえその手を潰つぶそうが……、あるいは──」


    　そこで不意に、悠はる久ひさの指先に載のった絵筆がピタリと静止し、


    「──命を絶とうがね」


    　突然ボギリとへし折れた。


    　中央から真ッ二つに折れた筆が、机のうえでわずかに跳はねて床に落ちた。折れた絵筆を一いち瞥べつしてから、悠久はイーゼルに顔を向け、架かけられた画が布ふを眺める。


    「まあ、急ぐことはないさ。いずれ見つかるだろう……見つかるはずだ…………見つからねばならない」


    　譫うわ言ごとでも呟つぶやくように、あるいは呪じゆ文もんでも唱えるように、悠久は語尾を変えて繰り返した。


    「そのためなら、何でもするさ」


    　低く押し殺した声で言い放つ。


    　藤とう嗣じもまた同様に画布を眺めていたが、やがて自分の右手に眼めを落とし、口くち許もとを緩ゆるめた。


    「描くことをやめられない、か……おれも同じだな」


    「いや、君はもうそろそろ潮しお時どきじゃないかな」


    　悠久は藤嗣に冷たい視線を向けた。


    「何……？」


    「君には、この世界を成立させている原理を反転させることはできない。たとえどれだけ続けようがね。どうやら素質がないようだ」


    「…………」


    「ただ、キッカケを作ってくれたことには感謝するよ。そうだな、いっそのこと……」


    　悠久の台詞せりふとともにアトリエの風景は薄れ途と切ぎれた…………
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    「悠久と……菱ひし沼ぬま藤嗣が会話してた……」


    　呉くれ羽はに告げて、[image: ]たつみは折れた絵筆を机のうえに戻した。


    「悠久と……。二人の間に関係があったの」


    「葛かつら城ぎさんのお父さんのことも話してたよ。〈五重心臓クライン・ボトル〉のことかな、それが中心となる『鍵かぎ』だって」


    「鍵……？」


    「他ほかにあと二つ鍵が必要だって、悠久は言ってた」


    「……それを、あの男は探し求めているわけかしら」


    『反転した世界』……それが悠久の目的なのだろうか。


    　といっても、具体的に何を指しているのかは未いまだわからないままだったが。それでも、あの男には禍まが々まがしいものを感じる。放ってはおけない気がした。


    　それから[image: ]たつみは、棗なつめの話を思い出し空中へ続くドアを開けた。


    　高たか台だいに立つこの家の三階の扉からは、坂の下に展ひろがった、自分たちの住む街が一望できる。


    　四角く切りとられた視界の、墨すみを流したように塗ぬり潰つぶされた街のうえ、数えきれない光の点が散らばっている。鳥のような影がひとつ夜景をスゥと横切って飛んでゆき、ほどなく視界の外へ消えた。


    　菱ひし沼ぬま藤とう嗣じは、あるいは棗は、栞かん奈なは、そして悠はる久ひさは、どんな想おもいでこの風景を眺めたのだろうか。


    　そんなことを考えながら、[image: ]は戸口の壁に何気なく右手を添そえた。


    「……？」


    　掌てのひらに異質な感触を憶おぼえて眼めを向けると、框かまちの表面にキラリと光るものが見えた。薄い長方形の金属が突きだし、その鋭い縁ふちから赤いものがつたい落ちている。手をついた箇所の壁から剃刀の刃が生えていた。


    　[image: ]は慌てて手を離した。剃かみ刀そりで掌の腹がザックリ切れて血が流れだしている。


    「──っ！」


    　驚いてよろめきかけたところで、更に、右足に外力が働くのを感じた。グンと、何か重いものによって下方へ引かれる。体勢を崩し、踏みとどまることもできず[image: ]の軀からだは戸口から外へ躍りでる。


    　そのまま下へ──落下しかけた[image: ]の右腕を、咄とつ嗟さに呉くれ羽はが摑つかみ引き止めた。


    「鴫しぎ沢さわ君、大丈夫？」


    「う、ん……どうに、か」


    　危ないところだった。[image: ]の軀は呉羽が握った手でかろうじて支えられているのみで、胴体は完全に建物の外に出て外壁に沿って垂たれさがっている。


    　呉羽は[image: ]の軀を引きあげようとして、


    「あ……っ」


    　──血で……すべる。


    　剃かみ刀そりで切った[image: ]の傷口から流れでた血が腕につたって、力をこめて摑み止めようとしてもぬらりとすべって下がってゆく。


    「くっ……！」


    　眉まゆ根ねを寄せて呉羽は舌打ちした。


    　忌いま々いましく思ったところで止まってはくれない。[image: ]の軀は下へ下へとずり落ちてゆく。


    　──このまま摑んだ手が抜けてしまうと、鴫沢君が……！


    　呉羽は素早く左手を差しだすと、〈解剖書記オートプシー・ルーム・４〉で壁の一部を切り落とした。そのまま指先を[image: ]たつみの右手に添そえ、掌てのひらを薄く削そぎ切る。壁面と[image: ]の右手に、二つの断面ができた恰かつ好こうだ。そして呉羽は、掌の切断面を壁の断面に癒着させた。


    「右手を壁に固定した──これで落ちないわ」


    　手て荒あらなやり方だが、どうにか落下は防ぐことができた。


    　呉羽は両手で[image: ]の手て頸くびを握り、あざみも手伝って[image: ]の軀を引きあげようとする。


    　しかし、


    　──重い。


    　どれだけ力をこめて腕を引いても、ビクともしない。[image: ]の軀がこんなに重いわけがないと、訝いぶかしく思いながらあざみが見下ろすと──


    　壁にぶらさがっている[image: ]の右足の側面から墓石が生えていた。


    　見るからに重量感溢あふれる、西洋型の真っ白な墓石。直方体の一面がわずかに傾いていて、表面には何やら文字も彫りこまれているようだ。


    　石の塊かたまりが重おもりとなって、[image: ]の軀を下方へと強く引き寄せているのだ。女二人の力では、とてもではないが引きあげられない。


    「……っ！」


    　[image: ]は喉のどの奥から呻うめきを洩もらした。脚が脱だつ臼きゆうしそうだ。


    　──ギロチンと同じ……これは『攻撃』だ。

  


  [image: ]


  
    　間接的ではあるが、剃かみ刀そりも墓石も自分を地面に叩たたきつけるために出現したのだろう。


    　[image: ]たつみには、この墓石が自らの死を暗示しているような気がした。三階の高さだから、打ちどころさえ悪くなければ死にはしないかもしれない。しかし、恰ちよう度どこの場所で頸くびを折って命を落としたのだという栞かん奈なの一件が心に重く圧のしかかった。


    　見下ろす角度が急なせいで確認できないが、ひょっとして墓石の表面に彫られているのは自分の名前なのではないか……そんなふうにさえ思えた。


    「ほんとワケわかんない家ね……！」


    　[image: ]の手頸を握った手に力をこめて、あざみは白い直方体に視線を定めた。瞬まばたきせずジッと凝み視つめる。


    「重いのなら、かるくすればいい」


    　呟つぶやき、〈複製鏡S/s面〉で墓石を複写した。


    　新たな石の塊かたまりが空中に出現すると同時に、[image: ]の右足にかかっていた負ふ荷かがフッと軽減された。


    〈複製鏡S/s面〉の効果で石の重量が半分になったのだ。


    　あざみは瞬きしないように気をつけながら、呉くれ羽はと二人がかりで[image: ]の軀からだを室内に引きあげた。


    「ふぅっ、救たすかった……わね」


    「はっ、あ……ありが、と……」


    　危機を脱して、床にへたりこんだ恰かつ好こうで[image: ]は大きく息を吐いた。ほどなく、右足に生えていた墓石はスッと皮膚に溶けこむようにして消えた。


    「まただ──ギロチン台と同じように消えた……」


    「どうよ……、役に…………立ったでしょ……っ」


    　あざみも呼吸を乱しながら、呉羽に向けて言い張った。玄関の所で呉羽から言われたことを気にしているのだろう。


    「たまたまね」


    　あざみに顔を向けもせず呉羽は素そっ気けなく応こたえて、〈解剖書記オートプシー・ルーム・４〉で壁に癒ゆ着ちやくさせていた[image: ]の手を再び切り離した。


    　自由になった手で、[image: ]は足を撫なでてみた。異常はない。墓石が生えていたというのが噓うそみたいだ。強い力で引かれたせいで、関節に引き攣つるような痛みだけが残っていた。


    　そこへ、


    「あんたたち」


    　背後から声がした。


    　三人が一いつ斉せいに振り向くと、さっきの騒ぎを聞きつけたのだろう、二つの人影が戸口に立っていた。


    　棗なつめと山さん査ざ子しだ。


    　室内に歩みいってくる棗の後ろで、山査子が戸口に寄りかかるようにして立っている。


    「帰ったはずじゃなかったのか。なんでこんな所に……」


    「鷹たか取とりさんは……もう生きてはいないんだね」


    　咎とがめる響きを帯びた棗の語調に怯ひるまず、[image: ]たつみは重々しい声で応じた。


    「はん、何を言って……」


    「ぼくにはわかるんだ。鷹取さんは頸くびを折られて……」


    　誤ご魔ま化かそうとする棗を、[image: ]の強い口調が打ち消した。[image: ]はイーゼルのそばまで進みでると、そこに架かけられた千ち夜やの肖像画に一いち瞥べつを投げかけた。


    　そして山査子に顔を向け、


    「君が……やったんだね」


    「はい」


    　[image: ]の視線を真まっ向こうから受け止めて、動じたふうもなく山査子は頷うなずいてみせる。


    「君が……みんな」


    「はい」


    　まったく調子を変えず再び首しゆ肯こうする。


    「千ち夜やちゃんを……」


    　あざみは突然のことに頭が追いつかず、向きあった[image: ]と山査子の間に茫ぼう然ぜんと言葉を挿はさんだ。違うと言ってほしい。


    　けれど──


    「──はい」


    　三み度たび、容よう赦しやのない返事。


    「なん……で」


    　あざみが投げかけた問いに、山査子は不思議そうに眼めを瞬しばたたかせた。


    「動かなくなっていただいたのは確かです。けれど、死んだわけではありませんよ。絵になっていただいただけです」


    　──絵になって……


    　…………いただいた……


    　[image: ]は頭のなかで山査子の言葉を繰り返すと、彼女に視線を据すえたまま、


    「死んだわけではない、……そういうことなんだね……。梔くち子なしと栞かん奈なの身に起きたことについて、君はいつも『倒れた』とか『動かなくなった』といった表現を用いた。『死んだ』とは一度も言わなかった」


    「？　ひょっとして、実はまだ生きてるって言うの？」


    　あざみが驚いて声を上げると、[image: ]は曖あい昧まいに頸を振った。


    「ある意味では違っているし、ある意味では正しい」


    「どういうこと……」


    　[image: ]たつみは更に一歩、山さん査ざ子しの方へ歩みでる。


    



    「君の部屋に掛けられた、梔くち子なしと栞かん奈なの肖像画──君は、あの絵を本人だと思っているんだね」


    



    　室内の空気が一瞬、凍りついたようだった。


    「……あの絵を？　って、そんな──」


    　混乱するばかりのあざみの声を、山査子がさえぎった。


    「母さんたちが、どうかしたのですか？」


    「……っ、本気でそんなこと……」


    「君の部屋で、壁に飾られた肖像画を指して『あの絵は……？』と尋たずねた時、君は『母さんと姉さんです』と答えた。ぼくたちは当然、母と姉を描いた絵だと受けとった。


    　でも──あの返答こそが、君にとってのまぎれもない真実だったんだろう」


    「だって、父さんが言っていましたもの」


    　山査子の態度はどこまでも落ち着いている。


    「そう……君は『もともと夢みがちというか空想癖の強い子だった』と棗なつめから聞いている。それに、父親のことを君は随ずい分ぶん慕っていたそうだね。そんな君にとって、藤とう嗣じの言葉は特別な意味を持っていたに違いない。


    　だから、藤嗣がかつて語ったのだという『絵画は現実と同等だ』という言葉──君はそれを文字通りに受けとってしまったわけだね」


    　何より決定的だったのが藤嗣の画が風ふうだろう。現実と見まがうばかりの緻ち密みつさで描きだされた絵。


    　[image: ]でさえ、山査子の部屋に飾られた肖像画を眺めて『今にも動きだして、視線をこちらに向け唇を開いて語りかけてきそうだ』と感じたのだ。


    　外界から隔かく絶ぜつされた環境のなかで、そんな絵に囲まれて暮らすうち、山査子のなかでは現実と絵の境界が緩ゆるやかに溶けあっていった……。


    「五年前に君の眼めの前で起きた、母と姉の死──それがすべての始まりだったのだろう。二人がいなくなったという事実を君は認めることができなかった。身近な人の死を認めたくない、その気持ちだけなら誰だれの心にも生じうるものだ」


    　認めたくない──それは、あざみもついさっき千ち夜やの死を告げられて考えたことだ。彼女が死んだなんて信じたくないと。


    「君は、家族の死を認めず……梔子と栞奈が死亡していなくなった直後に藤嗣が描きあげた肖像画を見て、二人が帰ってきたのだと考えた」


    「だって……同じ姿をしているではありませんか」


    　あざみが『こんな丘のうえの一軒家でズット暮らしてるなんて、寂さびしくない？』と尋たずねた時に、山さん査ざ子しは『家族が……いてくれますから』と微笑した。また、自分の部屋で梔くち子なしと栞かん奈なの絵を指して『私が寂しくないように、父さんが描いてくれたのです』と説明した。


    　あれは、母親も姉も絵となって生きているから寂しくないという意味だったのかもしれない。


    　そして、[image: ]たつみが肖像画に触れようとすると、山査子は『優しく……してくださいね』と注意した。それはつまり、母さんたちに優しく触れてくださいねと言いたかったのだ。


    「恰ちよう度ど君が着替えているところに遭そう遇ぐうしてしまった時……あの直前、ぼくは室内から聞こえてくる話し声を耳にし、ドアを開けてから室内に君一人しかいないことに驚いた。その時は、空耳だったのかと考えたんだけど……実際のところは違った。君は一人きりではなかった──絵のなかの母と姉に語りかけていたんじゃないか」


    　山査子は羞はずかしそうに頷うなずいた。


    「母さんとお話ししていると、[image: ]さんが突然入ってきたものですから……ビックリしてしまいました」


    　思い返せば、山査子は『不思議の国のアリス』の頁ページを捲めくっていた時も、そこに描かれた登場人物たちと『ひそやかな会話でも交わしているよう』だった。


    「そして……栞奈の絵に向かって『ごめんなさい』と声をかけた時、君はお姉さんの絵に対してではなく、本当にお姉さんに謝っていたんだね」


    　[image: ]はそこで言葉を切り、山査子に向けていた視線を棗なつめに移した。


    「棗、君は妹の思い違いに気づいていたはずだろう。気づいていないはずがない……なのに否定しなかったのかい？」


    　[image: ]が問うと、棗は力なく頸くびを振った。


    「最初、山査子が母さんの肖像画に話しかけているのを見た時、母さんが死んだショックでそんな真ま似ね事ごとをしているのかと思って、おれも曖あい昧まいに調子を合わせて敢あえて否定しなかったんだ。しばらく経たつうち、本気でそう信じこんでいるんだと気づいたが、その時にはもう遅かった。今いま更さら違うだなんて言えなかったよ」


    「でも、絵のなかの人物を生きてると思いこむなんて……」


    　納得できない様子のあざみが口を挿はさむ。


    「ぼくはひとつの疑いを抱いだいていたんだけど──」


    　[image: ]は山査子に向き直り、低く押し殺した声で続けた。


    「ひょっとして、君は立体視覚失認なんじゃないか」


    「りったい……し……？」


    　山査子は不思議そうに呟つぶやいた。


    　呉くれ羽はが[image: ]の後を継ついで答える。


    「精神的ストレスによる心しん因いん性せい視覚障害の一種で、眼がん球きゆうじたいには問題がないにもかかわらず、奥行きを感じとりにくくなるというものよ。とりわけ、十二歳くらいまでの女子に多くみられるそうだけれど」


    「奥行きを……」


    　[image: ]たつみが〈独白する夢魔アノニマス・モノローグ〉で読みとった情景のなかで悠はる久ひさが語っていた、偏へん頭ず痛つう前兆や統とう合ごう失しつ調ちよう症しようにより奇妙な絵を描いたという人物の逸いつ話わ──それらは、脳の状態によって異なった見え方をすることがあるという事実を示している。


    　年若い一人の少女にとって、窓のない館やかたのなかで過ごしつづけるというのは、多大なストレスだったに違いない。遠近感がおかしくなるようなこの建物の構造、平面と立体の戯れを演出した内装も、作用したかもしれない。


    　[image: ]は山さん査ざ子しの顔を凝み視つめた。


    　山査子の、どこか焦点の定まらない瞳ひとみ。


    　そして、夢遊病者のような歩き方。


    　まわりの事物との距離を正しく認識できないがゆえ、彼女はあんな覚おぼ束つかない足取りだったのだ。


    　あるいは、彼女がテーブルに置かれたカップを取ろうとして床に落とした瞬間。あの時は、呉くれ羽はの質問によって動揺したためだろうと考えたが、実際はカップまでの距離とその形状をうまく把握できなかったせいで摑みそこねたのだ。硯すずりの語った話のなかで、山査子が壁に描かれた偽にせの通路に頭をぶつけたのだという出来事が、別の意味をもって理解された。


    　──そういえば。


    　山査子に本を手渡そうとして落とし謝った[image: ]に対して彼女は『私も時々、ボンヤリすることがありますもの』と応こたえたが、それは視界がボンヤリするという意味だったのかもしれない。


    　山査子の微笑が綻ほころぶ。


    「さあ……」


    　優雅な仕し種ぐさで頸くびを傾けた。


    「自分では、よくわかりませんでしたけれど」


    　少しだけ眼めを伏せて言葉を続ける。


    「わかりませんでしたが……何か、違和感はあったのです。自分のまわりが変わってしまったような気がして、どこか……変だなと──そう……思っておりました」


    「君はこの建物について『まるで私たちも絵のなかにいるみたいで……』と言ったね。あの言葉をぼくは比ひ[image: ]ゆとして受けとったけれど、君にとってそれは誇張でも何でもない実感だったのか」


    「ええ……」


    「立体視覚失認によって奥行きを感じとりにくくなったあなたには、まわりの現実そのものが平面のように、文字通り絵のようピクチヤレスクに捉とらえられたのかもしれない。そして、父が描いた絵への度どを越した愛着……。


    　絵に対するあなたのそんな執しゆう着ちやくが蝕能アタリアとして発現したのね。絵画として描かれた像を、他ほかの物体の表面に転写して実体化させる……」


    　呉くれ羽はが告げると、山さん査ざ子しは右手を壁に添そえた。


    「この掌てのひらで……撫なでたことのある絵なら何でも喚よびだすことができるのです」


    　山査子の掌からスルリと抜けでるようにして、壁の表面にひとつの絵が現れた。


    　平面に浮かんだその絵は見る間にムクムクとふくれあがったかと思うと、壁面から『不思議の国のアリス』の挿さし絵えに描かれた三月兎の上半身が生えだしていた。


    　チョッキを着こんだ三さん月がつ兎うさぎはあたりをキョロキョロと見まわすと、ポケットから懐中時計を取りだして眺めた。ひどく慌てている様子だが、生えだした箇所から移動することはできないらしく、自分の軀からだを見下ろしてじれったそうに身を揺すると両手でぱてぱてと壁を叩たたいた。


    「可愛かわいらしい……ですね」


    　兎の姿に親しみのこもった一いち瞥べつを投げかけてから、山査子は、[image: ]たちに同意を求めるように笑ってみせた。


    　それから、す……と手を払うと、兎の軀は壁面にスゥと溶けこみ、後には影も形も残らない。


    　[image: ]たつみたちは呆あつ気けにとられてそのさまを眺めていた。


    　あざみが廊下で目撃したのだという獣けものの姿、[image: ]が三階の壁面に見た影。更には玄関で出現したトラバサミもギロチン台も、[image: ]の足から生えだした墓石も、彼女の能力によるものだったのだ。


    「このところ続いていた失しつ踪そう事件も君の仕し業わざだったんだね。その能力で一人ずつ殺していって……。空から降ってきた女の子は、ひょっとして軀に巨大な鳥を植えつけられていたんじゃないか。あるいは『不思議の国のアリス』に登場する、翼を持ったグリフォン」


    「ええ。あの方は……逃げだしてしまって……。その後どうなったのかは存じませんが」


    「おそらく空中を飛んでいる最中に、嘴くちばしで頭部を[image: ]ついばまれたのだろう。そのまま息絶えて落下した……」


    「そう……だったのですか」


    　[image: ]が推測を述べると、山査子は胸に手を当て、五本の指をしならせてみせた。


    「他ほかの方はみなさん、動かなくなっていただきました。みなさん、赤く……染まりましたね」


    　彼女の眼めに、悪意はない。


    　タダ殺意だけがある。


    「赤く……」


    　あざみが溜ため息いきを落とした。


    「それから、絵になっていただきました」


    「君の父親にも同じように……？」


    　広間で読みとった光景を思い返しながら[image: ]たつみが尋たずねると、山さん査ざ子しは初めて頸くびを横に振った。


    「わかりません。そうかもしれないと思いましたが……、父さんが消えたあの夜、私が広間に戻った時にはもう父さんの姿はありませんでした。絨じゆう毯たんに赤いものが拡ひろがっていて、その色がとても綺き麗れいで、でもトテモ恐おそろしかったものですから……私はカタカタと震えて……気がつくと、スグ後ろに知らない人が立っていたのです」


    「それは……ひょっとして悠はる久ひさのこと」


    　呉くれ羽はが眉まゆをひそめて問う。


    「名前は存じません。その人は私の横をスッと通り過ぎて広間のなかに入っていきました。床に拡がった赤い液体に指先をひたして……その手を私の方に差しだすと『君には素質があるようだ』と言ったのです。それだけで、私はホッとした気分になりました。……不思議な方でした」


    　山査子は細めた眼めで[image: ]を凝み視つめ、


    「[image: ]さんは、あの人に似ている気がします」


    「──っ！」


    　山査子の微笑に、[image: ]は胸を抉えぐられたように感じた。


    「それからあの人は、私の耳みみ許もとでこうささやきました。


    　──『君は〈悦楽の園ロスト・イン・フアンハウス〉だ』、と……」


    「〈悦楽の園ロスト・イン・フアンハウス〉……」


    　山査子の言葉を呉羽は繰り返した。


    〈悦楽の園ロスト・イン・フアンハウス〉、それがこの少女の蝕能アタリアに与えられた名なのだろうか。


    　騙だまし絵に彩いろどられた館やかたのなか、『絵』に囚とらわれた彼女にとって、それは相応ふさわしい名なのかもしれない。


    「そしてあの人は姿を消して、それきり父さんもいなくなったままですが……でも、父さんは死んだわけではなく、どこかにいるはずです。だって私は、父さんに帰ってきてもらうために、みなさんを手にかけたのですから」


    「帰ってきてもらうため……とは、どういう意味？」


    「母さんの時も、姉さんの時も、私の眼の前で倒れた後、父さんが絵を描いてくれました。ですから……父さんが姿を消してしまった後、私はこう考えたのです。


    　──また誰か倒れれば父さんが絵を描いてくれるのではないか、と」


    「……っ！」


    「そのために──殺したというわけ」


    　表情を険しくする呉羽に対して、山査子は穏おだやかに頷うなずいた。


    「……そしてそれは現実になりました。一人動かなくなっていただくたびに、客間に絵が現れたのですから。父さんが帰ってきてくれたのでしょう。姿こそ見せませんけれど、でも、客間に残った絵が何よりの証拠です」


    　山さん査ざ子しは嬉うれしそうに語った。


    　苦い思いを呑のみこんで、[image: ]たつみは口を開いた。


    「……違うんだ」


    「違う……とは？」


    「君が思っていることとは違っている」


    　怪け訝げんそうに問いかけてくる山査子から眼めを逸そらし、[image: ]は棗なつめに顔を向ける。


    　その時、棗は表情をこわばらせ唇を動かしたが、半はん端ぱに開かれた口から言葉は出てこなかった。


    「藤とう嗣じが姿を消したのち客間に現れつづけたのだという肖像画……あれらは菱ひし沼ぬま藤嗣ではなく、棗……君が描いたものだね」


    　山査子は驚きで凍りついた。


    「兄さん……が？」


    　喉のどの奥からどうにかそれだけの言葉を絞しぼりだした。


    　千ち夜やの肖像画に触れた時、[image: ]が〈独白する夢魔アノニマス・モノローグ〉で読みとったもの。それは、菱沼藤嗣ではなく画が布ふに向かう棗の姿だった。


    「どう……して」


    　苦い顔をしたまま答えられずにいる棗に代わって、[image: ]が続ける。


    「君のために、だろう」


    「私のため……？」


    　山査子はいよいよ不ふ審しんの色を濃くする。


    「先月の事件の際に、菱沼藤嗣は死亡したのだろう。君の蝕能アタリアが無意識裡りに発現したのか、あるいは悠はる久ひさが何か行おこなったのか……。だが棗は、父親のことを慕っていた君に父の死という事実を知らせたくなかった。母と姉を亡くし、そのうえ更に父まで奪われるなど君には酷こくすぎると考えたに違いない。


    　たんに死を誤ご魔ま化かすだけなら、母親や姉の場合と同じように藤嗣の肖像画を描くという方法もあったかもしれない。しかし君にとって、父は何よりも『絵を描く人』だった。急にそれが止まったなら、君は訝いぶかしむだろう」


    　棗は[image: ]たちに『父の絵に価値があったとすれば、それは妹を喜ばせたというタダ一点だった』と語った。ならば、自分が父と同じような絵を描けば良いと考えたのだろう。


    「だから──棗は、あくまで父親がまだ生存していると君に思わせるために、藤嗣に代わって絵を描いたんだ」


    　[image: ]の台詞せりふから、あざみはあることに思い至った。


    　この建物に入る際、棗なつめのそばを通る時にフッと漂ただよった気がした『懐かしいような匂におい』……あれは、いつも美術室で嗅いでいる絵の具の匂いだった。


    『おれは絵が嫌いだ……いや、憎んでいると言ってもいい』という棗の言葉が真実だったのかどうか、[image: ]たつみには知りようがない。


    　だが、彼が絵画を真に憎んでいたとして、それでも棗は妹のために絵を描くことを選んだのだ。『どんなことがあってもおれが山さん査ざ子しを守る』と[image: ]に打ち明けた言葉こそ、彼にとって他ほかの何を犠ぎ牲せいにしても優先すべき決意だったに違いない。


    　棗は観念したように頷うなずいた。


    「皮肉なことだよ。おれは絵に没頭した父を憎み、そして絵画そのものを呪のろったが、いくら忌いまわしく思ったところで、何な故ぜかおれには父同様、本物ソックリな絵が描けてしまったんだからな」


    　廊下で栞かん奈なの死について語った際と同じように、棗は自分の手を見下ろした。


    　[image: ]は再び山査子に向き直った。


    「数多の騙だまし絵に彩いろどられたこの家……だが客間に飾られた肖像画は、他の誰だれでもない、君一人を騙すために描かれた絵だった」


    「そんな……今いま更さらです……」


    　山査子の唇が苦しげに動く。


    「今更……そんなこと言われても……」


    　かすれる声。


    「どうしようも……ないではありませんか」


    　山査子と棗の顔を見み較くらべるようにして、[image: ]は、


    「棗……君の行為は、山査子を傷つけまいとする優しい『噓うそ』だったのだろう。でも、……だとしても、それはやっぱり間違っていたんだと思う。君は山査子に本当のことをつたえるべきだったんだ。父の死を……いやそもそも、母も姉ももうこの世のどこにもいないのだという事実を」


    「それくらい、おれにもわかっていたさ。だが、おれにはできなかった。本当のことを言うことが、どうしても……」


    　翳かげった声で、棗はそこまでしか言えない。


    「だって……でも、動かなくなった方たちの軀からだは、その都つ度どいなくなっていたのですよ。では、それも兄さんが……？」


    「いや、それはおれじゃない。その点はおれも不思議だったんだが、いつも屍体は勝手に消えていたんだ。おれは、それも山査子がやっているんだと思っていたんだが……。それじゃあ、一体」


    



    「──屍し体たいは、私が始し末まつしていました」


    



    　静かな声とともに、戸口の陰から最後の一人が姿を現した。


    　八や重え樫がし硯すずり。


    　[image: ]たつみたちを迎えた時と同じ恰かつ好こうで、同じ表情で、控えるように立っている。


    「硯さんが……？」


    　変わらぬ様子でペコリっとお辞じ儀ぎして室内に歩みいると、硯はコクリと頷うなずいた。


    「お二人が何をしていたのか、ハッキリとは知りませんでしたが……それでも、屍体があったので……隠さなければならないと。そう思って、私が始末したのです」


    「──始末したって……あんたねぇ、簡単に言わないでよっ……！」


    　苛いら立だった声を上げるあざみに対して、硯は涼すずしい顔を保ったまま、


    「棗なつめ様とお嬢様のどちらが殺したのかということは、私にとってはどうでもいい問題でした。私はタダ、残された屍体が発見されることだけを恐おそれたのです。警察がやってきてお二人の生活が乱される、それだけは避けねばならないと考えました。ですから、迷うことなく始末しました」


    　毅き然ぜんと語る硯の姿を[image: ]は眺めた。


    『お二人をお守りしたいと思います』……棗が山さん査ざ子しを守るために絵を描いたように、硯もまた歪いびつな方法で棗と山査子を守ろうとしたのだろう。


    「でも、[image: ]さんには知られてしまったのですね……」


    「…………………」


    　山査子、棗、硯……三人の間で視線が行き交う。


    　かつて、栞かん奈なの死というひとつの事実を三人が分けあい、それぞれに罪の意識を抱えこんでいたように。


    　山査子が殺し、棗が絵を描き、硯が屍体を始末する。


    　三人が、お互い自分の行為を秘密にした状態での共犯関係……


    　──なんて皮肉な構図だろう。


    　やりきれない思いに[image: ]は嘆たん息そくした。


    　山査子は父を慕い、そんな彼女を棗と硯は守ろうとしたわけだが……彼女たちはタダやり方を間違えただけでそのどこにも悪意が存在していないという事実が、猶なお更さら哀かなしいことだと感じられた。


    「…………」


    　山査子は複雑な視線で[image: ]を凝み視つめてから、


    「それでもやはり……何もかも、今いま更さら……なのです」


    　呟つぶやいて、痛ましく微笑した。


    「[image: ]たつみさんたちにも……動かなくなっていただかないと……」


    　す……と、山さん査ざ子しは壁に手をついた。


    　彼女が触れた箇所の壁面に細長い像が浮かぶ。


    　山査子の掌てのひらから転写された絵は、壁から床へとつたわって素早く呉くれ羽はの方へ向かった。


    　呉羽の足先から体たい表ひようへ移ったかと思うと、左足あし頸くびのうえで実体化して、皮ひ膚ふから爬は虫ちゆう類るいの頭が生えてくる。


    　──蛇へびだ。


    　それも、暗あん褐かつ色しよくの地に黄色の縞しま模様が入ったその姿は、陸りく生せいの蛇のうち最も強い毒性を持つと言われるタイガースネーク。咬かまれればひとたまりもないだろう。


    「くっ……！」


    　呉羽は忌いま々いましげな声を洩もらした。


    　足頸から直接生えだした蛇は、見るからに毒々しい模様の胴体をくねらせた。しゅるしゅると厭いやらしく脚に絡からみつき、大きく口を開いて鋭い牙きばで肉に咬みつこうとする。


    「問もん答どう無む用ようというわけ……」


    　呉羽は足に左手を当て、〈解剖書記オートプシー・ルーム・４〉で毒蛇ごと自らの足頸を切り落とした。接触しているものをどこまでも切断する直線は、そのまま真まっ直すぐ床を切りわけながら山査子目がけて伸びてゆく。


    　足あし許もとに迫る光の直線を避けて、山査子は跳とんだ。


    　ふわりと、まるで紙風船のように彼女の軀からだは宙を舞い、綺き麗れいな放物線を描いて後方の床にスッと着地した。その姿に、棗なつめは身動きもできぬまま見入った。


    「その指先で触れると……切られるわけですね」


    「……っ……」


    　呉羽は短く舌打ちした。


    　切り落とした自分の足頸を治なおす暇もなく。


    「今度は……逃げられませんよ」


    　蝕能アタリアの宿った山査子の手が振るわれる。


    　呉羽の足許からひとつの絵が軀を這はいのぼってゆき──頸すじから[image: ]ヽ銃を握った手が現れた。


    「なっ……!?　これ──」


    　山査子が部屋で眺めていた画集に載のっていたものだ。自殺しようとする男の手に握られていた銃じゆうは今、呉羽の頭に向けられている。


    　頸すじから手が生えてきているから、〈解剖書記オートプシー・ルーム・４〉で切断するわけにもいかない。そんなことしたら、自分の頸ごと切り落としてしまうことになる。


    「厄やつ介かいな……！」


    　硬い銃じゆう口こうが呉くれ羽はの顳こめ顬かみに押し当てられる。ガチリと、拇おや指ゆびが撃げき鉄てつを起こす動作が振動として側頭部につたわってきた。


    　引き金にかけられた人差し指が動いて──


    「────ッ!!」


    　呉羽が後方へ大きく頭をのけぞらせた瞬間、


    　乾いた銃声とともに、発射された鉛なまりの弾たまが高速で眼前を横切った。すぐそばで響いた轟ごう音おんで耳が痺しびれる。かすめた前髪がかるく焼け焦げたようだった。


    「は、っ……」


    　反そらせた喉のどの奥から呻うめきが洩もれた。


    　文字通り間かん一いつ髪ぱつだった。一瞬でも避けるのが遅れていたら、銃弾は容よう赦しやなく頭を撃ちぬいていた。


    　だが、危機から脱することができたわけではない。弾だん倉そうにはあと五発残っている。


    「葛かつら城ぎさん！」


    　[image: ]たつみが叫び、呉羽を救たすけるため駆かけ寄ろうとする。


    「邪じや魔ま……なさらないでください」


    　山さん査ざ子しは[image: ]に向けて〈悦楽の園ロスト・イン・フアンハウス〉を行こう使しした。


    　[image: ]の足あし許もとに緑色の影が浮かんだかと思うと、床から大きな壺つぼ状の房ふさが生えて、彼の下半身を覆おおい呑のみこんだ。


    「うあッ──!?」


    　両脚を捉とらえられ、[image: ]の軀からだは床のうえに横倒しになった。


    　立ちあがれない。


    　倒れたまま、[image: ]は頸くびを傾けて自分の軀を捕らえているものを見た。


    　それは、熱帯に自じ生せいするウツボカズラに似た形の巨大な食虫植物だった。赤と緑が混ざった不気味な色をした房の、開いた口が両脚を呑のみこんでいるのだ。


    　必死で身をよじり、縁ふちに手をかけ逃のがれようと悶も搔がいても、餌えさを捕らえ喰くらうための器官は離そうとしない。[image: ]は、呉羽と交換した右手──その指先に宿った〈解剖書記オートプシー・ルーム・４〉で切断できまいかと試みたが、房のなかに巻きこまれていて手の自由が利かない。芋いも虫むしのように床のうえでのたうつことしかできなかった。


    　補虫器官に包まれた部分からドロリと粘ねばつくものが滲にじみだし、肌に気持ち悪く絡からんできた。皮ひ膚ふにまとわりついた消化液によって軀が外側から徐々に溶かされてゆく。


    　棗なつめも硯すずりも、そしてあざみも、茫ぼう然ぜんと立ち竦すくんでそのさまを眺めることしかできなかった。


    「他人の心配をしている暇などありませんよ……？」


    　[image: ]の軀を見下ろして、ふ……と微笑を洩もらすと、山査子は再び呉羽に顔を向けた。


    　無ぶ骨こつな手が、半なかば開いた呉羽の唇の間に銃口を当て無理矢理に押しいれた。銃身が歯に当たって硬い音を立てた。舌のうえで金属の味がする。


    「……っ！」


    　口に銃じゆう身しんを押しこまれたまま、呉くれ羽はは大きく眼めを見開いた。


    　避けようがない。この角度、銃弾は過あやまたず脳を撃ちぬくだろう。銃を握る手て頸くびの筋肉がかすかに動くのが見えた。


    「ぐ、っ……く！」


    　ガチリ、と。


    　再度、禍まが々まがしい指が撃げき鉄てつを起こす。


    「──山さん査ざ子しッ!!」


    　あざみが山査子を呼び止めた。


    「あんただけは……許さないッ！」


    「許さない？　ふ……」


    　山査子は可お笑かしそうに喉のどを鳴らす。


    「許してほしいとも、思っておりませんもの」


    「く……っ！」


    「あざみさんには、こんなのがお似合いでしょうか……？」


    　山査子は、あざみに対し〈悦楽の園ロスト・イン・フアンハウス〉を振るった。


    『──お黙りなさい！』


    　聞き慣れないしわがれた声が響いた。


    　──一体どこから……


    　あざみが訝いぶかしく思った瞬間、


    『頸くびを刎はねておしまい！』


    　あざみの肩口から、四角く薄いものが立ちあがった。白い長方形のうえにクローバーのマークが印刷されている。


    　──これって、


    『不思議の国のアリス』の挿さし絵えに描かれたトランプの頸斬り役人だ。


    　胴体となったトランプの両端から伸びた二本の腕が、ものものしい斧おのの柄えを握っている。


    「どうです、素敵でしょう……？」


    　頸くび斬きり役人の腕が動きだして、ピタリと、狙ねらいを定めるように斧の刃があざみの喉のどに添そえられた。


    　刃の冷たさが、鋭さが、あざみにギロチンの恐怖を甦よみがえらせる。


    　刃を当てられた喉のどの皮ひ膚ふが細く破れて、開いた傷口から血がひと条すじ頸くびをつたい落ちた。


    　硬直したままでいるあざみに、頸斬り役人の腕が惨ざん酷こくな刃を振りあげたその時──


    　あざみは呉羽の顔を見た。


    　以前、放課後の保健室で、たまらなく冷淡に思えた呉くれ羽はの眼差まなざし。だがあざみは、今初めて呉羽の瞳ひとみを見たように感じていた。


    　呉羽の視線が何かを告げる。


    　彼女の頸くびすじから突きだした、銃じゆうを握った手。


    「実体化しているなら、あたしの〈複製鏡面〉で複写できる」


    　あざみは呉羽の頭に突きつけられている銃を複写した。


    「あ……」


    　山さん査ざ子しが驚いて口を開いた。


    　複製した銃を握る手に確かな力をこめて、あざみは銃口を山さん査ざ子しに向け狙ねらいを定める。


    「……ぁ……」


    　頸斬り役人の斧が振りおろされるよりも迅はやく、引き金を引いた。


    



    　山査子の胸から、赤いものが舞う。


    「……っ、…………」


    　華きや奢しやな軀からだがよろめいて、背後の壁にもたれかかった。


    〈悦楽の園ロスト・イン・フアンハウス〉が解除されたのだろう、呉羽たちの軀に現れていた手や頸斬り役人が消えた。食虫植物から解放された[image: ]たつみはフラつきながら立ちあがった。

  


  [image: ]


  
    　三人の視線が山さん査ざ子しにそそがれる。棗なつめと硯すずりもまた驚きよう愕がくにこわばった顔で彼女を見た。


    　力なく壁にもたれたまま、山査子は自分の胸を見下ろす。


    　緋あかく……染まっている。


    　母が倒れた時、口から零こぼれていた色。動かなくなった姉の胸元を彩いろどっていた色。


    　父がカンヴァスに塗ぬっていた絵の具みたいだ、と山査子は思った。あるいは、姉のカンヴァスを汚した色みたいだと。


    　──私も……動かなくなってしまうのでしょうか。


    　右手を差しあげ、胸元から流れでる血に指を添そえた。


    　──でも、もう一度だけ……


    　視線の先で緋く濡ぬれた指先が震える。


    　そのまま、山査子は掌てのひらを胸に当てた。


    　そして。


    　ワンピースの胸元が丸くふくらんだかと思うと内側から破れ──山査子の左胸からクラインの壺が生えていた。


    　歪ゆがんだ壺つぼの形状は、しかし幾き何か学がく的な美しさをもたたえていた。


    「その形!?　どうして──」


    　山査子の胸に浮かんだなめらかな曲面を見み据すえて、呉くれ羽はが鋭く叫んだ。


    「あの人が──血にひたした指で描いてくださったのです」


    　呉羽の狼ろう狽ばいぶりをよそに、山査子は眼めを細め微わ笑らう。


    「悠はる久ひさが……？」


    　立ち竦すくむ呉羽たちの前で、クラインの壺の口から、ひとつの眼がん球きゆうが現れた。


    　暗くら闇やみから零れでるようにして出現した小さな球体は、室内を見わたし[image: ]たつみと呉羽の姿を捉とらえた。


    「おや、君か」


    　声がした。


    「──っ!!」


    　その響きを耳にして、[image: ]は瞬時に思い至った。


    　かつて水み無な月づき病院の診察室で幾いく度どとなく聞いた、あの声。不ふ可か思し議ぎな逸いつ話わの数々を語りかけた口調。


    　葛かつら城ぎ悠久の声。


    　これは、悠久の眼だ──


    「──悠久っ！」


    　強く歯は嚙がみして、[image: ]は、いかなる感情もこめられていないその眼を見返した。


    「しばらくぶりだね。それも二人揃そろっているとは、これもまた運命──というやつかな」


    　愉ゆ快かいそうに[image: ]と呉羽に話しかけるその声もまた、穴の奥から響いてくるみたいだった。


    「元気そうでなによりだ。君の……〈独白する夢魔アノニマス・モノローグ〉だったかな？　そいつにもちょいと興味は惹ひかれるが、目もつ下かのところは必要ない。〈五重心臓クライン・ボトル〉と……これで〈悦楽の園ロスト・イン・フアンハウス〉も揃そろった。後は〈無神学大全フラクタル・エンジン〉だけだ」


    「〈無神学大全フラクタル・エンジン〉……？」


    　悠はる久ひさの声がささやいた耳慣れぬ単語。


    　藤とう嗣じとの会話のなかで悠久が口にしていた二つの鍵かぎのことだろうか。


    「一体何を謀たくらんでいるの？」


    　厳しい声で呉くれ羽はが問う。


    「フフ、怖いこわい。そう、君は昔から一いつ向こう私に懐なついちゃくれなかったな。これでも、こちらとしては可愛かわいい姪めいだと思っていたんだがね？」


    　悠久のとってつけたような慇いん懃ぎんさが、呉羽の神経をいっそう逆さか撫なでる。たぎる怒りに呉羽は身を打ち震わせた。


    「──余計なことをッ!!」


    「おやおや、どうもご機嫌斜めなようだ。なに、そんなにカリカリしなくとも、君たちにもいずれわかるさ……わかるはずだ……わからねばならない」


    　声を荒げる呉羽を揶揄からかうように、眼がん球きゆうは水平方向にグルリと一回転してみせた。


    「こ……のッ！」


    「……と、こんな姿で長話するのも失礼かな」


    　そこで一方的に話を打ち切ると、


    「さあ、こちらに来たまえ」


    　山さん査ざ子しに告げ、悠久の眼めは穴のなかへ転がり消えた。


    　次いで。


    　山査子の胸のうえ、クラインの壺つぼの口から続く闇やみ。その、深いふかい──どこまで続いているのかもわからないアリスが落ちていったような……穴のなかへ、山査子の軀からだが、腕が、脚が、そして頭が、内側へ折りたたまれるようにして吸いこまれてゆく。


    　ハッと気づいて、[image: ]たつみはそちらに駆かけ寄ろうとしたが、しかし遅かった。山査子は最も早はや頭まで闇のなかへ呑のまれようとしている。


    　消え失うせる寸前も、山査子の顔はやはり微笑していた。


    「私も──向こう側へまいります」


    　小さな唇が、最後にそれだけの言葉を紡つむいだ。


    　[image: ]の視線の先で、山査子の軀はクラインの壺に跡あと形かたもなく呑みこまれ……そして、歪ゆがんだ壺そのものも自らのうちに呑みこまれるように──────消えた。

  


  
    



    　　　　　§　参考文献　§


    



    『偏頭痛百科』オリバー・サックス（訳・後藤眞、石館宇夫）／晶文社


    『魔術的芸術［普及版］』アンドレ・ブルトン（監修・巖谷國士、訳・巖谷國士、鈴木雅雄、谷川渥、星埜守之）／河出書房新社


    『脳のなかの幽霊』Ｖ・Ｓ・ラマチャンドラン、サンドラ・ブレイクスリー（訳・山下篤子）／角川書店


    



    　作中で言及した騙だまし絵についてのエピソードは、谷川渥『図説　だまし絵』（河出書房新社）から使用させていただきました。

  


  
    　　　§　あとがき　§


    



    



    　はじめまして、といってもシリーズの二巻目なのではじめてでない方も結構いらっしゃるのかな？　いらっしゃると嬉しい一柳凪と申します。


    『reverse blood』無事第二巻をお届けできる運びになりました。さまざまな紆う余よ曲きよく折せつを経まして（もっぱら私の筆の遅さが原因なのですが……）前巻からちょっと間が空いてしまい申し訳ありません。


    　私は甘いものに目がないのですが、うちの近所でトテモ美味しい洋菓子屋さんを発見してしまい、原稿執筆中に足繁しげく通いつめては作中にも登場する円形の菓子をしゃむしゃむと貪っておりました。ゆえにこの巻の何割かは甘味によって構成されていると言っても過言ではないかもしれません。


    　最早末期症状に近づきつつあり、円形の物体を眼にするだけで喉が鳴る始末。そんなわけですから、読者の皆様のなかで美味しい洋菓子店情報をお持ちの方は是非ともお教えください。


    　また、本作執筆時には緑髪の魔女的な存在に多大なご助力いただいたことを併せ記しておきます。


    



    　お世話になった方々への謝辞を。


    　本シリーズのイラストを担当してくださっているヤス様。


    「こんな要望聞いていただけるのかしらん……？」と恐るおそる差しだした注文に応じてくださりありがとうございます。表紙の絵を見た瞬間、トクンと胸がときめきました。


    　ガガガ文庫編集部の脳波操そう縦じゆう士Ｙ様。


    　情緒不安定ぎみな私をなまあたたかい視線で見守ってくださるあなたはまるでカウンセラー。私がどうにかこうして書きつづけていられるのは、ひとえにあなたのご指導のおかげです。


    　京都大学ＳＦ研究会様。某ムック本で拙せつ著ちよ『みすてぃっく・あい』を挙げてくださり、私は感涙にむせび泣いたことですよ。


    　そして勿論、読者の皆様に最大限の感謝を。


    



    　さてさて、次巻は夏休み編で終始まったりとした展開になる予定です。夏休みというと素敵なイベントがたくさんありますよね……！　私じしんのことを振り返ってみるとあまりなかった気もするのですが（何より暑いのは苦手なのです）、「こうであったかもしれない」「むしろこうであってほしい」「こうであるべきではないか」といった可能性をイロイロと想像してみるのは愉しかったりして……そんな感じのお話です。


    　次こそはもっと早いペースでお届けしたいと思いますので、どうぞよろしくお願い致します。


    



    　それでは、ごめんくださいませ。


    



    
      一柳凪

    

  


  
    一柳　凪


    Nagi Ichiyanagi


    



    馬車馬的存在、空気読めない子。主食は飲むよーぐると。そしてばーむくーへんの魔力。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    リバース・ブラッド　２
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